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　まだ着慣れないスーツに身を包んで、会社を後にした。

　腕うで時計に目をやって、もうこんな時間かと驚おどろく。マンションに帰るのは、伝えていた時間より大おお幅はばに遅おそくなってしまいそうだ。慌あわててあいつにラインを送る。

　──今いま頃ごろ、夕飯を作っているだろうか。




　やがて見慣れたマンションの扉とびらの前にたどり着き、インターフォンを押す。

　少ししてガチャッと鍵かぎを開ける音がして、扉が開いた。

「おかえりなさ～い！」

　白のフリルエプロン姿の恋こいヶが崎さきが、満面の笑えみで俺を出で迎むかえた。その姿を見たら今日一日の疲つかれも吹ふっ飛ぶような気がした。

「ああ、ただいま」

　革かわ靴ぐつを脱ぬいで玄げん関かんに入る。

　恋ヶ崎がキラキラした目で俺を見て、両手を肩かた幅はばに広げて構えていた。

「え？　あ、ああ……」

　もしかしてテレビでよく見るあれか？　と気づき、俺が恋ヶ崎に背を向けると、恋ヶ崎が片側ずつ俺のスーツのジャケットから腕を抜ぬいて脱がせた。

「今日もお疲れ様ぁ～。ご飯にする？　お風ふ呂ろにする？　それとも……」

　恋ヶ崎がそこまで言って、かぁっと赤くなる。

「なっ……!?　じ、自分で言っておいて、何赤くなってんだよ！」

　俺も釣つられて赤くなってしまう。

「だ、だって……」




　なんだかこれじゃ、まるで本当の新しん婚こん夫婦みたいだ。

　俺は今、恋ヶ崎と同どう棲せい生活の真ま似ね事をしている。

　こうなったのには、深いわけがあって……。




　　　　＊




「はあ……」

　大学へ向かう道のりを歩きながら、思わず俺は一人でため息をつく。




　今日は大学の学園祭二日目。本来ならばもっと楽しい気分で臨のぞむべきなんだろうが、正直学園祭を楽しむ余よ裕ゆうなんて俺にはなかった。




　昨日、また一つ二次面接まで進んだ企き業ぎようからの不採用通知が来てしまった。

　もう大学四年の秋だというのに、俺はまだ内定を一つももらえていない。

　恋ヶ崎と付き合っている状態なのに、ない内定で大学を卒業するのだけは何が何でも避さけたい。こんなことなら、興味のない会社でももっとたくさん受けておくべきだったかもしれない。

　だけど、贅ぜい沢たくかもしれないが、興味のない仕事をしたところで続く気がしないというのが本音だ。やっぱり俺は、好きなものに関かかわった仕事がしたい。

　そう思い、有名なアニメグッズ製作会社、ゲーム会社、出版社など片かたっ端ぱしから受けてみたのだが、ことごとく落ちてしまった。

　ちなみに、大学一年の時からアルバイトとして勤務している富ふ士じ見み社からは、中ちゆう途と採用しか採用していないとはっきり告げられてしまった。

　つまり俺は今──就活を積んでいる状態にある。




　北ほつ海かい道どうの恋ヶ崎の家を初めて訪おとずれたときから、約三年が経過していた。

　あれから、恋ヶ崎の家には行っていないが、長期休みに入る度たびに俺が北海道へ会いに行ったり、恋ヶ崎が東京へ来たり、中間地点で旅行をしたりと、なるべく会えるときは会うようにして、なんだかんだ言って二、三ヶ月に一度くらいは会えている。

　大学一年の学園祭時に喧けん嘩かをしてからは特に喧嘩などもなく、平和に俺たちの関係は続いていた。




　大きな変化があったとしたら、一つ。

　なんと……あの恋ヶ崎が、小説家デビューしたのである。

　ずっと新人賞への投とう稿こうは続けており、俺もよく読ませてもらって俺なりの感想や意見なんかも伝えていた。

　恋ヶ崎の小説は俺の目から見ても分かるくらいどんどん上達しており、二年のとき一いつ般ぱん文芸の新人賞に投稿した小説が特別賞に入った。

　ラブストーリーを対象としている新人賞で、恋ヶ崎はイマドキの大学生同士のリアルな恋れん愛あい小説を執しつ筆ぴつした。

　簡単にまとめると、『バンドのおっかけをしている女子大生が、アルバイト先のライブハウスでバンド活動をしている大学生と出会い恋に落ちる』という物語だった。

　最初これを読んだとき、あまりにリアリティある描びよう写しやに、まさか恋ヶ崎が北海道で俺以外に好きな奴やつができたのか!?　なんて一いつ瞬しゆん焦あせったが、どうやら大学の友人である黒くろ野のさんを主人公のモデルにして執筆したらしい。実際現在黒野さんはバンドマンの彼氏とラブラブだそうだ。

　二ヶ月前……今年の八月に、恋ヶ崎のデビュー作は無事出版された。

　恋ヶ崎によると、売れ行きはそんなに良くないようで、若じやつ干かん落ち込んでいた。

　デビューできただけで十分すごいと思うし、まだ一作目なんだから気にすることないと思うのだが……。




　それよりも、問題なのは俺の方だ。

　恋ヶ崎はちゃんと夢を叶かなえたっていうのに、四年の秋になっても未いまだに就職先が決まっていないだなんて……こんなんじゃあ、情けなくて恋ヶ崎の親おや御ごさんにとてもじゃないが顔向けできない。

　一刻も早く、就職先を決めなければ……。







「おはようございまーす」

「あ、柏かしわ田ださん！　おはようございます！」

　大学について俺が視し聴ちよう覚かく室に直行すると、漫まん研けんの後こう輩はいの男子、青あお野のが俺に挨あい拶さつを返す。

　俺たちの一学年下は青野という男子一名しか入らず、二年下は男子が二人ほど入ったが他ほかのサークルやバイトが忙いそがしいなどでほとんど来なくなってしまい、三年下……つまり今年の一年は女子が三名入った。

　ちなみに女子三名は姿が見えないが、色々と準備中なのだろう。

「柏田さん、就活で大変な中来てくださってあざまっす！」

　青野がいつも通りの軽いノリで俺に礼を言う。青野は俺が就活に苦戦していることを知っていた。

「ああ、いやいや。他の四年は……まだ来てないのか」

　視聴覚室には今のところ青野しかおらず、まだ長は谷せ川がわと佐さ倉くらさんが来ていないことに気づく。

「はい、そうっすね！」

　青野が元気よく返事をする。

　この青野という後輩は、礼れい儀ぎ正ただしいいい奴で、なぜか俺を異様に慕したっている。

　外見はオタクの割に爽さわやかで小こ柄がらな所謂いわゆるかわいい系なのだが、本人曰いわく今まで彼女がいたことがなくそれを気にしているらしく、俺の先せん輩ぱいであるＯＢも含ふくめ漫研で唯ゆい一いつ彼女がいる俺のことを尊敬しているらしい。

　それも、恋ヶ崎の写メを見せたとき「柏田さんオタクなのにこんなに可愛かわいくてイマドキな彼女がいるんすか!?　自分も見習いたいっす！」とか言って騒さわいでいたので、恋ヶ崎のおかげなのだが。

「就活の方はどうなんすか!?」

「…………」

　一番触ふれられたくないことを青野が口にしたので、思わず黙だまる俺。

「……って、柏田さん、目がうつろっすよ!?」

「き、気のせいだろ！」

「おかしな話っすよねえ……こんなにリア充じゆうでモテモテな先輩が就活に手こずってるなんて」

「な!?　いや、そんな言うほどリア充じゃねえって……」

「どこがっすか!?　もうリア充度カンスト状態じゃないっすか！」

「いやいやいや……そ、そんなことより、昨日もうちのサークル繁はん盛じようして良かったな！」

「あからさまに話そらしましたね!?　まあ、そうっすね。おかげさまで」

「そういえば、今は他の一年女子は着き替がえ中なのか？」

「はい、そうっすね！」

　うちの漫研は、今年も『人気アニメ作品の自主制作実写映画』を作って学園祭で上映している。

　三年前に俺が提案してみんなで映画を作って成功してから、もう四年連続で実写映画を作っていた。

　撮さつ影えいも編集も相変わらず大変だけどそれ以上に楽しかったし、観客の受けも良かったので、今や定番となっていた。

　今年は一年の女子三人に映画に出てもらい、当日は一年女子にコスプレして接客してもらうことになっている。




「おはよ～！」

「おはようございます」

　そこで、長谷川と佐倉さんが視聴覚室に入ってきた。

「佐倉さんに長谷川さんも、お忙しい中ありがとうございます！」

「いえ……。あら、柏田君……あなた、こんなところにいて大丈夫なの？　就職先は決まったの？」

　俺の顔を見るなり、心配しているような呆あきれているような表情で声をかけてくる長谷川。

「うぐっ……いや、まだ……」

「やっぱり……」

「あ、長谷川さんと佐倉さんはもう内定もらってたんでしたっけ!?」

　青野が尋たずねる。

「うん、そうだよー！」

　そう。羨うらやましいことにこの二人はもう就職先が決まっていて、今は卒論に取り組んでいる状じよう況きようなのだ。

「長谷川さんって、確か高校の先生になるんだよねー!?」

　佐倉さんが明るく尋ねる。

「ええ、そうね」

「えっ、そうなんすか!?　長谷川さんが高校の先生かあ……」

　青野が一瞬だらしがない顔になったのを俺は見み逃のがさなかった。

　ああ、よく分かるぞ青野よ。俺も長谷川が高校教師になることに決めたと聞いたときは、こんな美人の女教師が自分の担任だったらめちゃくちゃ嬉うれしいだろうなあなんて妄もう想そうしてにやにやしたものだ。

「そういえば、佐倉さんはどこで内定もらったの？」

　佐倉さんが就職先が決まったことは知っていたが、それがどこなのかはまだ聞いていなかった。

「うちはアニメイトの一般職だよー！」

「えっ、アニメイト!?　いいなー！　俺、オタク関係の会社ことごとく落ちてるのに……」

「そうだったんだ!?　……まあ、うちの第一志望は柏田君のお嫁よめさんだったんだけどねぇー？」

「えっ!?」

　佐倉さんの言葉に、思わず驚おどろいて声を上げる。その場にいた他の人たちもぎょっとしている。

「……なんちゃって！　うそうそ！　さすがにもう彼女持ちの人何年も思い続けてないって～！」

「……！　あ、あはは……」

　びっくりした、冗じよう談だんか……。

　佐倉さんは、一年の頃ころは本当なんだかからかってるだけなんだか分からんが、俺のことが好き、みたいなアピールをしてきたんだよなあ。

　俺が何度か、彼女と別れるつもりがないと言ったためか、さすがに二年以降はそういうアピールが徐じよ々じよに少なくなってきた。気持ちは嬉しかったが、正直今の距きよ離り感かんの方が俺的には楽しく過ごせる。




　そこへ、一年女子三人組がコスプレ姿に着替えて視聴覚室に戻もどってきた。

「おぉ～、みんな、よく似合ってるね！」

　一年生たちは流行アニメのヒロインたちのコスプレである制服姿に着替えている。

　正直、失礼ながら俺が一年のときの学園祭の神キャスト……小豆あずきちゃん、長谷川、ムラサキさん、二に階かい堂どうさんが映画に出てくれたときと比べたら華はなやかさには欠けるが、それはあのときのビジュアルレベルが異常に高すぎただけで、今年の一年生三人も十分似合っていて可愛らしい。

「あ、ど、どうも……」

　一年生たちは恥はずかしいのか小声で礼を言った。

「もー、柏田さんはそういうことさらっと言えちゃうからモテるんすよねー。やっぱ彼女持ちは違ちがうな～」

「な!?　何言ってんだよお前は！」

「無む駄だ話ばなしはその辺にして、そろそろ準備しないと上映時間に間に合わないわ」

「……は、はい……」

　長谷川に注意を受けてしまい、俺たちは準備に取りかかる。




　やがて上映時間がやってきて、前半の当番である俺と長谷川と佐倉さんで接客をする。

　今日もたくさんのお客さんが漫研で作った映画を観みに来てくれた。

　自分たちの当番が終わると三人で学園祭を見て回り、今日だけは就活のことを忘れて大学生活最後の学園祭を楽しんだ。




「はい、柏田君。たこ焼き食べる？　あーん」

　学園祭の屋台を回りながら、佐倉さんが自分で買ったたこ焼きを一つ箸はしで持ち上げて、俺の口の前に差し出してきた。

「え!?　あ、ありがとう……はふっ……ンンッ!?　あっちいぃー！」

「きゃははははっ！　芸人並のリアクショーンッ！　柏田君ってほんっと面おも白しろいねー！」

「……罰ばちが当たったんじゃない？」

「んなっ!?　あ、あっついっ！」

　たこ焼きを頰ほお張ばりながら熱がる俺を見て大笑いする佐倉さんと、酷ひどいことを言いながらも、クスクスと笑っている長谷川。




　大学最後の学園祭を楽しみながら、漫研というサークルに入って、本当に楽しかったなあ、なんて感かん慨がい深ぶかいことを思ってしまう。

　まあ、まだ就職先が決まってないので、そんなセンチメンタルな気分になるには早いんだけどな！




　やがて学園祭終しゆう了りよう時間を迎むかえ、片づけを終えてから、恒こう例れいの後夜祭が始まる。

　ミスコンが行われた後、ギターサークルのライブが行われるのを、漫研のみんなで固まって座って聴きいていた。

　ギターサークルの演奏を聴きながら、大学四年間のことをぼんやりと思い返す。

　気づけば、隣となりには長谷川が座っていた。思わず長谷川の横顔を眺ながめる。長谷川は演奏に聴き入っているのか、遠くを見るような目をしていた。

「……？　な、何？」

　そこで、長谷川が俺の方を見て目が合った。

「あ、ご、ごめん、いや……」

　長谷川を見ていたことがバレて、思わず動どう揺ようする。

「その……真しん剣けんに聴き入ってるなあ、って」

「……そうね。聴きながら、今までの学園祭の思い出に耽ふけっていたの」

「学園祭の思い出？」

「ええ。私……学校の行事の中で、一番学園祭が好きだったわ。高校でも、大学でも……」

「そうなんだ？　なんで？」

　長谷川が自分のことを語るなんて珍めずらしい。

「そうね……高校の頃は、一年の学園祭で柏田君が私と兄を仲直りさせてくれたでしょう。それに、……勇気を出して自分の気持ちを伝えてくれて……すごくびっくりしたけど、嬉しかったわ」

「……！」

　まさかそんな昔の話をされるなんて思っていなくて、びっくりした。長谷川は少し切なげな笑え顔がおを俺に向ける。

「二年の学園祭では柏田君以外にも、小豆さんや鈴すず木き君とも同じクラスになれて、コスプレ喫きつ茶さを開いて……。お笑いに走りすぎてお客さんの入りは少なかったけれど、個人的にはすごく面白かった。大学でも、漫まん研けんで毎年映画を作って。脚きやく本ほんを書くのも楽しかったし、撮影旅行もとてもいい思い出になったわ」

　長谷川は今までの学園祭の思い出を語りながら、嬉しそうに笑っている。

「そうだね……俺も、どの年の学園祭もめっちゃ楽しかったし、今となってはすごくいい思い出だよ」

「ええ。これでもう、最後になってしまうのね」

　長谷川の言葉に、俺まで寂さびしいという気持ちでいっぱいになってしまいそうになる。

「……この四年間、色々と迷めい惑わくをかけたわ。四年間……いいえ、高校から七年間、本当にありがとう」

　長谷川は寂しそうな笑顔で俺の顔を見た。

「は、長谷川……」




　長谷川の言葉に、つい三年前──大学一年の時の学園祭のことを思い出す。

　学園祭の映画撮さつ影えいで、なんだか再び長谷川と心の距きよ離りが縮まったような気がして……。

　そして学園祭の後、北海道で長谷川から二回目の告白を受けたんだ。

　あのときのことは、今思い返すとまるで夢の中の出来事のように思える。

「さ、寂しいこと言うなって！　卒業式すらまだまだ先だって言うのに」

　長谷川の言葉にしんみりしてしまい、雰ふん囲い気きを変えたくてわざと明るく言った。

　長谷川は俺の言葉に、ふっと笑って「そうね」と返してくれた。




　俺もだけど、きっと長谷川も、大学生活最後の学園祭を迎えて感傷的な気分になってしまったのかもしれない。

　それほど、俺たちにとって──少なくとも俺にとっては、高校生活も大学生活も楽しいものだったのだ。




　　　　＊




　翌日。

　学園祭の代休でその日は休みだった。

「んじゃ、改めて……鈴木、デビューおめでとう！」

「ありがと～っ！」

　その日は秋あき葉は原ばらのメイド酒場で、高校時代からの親友鈴木と昼間っからビールを頼たのんで、祝しゆく杯はいをあげていた。

　鈴木は、自身が活動しているバンドでメジャーデビューが決まったのだ。

　一年くらい前からデビューの話は上がっていて、デビューに向けて準備していたようだが、来年の三月に全国メジャーデビューシングルの発売が決まったらしい。

「ほんと良かったよー、大学卒業と同時にデビューが決まって。親に大学在学中にデビューできなかったら就活しろって言われてたからさ～」

「いや、マジですげえよな……。まさか身内から芸能人が出るとはなあ」

「失礼致いたします。こちら、グリーンサラダとジャーマンポテトでございます」

　そこで、メイド店員が料理をテーブルに運んできた。

「おお、うまそ～っ！」

　ここのメイド喫茶は鈴木の行きつけらしく、メイド喫茶とはいえ料理に力を入れていてお勧すすめだと聞いていた。今日初めて来たのだが、確かに今まで行ったことのあるメイド喫茶よりも料理が本格的だった。

「鈴木様のお友達ですか？」

「えっ!?　あ、はい！」

　突とつ然ぜん料理を運んできたメイドに話しかけられたので驚おどろいた。鈴木、常連だとは言っていたが名前を覚えられている程ほどだったとは。

「高校時代からの友達なんです」

　鈴木が説明する。

「そうなんですね。私、愛あい梨りと申します。宜よろしくお願いします！」

「あ、はい、こちらこそ！」

　メイド喫茶に来たのは久しぶりだったが、わざわざ名乗って挨あい拶さつしてくれるものなんだな。

　笑顔で挨拶してくれた愛梨さんは、黒くろ髪かみを三つ編みにしていて、バッチリメイクのメイドが多い中ナチュラルメイクなのにすごく可愛らしい、清せい楚そ系を体現したようなメイドさんだった。まだあどけなさが見えるので、高校生くらいだろうか。

「愛梨さん、東とう邦ほうとか船これとかにめっちゃ詳くわしくて、すごい話し合うんだよね」

「……！　へえ、そうなんだ……」

　鈴木が楽しげにそんなことを言ったので、俺は驚いた。

　だって鈴木といえば女子に全く興味がなく、高校時代に二人でメイド喫茶に行ったときはメイドにすら興味を示していなかった男だ。オタク話をするのにメイド喫茶だと都合がいい、という理由だけでメイド喫茶に行っていたのだ。

　その鈴木が、女の子のことをそんな風に言うなんて……。

「おい、鈴木！」

　俺は愛梨さんが「どうぞごゆっくり」と言ってテーブルから離はなれてから、小声で鈴木に話しかける。

「お前がメイドのことあんな風に言うの珍しいじゃん。もしかしてお気に入りなのか？」

「えぇ!?　い、いや、そんなんじゃないって……。話しやすいしいい子だなあとは思ってるけどさ。でも確かに最近、俺もいつまでも三次元の女の子なんて信じない、なんて言ってらんないなあと思っててさ」

「えぇっ!?　そ、そうなのか!?　なんでまた!?」

　思わず驚いて大声を上げた。あの女おんな嫌ぎらいの鈴木がそんな考えになっていたなんて……一体どういう風の吹ふき回しなんだ？

「うん……カッシーと恋ヶ崎さん見てたら、三次元の恋れん愛あいも悪くないなって思えてさ。だって高校一年のときから付き合って、遠えん距きよ離りなのに六年もお互たがいを思い続けてさ……。どこの純愛エロゲだよって感じ。そういう恋愛だったら、してみたいなって」

「鈴木……」

　まさか鈴木が俺と恋ヶ崎に対してそんなことを思っていたなんてびっくりだ。

　だけど、すごくいい傾けい向こうだと思う。このままこいつが一生独り身だったらどうしようと思っていた。

「そうだよ、その調子だよ！　お前だったらその気になれば一いつ瞬しゆんで彼女作れるんだから！」

「彼女、かあ……。そうだね、そろそろカッシーを見習って頑がん張ばってみよっかなあ」




　一通り互いの近きん況きよう報告やオタクトークに花を咲さかせた後、俺たちはメイド喫茶を出ようと会計を済ませる。

「ありがとうございました！　あのっ、鈴木様……！」

　会計を済ませて店を出ると、見送りに来てくれた先ほどのメイド店員、愛梨さんが鈴木に声をかけた。

「あ、その……次はいつ頃ごろお越こし頂けますか？」

　愛梨さんは顔を赤くしながら尋たずねる。

　お、おいおいこれって……営業か？　それともガチなのか？　営業にしては愛梨さんは恥はずかしそうだし必死に見える。

「えっ……!?」

　愛梨さんの言葉に、意外なことに鈴木も驚きを隠かくせない様子で聞き返した。

　あのモテ男の鈴木がこんなに動揺するなんて……。もしかして、本当に愛梨さんのこと気に入ってたのだろうか。考えてみたら、清せい楚そ系だしロリだしオタクだし、完全に鈴木の好みのタイプだもんな。

　それに鈴木ってモテるとはいえ中学以降誰だれとも付き合ってないわけだから、恋愛対象としては女性に免めん疫えき少ないのかもしれない。

「つ、次……？　えっと、また来月くらいには……」

「本当ですか!?　では、お待ちしてますねっ！」

　鈴木が動揺しながらも答えると、愛梨さんはあからさまに嬉うれしそうな顔になる。営業にしては演技がうますぎる、と思った。

「…………」

　鈴木はその場に立ち止まって、少し黙だまって何かを考え込む。一体どうしたのだろうか。

　それから、突然背負っていたリュックを肩かたから外すとボールペンと手帳を取り出し、慌あわてて手帳に何かを書いてそのページを破った。

「……あ、愛梨さん！　あっあのこれ……俺のラインＩＤ……」

「えっ……!?」

「!?」

　突然の鈴木の言動に、何が起きたのか分からないというように固まっている愛梨さん。俺も驚きのあまり何も言えなくなる。

「あ、その、もし今のが社交辞令とか営業だったら、即そく捨てて。だけど、もしそうじゃなかったら……」

　鈴木は動どう揺ようしながらも、真しん剣けんな様子で愛梨さんの顔を見ながら言う。最後まで言い切れずに尻しりすぼみになってしまうが、言いたいことは十分伝わったと思う。

「す、鈴木様……」

「……あっ！　いやでも、何も送らなくてもこれからも店には来るから安心して！」
















　鈴木はごまかすように笑って言う。

「……っ、あ、ありがとうございます！」

　愛梨さんは鈴木から手帳の切れ端はしを両手で受け取ると、鈴木の顔を見て、

「わ、私……送ります！　絶対送ります！」

　真っ赤になって、はっきりとそう言った。そして俺たちに向かって「またのお越しをお待ちしております！」と言って深々と頭を下げる。




「いやー、良かったな鈴木！」

　店を出て俺は、鈴木の肩を叩たたく。

「う、うん……」

　鈴木はまだ少し顔が赤いまま返事をした。

「にしても、まさかあのお前があんなことするなんてな……」

「あ、いや……あの店は他ほかのメイド喫きつ茶さと違ちがって、『普ふ通つうのレストランで店員がメイド』ってコンセプトの店だから、メイドさんとの連れん絡らく先さき交こう換かんオッケーなんだよね。他のメイド喫茶だとＮＧで交換したらクビになっちゃうから、絶対あんなことしないけどさ」

「へえ～……。いや、それにしたってあの女嫌いのお前がなあ……」

「うん……なんかさ、カッシーを見習って俺も少しは自分から動かないとって思って」

「……！　す、鈴木……」

「ぶっちゃけ、愛梨さんのことは前から話してて楽しいし可愛かわいいなって思ってて。さっき、もし自分がまた恋愛するなら、って改めて考えてみたら……ああいう子がいいなって思ったんだ」

　恥ずかしそうに話す鈴木は、なんだか頼もしかった。

　高校のころ、三次元なんて信じない、と頑かたくなに女性に心を閉とざしていた鈴木とはまるで別人のようだ。




　鈴木、変わったな。

　もしそれが本人の言うように俺と恋ヶ崎の影えい響きようなのだとしたら……とても嬉しく思う。




　鈴木がこんな風に夢を叶かなえて内面的にも成長している一方で、俺は変われているのだろうか。

　後こう輩はいの青野には『リア充じゆう』なんて言われたりしてるけど、本当の意味で俺はリア充ってやつになれているのだろうか。まだ就職先すら決まってないし、彼女ができたとはいえヘタレなオタクだってことは何も変わってない。

　俺も、もっと成長しないと……。




　　　　＊




　十一月に入っても、書類選考、もしくは二次面接で不採用通知が届いてしまい、一つも内定がもらえないままだった。




『恋ヶ崎桃もも：○×社の結果来た？』

『来た。だめだった』

『恋ヶ崎桃：そっか……。ま、次頑張ればいいじゃん！』

　恋ヶ崎にラインで不採用だったことを伝える度たびに暗い気持ちになった。

　もしも俺に彼女がいなければ、俺は就職先をもっと妥だ協きようしていたのかもしれない、と思うことがある。

　今俺には、恋ヶ崎桃という彼女がいる。

　大好きな彼女が大学在学中にプロの小説家デビューしているというのに、彼氏がショボい会社に勤めてるんじゃ格かつ好こ悪い。恋ヶ崎のご両親にも顔向けできない。そんな気持ちが大きくて、俺はなるべくいい企き業ぎように就職したいと思っていた。

『恋ヶ崎桃：ねえ、実はさ、年末年始東とう京きよう行こうかなって思って』

『えっ、マジで!?』

　恋ヶ崎からのＬＩＮＥを読んで驚く。

『恋ヶ崎桃：今ちょっと、このまま小説書いてていいのかな、って悩なやんでて』

『恋ヶ崎桃：東京に行って、自分を見つめ直したいなって』

『悩んでる？　って、なんで？』

『恋ヶ崎桃：あんたにも直接会って相談に乗ってもらいたいから、そっちに行ったら詳くわしく話すよ』

　恋ヶ崎が小説のことで悩んでるなんて知らなかった。俺からしたら夢を叶えて順調に進んでるんだと思っていた恋ヶ崎も、将来のことで悩んでいたんだ。

『恋ヶ崎桃：でも、あんた就活で忙いそがしいだろうし迷めい惑わくかな？』

　迷惑なんてとんでもなかった。この冬は、会いたいけど就活が忙しくて北海道に行くのは難しそうだと思っていたので、恋ヶ崎がこっちに来てくれるならぶっちゃけめちゃくちゃありがたい。

『いや、全然！　来てくれたら嬉しい。話も聞きたいし。まあ、お前がいるときも就活はするかもしれないけど……』

『恋ヶ崎桃：マジで!?　じゃあ本気で行っていいの!?』

『うん！　親に了りよう解かいとっとくから！』

『恋ヶ崎桃：あ、今回はそれは大だい丈じよう夫ぶ！　あたし、一週間ちょっと東京でウィークリーマンション借りて、一人暮らしの練習しようと思ってて』

『え？　一人暮らしの練習？』

『恋ヶ崎：うん。ほら、大学卒業したら、そっちで暮らすことも考えてるって言ったじゃん？』

「！」

　そうだ。恋ヶ崎は小説家デビューしたとき、出版社も東京にあるし、東京で一人暮らししようかな、と軽く話していた。

　大学受験の時は、東京の大学を受けたいと親おや御ごさんに話したところ、まだ未成年なのに一人暮らしは駄だ目めだ、と親父おやじさんから強く反対されたらしい。

　その際、大学を卒業して自分の力で食べていけるようになり、自立できたら好きにしていい、と言われたようだ。

　そんな中、小説家デビューできたので、大学卒業後こっちで暮らしたいと考えたみたいだ。

　だが、現在の恋ヶ崎の状じよう況きようだとデビュー作がそんなに売れていないため、小説の収入だけでは食べていけないようで、東京での一人暮らしを許してもらえるかどうかまだ分からない状況らしい。

『恋ヶ崎桃：それでさ……その、柏田も、あたしが借りるマンションでちょっと暮らしてみない？　まあそれだと一人暮らしの練習っていうか、二人暮らしの練習になっちゃうけど……』

「!?」

　恋ヶ崎と二人暮らしの練習……？　つまり、恋ヶ崎と同どう棲せい!?

　恋ヶ崎からのラインを読んで、一気にテンションが上がっている俺がいた。恋ヶ崎と一週間以上二人きりでずっと一いつ緒しよにいられるなんて……まるで夢のような話だ。

『いいな、それ！』

『恋ヶ崎桃：ほんと!?』

『あ、でも親父さん許してくれんのかな？』

『恋ヶ崎桃：パパには内ない緒しよにするｗ』

『え!?　いやそれ、まずいだろ！　ちゃんと言った方がいいって！』

　親父さんと以前話したとき、俺のことを褒ほめて認めてくれた。俺と恋ヶ崎の今後のためにも、親父さんの信しん頼らいを裏切りたくはない。

『恋ヶ崎桃：そ、そう？　じゃあ話してみるよ。クリスマスイヴくらいからそっち行こうと思ってるんだけど、大丈夫？』

『ああ、もちろん！』




　もし親父さんの許可が取れたら、恋ヶ崎は二十四日からこっちに来ようと考えているらしいので、その日は二人きりでウィークリーマンションでクリスマスイヴを過ごそうという話になった。




　その日の夜、恋ヶ崎から『パパの許可取れた』との連れん絡らくが入った。

　こんなにあっさりオーケーしてくれるなんて意外で、嬉うれしくも驚おどろいたのだが、恋ヶ崎が頼たのみ込んだところ『あの青年なら大丈夫だろう。ただし何かしたらただじゃおかない』という旨むねの発言をしていたらしい。恐おそろしい……。




　それからサークルの忘年会と大おお晦日みそかと年明けを共に過ごした後、恋ヶ崎は一月一日に北海道に戻もどる、ということになった。




　恋ヶ崎と同棲生活……なんて夢のような響ひびきなんだろうか。

　これはますます、そのことを糧かてに、就活を頑がん張ばらなくては。そう考えた俺は、エントリーする企業の数を増やすことにした。




　それにしても、恋ヶ崎が小説のことで悩んでいたなんて、予想外だった。わざわざ東京に来て俺に相談しようとしているなんて、よっぽどなんじゃないだろうか。

　一体どういう内容なのか見当もつかないので、早く聞きたい。俺なんかが何かできるかは分からないが、できる限り相談に乗ってやりたい。




　　　　＊




「今日から十二月……？　う、噓うそだろ……？」

　スマホの日にちを見て絶望感に襲おそわれたあまり思わず独り言を漏もらす。

　先日恋ヶ崎とあんな約束をして、今まで以上に就活を頑張ろうと決意したはずなのに、相変わらず二次面接までいくことはあっても内定はもらえないまま、ついに十二月に突とつ入にゆうしてしまった。

　俺はこのまま一つも内定をもらえずニートになってしまうんじゃないだろうか。

　そう思って焦あせりに焦りながらスマホで就職サイトをチェックしていた俺の目に、興味深い情報が入ってきた。

「……えっ!?　これって……」

　それは、俺が三年の終わりに受けて、書類選考で落ちてしまった業界最大手出版社の新卒二次募ぼ集しゆうの記事だった。

　既すでにエントリーを締しめ切ってしまった企業でも、採用計画に変へん更こうが生じて増員になったり、はたまた内定者の中からキャンセルが出るなど、様々な理由で稀まれに二次募集を行うところがある、という話は確かに聞いたことがある。

　だけどまさか、この出版社が二次募集を行うなんて！

　この出版社はライトノベルや漫まん画がを多く取り扱あつかっており、面接に受かったらそれらの編集部に配属される可能性もある。

　出版社のアルバイトを通して、編集部に正社員で働きたいと以前から思っていた俺は、この大手出版社が第一志望の企業といってもいいくらいだった。だが書類選考で落ちてしまい、他ほかの出版社もことごとく落ちてしまった俺にとって、二次募集というのは棚たなからぼた餅もちレベルでラッキーな話だ。

　これはもしかしたら、恋ヶ崎の彼氏としてしっかり頑張らないと、と強く決意した俺に神様がもう一度与あたえてくれたチャンスなのかもしれない。

　俺は今持っている力をすべて出し尽つくして、その企業へ向けてのエントリーシートを記入した。

「よっしゃああ、絶対この会社受かってやんぞおぉぉ！」

　気合いを入れてエントリーシートを応おう募ぼした後、一人部屋で雄お叫たけびを上げる。







　一週間後。

「……!?」

　二次募集にエントリーした本命の出版社から、エントリーシートが通過したとのメールが入って、俺は驚きのあまりスマホを握にぎりしめたまま固まった。

「ま、マジ……かよ……」

　メールには年明けに二次面接を行うとあり、その案内も記き載さいされていた。

「よっしゃあ──っ！」

　思わず自室で一人叫さけんでから、出版社からのメールに慎しん重ちように返信をする。




　まだ内定はもらえていないどころか、二次面接に進めただけなのだが、これまでの就活がうまくいっていなかったこともあり、大げさなくらいに喜んでいる俺がいた。

　ああ、ほんの少しだけ、希望が見えてきた気がする。

　このチャンス、絶対につかみ取りたい。

　俺自身のためにも、恋ヶ崎のためにも！







　　　２







　恋こいヶが崎さきがやってくる予定の、クリスマスイヴ当日がやってきた。

　俺の受けた企き業ぎようの二次面接が入ってしまったために、恋ヶ崎を羽はね田だ空港まで迎むかえに行くことができず、面接の後、恋ヶ崎が予約したウィークリーマンションの最も寄よりの駅で俺たちは待ち合わせをしていた。

　ちなみに今日面接があったのは本命の出版社ではなく、アニメやゲームのグッズを作っている会社だ。

　正直、面接の手て応ごたえはイマイチだったが、せっかく北海道から来てくれた恋ヶ崎に暗い顔を見せるわけにもいかないから、気分を切り替かえようと心に決める。

　キャリーケースに一週間ウィークリーマンションで暮らす分の荷物を詰つめ込んで、面接前に駅のコインロッカーに預けていたので、それを引き取ってから恋ヶ崎との待ち合わせ場所へ向かう。

「お待たせ～！　……！」

「おお……。……！」

　自分の身体からだには見合わないほど大きなキャリーケースを転がしながら駅の改札を出てきた恋ヶ崎を見て、思わず息を吞のんだ。

　最後にあったのは九月の夏休みだったので三ヶ月ぶりに会うのだが、三ヶ月しか経たっていないのになんだか雰ふん囲い気きが変わったような気がする。

　服装もメイクも、大人っぽくより洗練されていて、さらにあか抜ぬけたような……。

　そんなことを考えて俺が何も言えずにいると、恋ヶ崎の方もなぜか俺の姿をまじまじと見てぽかんとしていた。

「そっか、今日面接だったからスーツ……」

「え？　あ、ああ」

　そうか、スーツ姿に驚いてるのか。そういえばスーツで会うの初めてだったかもしれない。

「ふ、ふーん……、スーツ、結構いいんじゃない？」

　恋ヶ崎は少し顔を赤らめてなんだか嬉しそうにニヤニヤしてそんなことを言う。

　えっとこれは、褒められてるってことでいいのか？

「男子のスーツ姿は二割り増しって友達が言ってたけど、確かにその通りかも……」

「え、マジで!?」

　恋ヶ崎にスーツを褒められて、嬉しさのあまり俺まで顔がにやけそうになるのを堪こらえた。

「つーかお前こそ、なんか雰ふん囲い気き違ちがくないか？」

　駅から並んで歩き出しながら、俺たちは会話を続ける。

「え？　あー、髪かみ色いろちょっと落ち着かせたんだよね。あと、着る服のブランド思い切って全部変えたんだー。ほら、もうすぐ社会人だし、いつまでも女子大生ファッションしてるのも痛いしさ」

「そ、そうなのか……」

「うん、あとメイクも変えたかなー。周りの子がお洒落しやれな子ばっかだからさ、めっちゃ参考になるんだよね」

「へええ……」

　なんか、こいつが俺の彼女ってことも改めて信じられないし、さらに信じられないのは、こいつがオタクだってことなんだよな。

　うちの大学にもお洒落な子いっぱいいるけど、そういう子たちと比べても明らかに何かが違うんだよな。これが、地方とはいえ読者モデルと一いつ般ぱん人の違いなのだろうか。

　俺と恋ヶ崎は他愛たわいもない話をしつつ駅を出てスマホで地図を見ながら、恋ヶ崎が予約したウィークリーマンションに向かって歩きながら話を進める。

　やがて目的のマンションに到とう着ちやくする。

　管理人に声をかけて説明を受け、部屋の鍵かぎを渡わたされる。




「へぇ～……綺き麗れいだし、割と広いじゃん！」

　部屋の中へ入ると、俺が想像していたよりもずっと綺麗で広い、ちゃんとした部屋だった。マンションの一室というよりは、少しホテルっぽい雰囲気ではあるが。

　一応二人用の部屋らしく、１Ｋ＋二階に小さいロフトという物件だ。洗せん濯たつ機きやテレビなど生活に必要な家電や家具は既に設置されており、キッチンにも調理器具が並んでいる。

「もうすぐ生活できそうだな。ホテル並みに何でも揃そろってるし」

「でしょでしょ!?　色々調べていいところ探したんだもん！」

「へぇ～。ありがとな」

「えへへっ。そうだ、ほら、暗くなる前に早さつ速そく買い出しに行かなきゃ！」

　今夜は部屋でクリスマスイヴを祝う。

　一度互たがいにキャリーケースをマンションの中に置いてから、近くのスーパーに買い物へと出かけた。




「えーっと、チキンとー、野菜とー」

　スーパーで恋ヶ崎は、かごの中にクリスマス用のチキンの他にトマトやタマネギなどの野菜を入れていく。

「え、野菜？　なんか作るのか？」

　てっきり、出来合いのものを買うものだと思っていたので驚おどろいた。

「うん。ミネストローネ作ろうと思って！」

「……！　む、無理しなくていいんだぞ……!?　ほら、北海道から長旅で疲つかれただろうし、出来合いのもの買えばそれで十分……」

「ちょっと柏かしわ田だ！　あからさまにあたしの料理嫌いやがりすぎじゃない!?」

「え？　い、いや……」

　そんなこと言われたって、嫌がるなと言う方が無理があるだろう。

　どうしたって恋ヶ崎の料理といえば、高校一年のとき鈴すず木きの家で作っていた、見るからに怪あやしげな鍋なべを思い出してしまう。

「確かに高校時代は料理全然できなかったけど、今は超ちよう家でやってるから！　うちに来たときだって朝ご飯作ったじゃん！」

「ああ、でもあれもお母さんと一いつ緒しよに作ってたしなあ……」

「どんだけあたしの料理信用してないのよ!?」

「いや、そんなことは……。うーん、まあ、死ななきゃいいか……」

「ちょっ、マジ失礼すぎるんですけどっ!?」

「はは、冗じよう談だんだって」

　まあ、半分本気だけどな……。

　俺の言葉に半ギレ気味の恋ヶ崎をなんとか宥なだめて、スーパーでの買い物を終える。

　その後、近くのケーキ屋でクリスマスケーキのブッシュ・ド・ノエルを買って帰った。




「じゃ、そこで待っててー！」

　マンションに戻もどると、恋ヶ崎は颯さつ爽そうとキッチンへ入っていく。

　その後ろ姿を見ていると、どうしても不安が募つのってしまう。まあ最悪、腹こわしたりしなければそれでいいか、くらいに思っておこう……。




　テレビを見たり携けい帯たいをいじったりしながら待つこと一時間。

「お待たせ～！　作ったのはスープとサラダだけなのに時間かかっちゃった」

　恋ヶ崎がキッチンから料理を運んでくる。

　おそるおそる料理に目をやると、手作りらしきミネストローネとサラダと、スーパーで買ったチキンが並んでいた。

　ぱっと見、チキンは勿もち論ろんだがスープもサラダも普ふ通つうにおいしそうだ。

「お、おお……」

「ちょっとぉ、何思ったよりまともだな、みたいな顔してんのよ!?」

「い、いや、おいしそうだなと思って見てただけだって！」

　恋ヶ崎が料理を並べる間に俺は冷蔵庫からさっき購こう入にゆうしたシャンパンを取り出して、栓せんを開けた。

　やがてすべての料理がテーブルの上に並び、俺たちは向かい合って座る。

「それじゃ……メリークリスマス！」

　二人でグラスに注いだシャンパンで乾かん杯ぱいした。

「じゃ、ありがたく……いただきます」

　まずは、内心心臓をばくばくさせながら、一番不安な恋ヶ崎手作りのスープに手を伸のばす。

「……！　お、おいしい！」

　一口飲んで、びっくりした。

　美う味まい。レストランで出てきてもおかしくないレベルで美味い。

　これが本当に、あの恋ヶ崎が作った料理なのか……!?

「本当っ!?　よ、良かったぁ……」

　やっぱり!?　そうでしょ～～!?　なんて言ってくるのかとおもいきや、恋ヶ崎は俺の言葉に心底安心した様子でふにゃっと笑った。恋ヶ崎も、なんだかんだ言って少し不安だったのか……。

「お前、本当に北ほつ海かい道どうでちゃんと料理やってんだな……」

「だからさっきそう言ったじゃん！　ってか、いつまでも料理下手な彼女なんていやでしょ？」

　ってことはこいつ、俺のために料理の練習を……!?

　いや、勿論それだけじゃないだろうとは思うが、素す直なおに嬉うれしかった。

「そっ、そそ、そうだ……ねえ、一回やってみたかったことやってもいい？」

「え？　何だ？」

　そういうと恋ヶ崎は、その場から少しだけ腰こしを上げて……。

「あ……あーん」
















「えっ!?」

　恥はずかしそうに、スープをすくったスプーンを俺の方へ差し出してきたのである。

　突とつ然ぜんのことでびっくりして、なんだか俺まで照れてしまう。こいつ、普ふ段だん滅めつ多たにこういうことしてこないから、いきなりされると心臓に悪い。

　もう付き合って何年も経たつのに、今いま更さら何でこんなことで照れるのか自分でも分からない。

　佐さ倉くらさんに学園祭でされたときは全く何も思わなかったんだがな……。

「……」

　とりあえず、口を開けてスプーンからスープを飲んだ。

「……えへへっ」

　その様子を見て、恋ヶ崎は恥ずかしそうに笑って満足げに着席する。なんだこいつ、可愛かわいすぎかよ!?

　つーか、何だよこれ。

　恋ヶ崎に料理を作ってもらって、あーんしてもらって……。

　これじゃまるで、新しん婚こんみたいじゃないか!?

　今日から元がん旦たんまでの九日間、これが毎日続くのか……。幸せすぎて、俺は就活どころじゃなくなってしまうんじゃないだろうか？

　いやいやいや、それは一番駄だ目めだ。むしろ、恋ヶ崎との幸せな生活を糧かてにして、今以上に頑がん張ばらなければ……。




　それからチキンや他ほかの料理を食べ終えて、デザートにブッシュ・ド・ノエルを食べ始める。

　外に豪ごう華かな料理を食べに行くよりも、こういうクリスマスの過ごし方の方が一層幸せを感じられるような気がした。

「……で、恋ヶ崎」

　一通り食事を終えて落ち着いたところで、いよいよ気になっていたことを聞いてみることにする。

「え？」

「悩なやんでるって、何があったんだよ？」

「……！」

　恋ヶ崎がラインで言っていた、今悩んでいるということ。

「あ、ああ……その話」

「今日会うまで聞くの我が慢まんしてたんだよ」

　本当は会ってすぐに聞きたかったが、ゆっくり話ができる機会を待っていた。

「いや、さ……あたしの小説のデビュー作、売れてないって言ったじゃん？」

　恋ヶ崎は今までの様子から一転して、少し深刻な顔で話し出す。

「……！　あ、ああ」

「今のままだと、小説だけで食べていくの難しくて。二作目以降でヒット出せれば話は違うんだけど、今のところ送ったプロット全部通らなくて、二作目出せる自信なくなってきてさ……。小説は一回休んで、就活した方がいいのかなあって。今更なんだけどさ」

　恋ヶ崎は苦く笑しようしながら少し辛つらそうに現状を俺に話した。

　思っていたより恋ヶ崎の悩みは深刻だった。まさか、小説を一いつ旦たんやめることまで考えていたとは。

　俺から見たら、恋ヶ崎は夢を叶かなえて何もかもうまくいっているように思えていたのに。

「で、でも、せっかく夢叶えてデビューできたのに、まだ諦あきらめる必要ないんじゃないか？　就活はいつだってできるけど、小説出せるチャンスは今しかないだろ？　デビューできたんだから、二作目だって書けるって」

「うん……でも、デビュー作って結局美み咲さきの恋れん愛あいの話をちょっと脚きやく色しよくして書かせてもらっただけだからさ。そういうのがないと結局だめなのかも。あたし、才能ないのかも……」

「……！　そ、そんなことないって！　今までにお前が考えて書いて投とう稿こうした小説だって、賞には落選しちまったけど面おも白しろかったし」

「…………」

「それに、前に編集部でバイトしてたとき、デビュー作は出版しやすいけど、二作目以降はどうしてもハードルが上がるって聞いたことあるし。お前だけじゃなくて、他の作家だってそうなんだって！」

「そ、そうなの……？」

「ああ！」

「……そっか。なんか、ありがと。ちょっと元気出た」

「恋ヶ崎……」

「ってか、せっかく会えたのに暗い雰ふん囲い気きになっちゃったね！　はい、もう、この話はこれで終わり！」

　恋ヶ崎がそう言うので、一度この話はここで一区切りつけることとなった。

　恋ヶ崎も、俺が知らないところで悩んで苦しんでいたんだ……。

　将来のことで行き詰づまって思い悩んでいたのは、俺だけじゃなかった。







「あ、そうだ……これ」

　ケーキを食べ終えてから、俺はキャリーケースの中から袋ふくろを取り出して恋ヶ崎に渡わたした。

「え？　こ、これ、何？」

「まあ、クリスマスプレゼント的な……」

　ソファーに座る恋ヶ崎の隣となりに俺も腰を下ろす。

「え、えぇっ!?　だって事前に、今回は金銭的に大変だろうからプレゼント交こう換かんはやめよう、ってあんたが言ってたのに……」

「今回はお前に東京に来てもらって金銭的な負担かけちまったからな。それに、手料理っていう最高のクリスマスプレゼントもらったし」

「ちょ、何さらっとこっぱずかしいこと言ってんの!?」

「う、うるせえな。人がせっかく……いいから早く開けて見ろよ」

「……う、うん」

　恋ヶ崎は戸と惑まどいながらも袋から俺の渡したプレゼントを取り出して、包装紙を開ける。




「え……こ、これ……」




　恋ヶ崎は、俺からのプレゼントを見て呆ぼう然ぜんとしている。

　それは、ペアリングだった。

　勿論、すごく高級なものなどではない。だけど一応、恋ヶ崎が好きなブランドのものだ。

　大学一年の時、二人で行った夏祭りの帰り、金銭的に余よ裕ゆうがなかった俺は恋ヶ崎におもちゃみたいに安物の指輪をプレゼントして、それでも恋ヶ崎は涙なみだを流して喜んでくれた。

　あのときから、ずっと心に決めていた。いつか恋ヶ崎に、きちんとした指輪をプレゼントしたいと。

　だけどその後も、恋ヶ崎に会いに行く金やらなんやらで常に金欠気味だった俺は、なかなか指輪を買う金を貯ためられずにいた。

　そんな中、少しずつバイト代を貯めていって、三年経たって先月までのバイト代でなんとか買える金額が貯まったのだ。──ちなみに、ペアリング代とはまた別に、ある考えがあって貯金をしていたりもするのだが。

「う、噓うそっ……マジで!?　なんか、超ちようびっくり……信じらんない」

　恋ヶ崎は酷ひどく驚おどろいた様子で指輪を見つめる。その目には、既すでに涙が溜たまっていた。

「や、やだな……びっくりしすぎて涙出てきちゃった……」

「恋ヶ崎……」

「は、はめてみていい？」

「ああ、勿もち論ろん！」

「あんたもはめてみてよ」

「うん、そうだな」

　俺たちはそれぞれ、左手の薬指に指輪をはめた。

「すごい……この指輪、めっちゃ可愛かわいい。あんた、あたしの好みなんで分かるの？」

「そ、そうか？　なら良かったけど……」

　恋ヶ崎が三年前に欲ほしがっていた指輪と同じブランドのものを購こう入にゆうしたおかげで、恋ヶ崎の好みにぴったり合ったようで良かった。

「ありがとう、柏田……。本当に……大好き」

「……！」

　恋ヶ崎は涙を流しながら、幸せそうな表情でまっすぐに俺の目を見た。

　その言葉と眼まな差ざしで心臓が止まるかと思った。

「あたし、北海道で一人で小説のこと思い悩んで、あんたにも会えないし、どんどん勝手に一人でテンション落ちてたんだけどさ……今回思い切って会いに来てほんとに良かった。何があっても、あたしには……あんたがいるって思える。そう思うだけで、今までの悩みなんてちっぽけに思えちゃう」

「こ、恋ヶ崎……」

　恋ヶ崎は俺の方に身体からだを近づけて、ぎゅっと俺を抱だきしめた。

　恋ヶ崎が愛いとしくてたまらなくなって、俺も恋ヶ崎の身体を抱きしめ返す。

　こんな風に一いつ緒しよに暮らして、恋ヶ崎の体温をそばで感じることができて……。

　なんだかこうしてると、まるで……。

「こうしてると、なんか……本当に結けつ婚こんしたみたい」

「……っ！」

　恋ヶ崎の言葉に、なぜか恥ずかしくなって顔が熱くなってくる。

「って、やだあたし何言ってんの!?　もう、忘れて！」

　言った恋ヶ崎の方も、真っ赤になって笑ってごまかそうとしている。

「いや……お、俺も……そう思ってた」

「……！」

「恋ヶ崎……俺も、好きだ。大好きだ」

　俺の言葉を聞いて、恋ヶ崎は頰ほおを赤らめてうっとりとした表情で、まだ涙ぐんでいる瞳ひとみをそっと閉じた。

　俺はその唇くちびるにキスをする。




　恋ヶ崎の悩みを、俺がどうにかしてやることはできない。

　だけど、こうして恋ヶ崎を元気づけてやることならできる。

　夢を叶えられたと思っていた恋ヶ崎も、こうして日々思い悩んでいたんだ。

　俺も、今以上に頑張らなければ、と改めて思う。




　もうこのまま本当に結婚して、ここでずっと二人で暮らしていたい。

　こんな日々がずっと続けばいいのに、と心から思った。




　早く恋ヶ崎と一緒になりたい。

　ずっと恋ヶ崎の傍そばにいたい。恋ヶ崎のためにも傍にいてやりたい。

　だけどそのためには、今の俺じゃ駄だ目めなんだ。

　こんな情けない俺じゃ、今の恋ヶ崎に釣つり合っていない。

　早く一人前になって、恋ヶ崎の親父おやじさんにも認めてもらえるようにならないと……。



















　もどかしさ、悔くやしさ、恋ヶ崎のことを愛しいと思う気持ち、いろんな気持ちが自分の中に渦うず巻まいて、その日はあまり眠ねむれなかった。







　　　３







「……っ！」

　翌日。

　目が覚めると、恋こいヶが崎さきの顔が目の前にあってドキッとしてしまう。

　長い睫まつげを伏ふせて、ピンク色の唇で小さく寝ね息いきを立てている。

　そ、そうか……俺たち昨日から、ウィークリーマンションで一緒に住んでるんだった。

「ん……あ、柏かしわ田だ。おはよ」

　恋ヶ崎が目を開けて、俺の顔を見て嬉うれしそうな表情になる。

「あ、ああ……おはよう」

　二人で同じベッドで一緒に起きて……なんだか、本当に同どう棲せいしてるみたいだな。

「……？　な、何じろじろ見てんの。寝起きの顔あんま見ないで！」

　恋ヶ崎はかあっと赤くなって俺から顔を背そむけ、そのままベッドを下りた。




　この日は、二人でどこかに出かけようと話している日だった。




「ねえ、一次通ったあんたの本命の出版社『カトカワ』って、二次面接いつなんだっけ？」

　朝食を食べながら、恋ヶ崎が俺に尋たずねる。

「正月明けの四日だよ」

「へえ～。どんな面接なのかって大体分かってんの？」

「ああ、ネットで就活情報サイトとか掲けい示じ板ばんとか調べて、一次募ぼ集しゆうのときの情報は大体分かった。二次面接、三次面接、最終面接まであって、面接は全部私服面接らしい」

　ネットでその情報を見たとき、少しびびってしまった。どんな服を着ていけばいいか分からない。

「へぇ～！　どんな服着てくかもう決まってんの？」

「いや、まだ……」

「今からもう考えといた方がいいって！　じゃ、早さつ速そく今日面接用の服買いに行こっ！」

「え!?　い、いいのかよ……今日遊びに行くつもりだったのに」

「それよりあんたの将来の方が大事じゃん！」

「恋ヶ崎……」

「それに、一緒に服買いに行くの楽しいしね♪」

　やっぱりこいつって、どこまでも頼たよりになる彼女なんだよな。

「じゃあ、髪かみセットしてくる」

　俺が洗面台に移動していつも通り髪をセットしていると、なぜか鏡越ごしに恋ヶ崎が後ろに立っているのが見えた。

「……？　な、なんだよ？」

「ねえ、あんたって就活の時どうやって髪型セットしてんの？」

「え？　どうやってって、普ふ通つうにいつも通りだけど……」

「マジで!?　も～～、就活は就活用のセットにしなきゃだめじゃん！　ワックスで盛りまくるんじゃなくて、清潔感のあるナチュラルな感じにまとめるの！」

「えぇっ!?」

「ちょっとかがんで！」

　洗面台の前で恋ヶ崎に言われて、腰こしを屈かがめる。恋ヶ崎は自らの手にワックスをつけて俺の頭をいじくりだした。

「っていうかさあ、そもそも長すぎだからこの髪！　今日面接用の服買いに行くのと一緒に美容院も行こ！」

「え、マジで？」

　恋ヶ崎はぶつくさ文句を言いながらワックスで俺のヘアスタイルを整える。

「ちゃんとやり方見ててよ？」

「あ、ああ……。なんか……前にもこんなことあったよなあ。なんだっけ……あ、高一のとき、お前んちで眉まゆ毛げ整えてもらったんだ」

　あのときはまだそんなに仲良くもないのに二人きりの家に上げてくれて眉毛までセットしてくれて、すげえドキドキしたもんだった。懐なつかしいな……。

「え、何!?　ごめん、セットに夢中で聞いてなかった」

「うぉい！　だから！　高校のときお前に眉毛セットしてもらったなあ、って……」

「あー、そうだったね。……ってか、そう考えるとあんたって、変わったところは変わったけど、こういうとこほんっと昔のまんまだよね」

「え……？」

「就活だってのに遊びに行くみたいな髪型にセットしちゃう、そそっかしいとことか」

「……！　はは、ははは……」

「ま、出会った頃ころはセットも何もボサボサだったから、その頃に比べたらぜんぜん成長してんだけどさ。……ほら、できた！」

　恋ヶ崎に言われて、俺は鏡を見た。

　俺の髪は普ふ段だんの俺のセットよりもナチュラルで控ひかえめな感じにセットされていた。

「就活だったらこれくらいでいいの！」

「なるほど……」




　恋ヶ崎が強く言うので、急きゆう遽きよ予定を変へん更こうして、今日は面接用の私服を買いに行くプラスいつも俺が行っている原はら宿じゆくの美容院に行くことになった。

　まず美容院に電話をすると今からでも大だい丈じよう夫ぶだということで、すぐに向かうことにする。

「あたしもついてくから！」

「え？　あ、ああ……」

　なぜか俺より恋ヶ崎の方がやる気十分で、俺たちは一いつ緒しよにマンションを出た。




「お客様、今日はどのように致いたしますか？」

「数日後が就活の面接なんで、好印象に見えるようにさっぱりさせちゃって下さい！」

　美容院でカットの前に美容師に聞かれ、俺が答えるより前に恋ヶ崎が答えた。

「お、お前……」

「は、はい。かしこまりました」

「じゃああたし、どっかで時間潰つぶしてるね。終わったら連れん絡らくして！」

「あ、ああ……」

　恋ヶ崎はそう言って美容室を出ていく。

　なんであいつ、あんなにやる気マンマンなんだ？　面接するのは俺だってのに……。

「面おも白しろい彼女さんですね～」

「あ、あはは……」




　やがてカットが終わり、いつもよりも大分短くなった自分のヘアスタイルを見て若じやつ干かんの違い和わ感かんを覚える。

「いかがですか？」

「あ……は、はい、大丈夫です……」

　似合ってるんだか似合ってないんだか分からないが、こんなに短くするのは久しぶりでどうも落ち着かない。




　恋ヶ崎に連絡をとり、会計を終えてから美容室の前で恋ヶ崎と合流した。

「うん、いいじゃんいいじゃん！　かなり短いけど、就活にはこんくらいの方が好印象だって！」

「そ、そうか……」

　恋ヶ崎に褒ほめられると、そうかもしれないな、なんて気持ちになってくるから不思議だ。

「じゃ、この後新しん宿じゆくに移動するよ！」

「え、なんで新宿!?」

「だから、面接用の私服買いに」

「俺、いつも私服原宿で買ってるんだけど……」

　原宿の、比ひ較かく的てきいい感じの値段で買える決まった店二、三軒げんでいつも買い物は済ませている。

「ねえあんた、まさか私服面接も普ふ段だん着ぎで行こうとしてた？」

「え？　そうだけど……」

「も～～そんなんで第一希望の企き業ぎようの面接行こうとしてたなんて信じらんない！　うちのパパが最終面接に同席すること多くて、パパの会社も最近私服面接取り入れてるらしいんだけど、私服面接っていうのは私服とは言っても、シャツにジャケットとかフォーマル的な服装で臨のぞまなきゃいけないの！」

「えっ……ま、マジか……」

「さっきあんたが美容院行ってる間に調べたんだけど、とりあえず新宿の伊い勢せ丹たんメンズ館だったらセミフォーマルな男性用の服売ってそうだから、そこに買いに行こ！」




　恋ヶ崎に言われるがまま、原宿の駅まで戻もどって山やまの手て線で新宿まで移動する。

「なんか……お前ってすげえな……」

「えぇ～？　あんたの詰つめが甘いだけでしょ」

　改めて、恋ヶ崎に尊敬の念を抱いだきつつ、感謝せずにはいられなかった。







　新宿駅にたどり着き、東口を出て伊勢丹メンズ館まで歩いた。建物の存在は知っていたが、売っているものが高いイメージがあったので、実際に行くのは初めてだった。

　建物にたどり着き、エレベーターで四階まで上がる。

「うん、想像通りいい感じ～！」

　あまりに高級感あふれるお洒落しやれな空間に俺が怖おじ気けづいていると、恋ヶ崎は何の躊躇ためらいもなくフロアに足を進める。

　やべ、一体いくらするんだろう。ぶっちゃけ、恋ヶ崎へのプレゼントもあったし、それ以外にも目的があって貯金してるから、あんまり金使えないんだけど……。

「どのような商品をお探しですか？」

　服を見始めた恋ヶ崎に、早速店員が声をかけてきた。垢あか抜ぬけたスーツで決めているイケメン店員に、俺は益ます々ます怯おびえてしまう。普段ほとんどデパートで買い物なんてしないからな……。

「今度こっちが就活で私服面接があるので、フォーマルな感じの服を買いに来たんですけど……」

　恋ヶ崎が俺の背中を押して店員の前に突つき出しながら説明する。

「そうでしたか～！　それではジャケットはこちらなんかいかがでしょう？」

「ああ、いいですね～！　他ほかの色もあります？」

「はい、少々お待ちください」

　俺が何も言えずにいる間に、恋ヶ崎と店員の間でどんどん話が進み、ジャケット、シャツ、パンツ、果ては靴くつまで一式揃そろってしまった。

「おい恋ヶ崎、俺こんなに買う金ないぞ!?」

「とりあえず、一回全部試着してみなよ！　気に入ったやつだけ買えばいいじゃん」

　店員に聞こえないようにコソコソと話し合う。恋ヶ崎がそう言うので、恋ヶ崎と店員に薦すすめられるがままに高そうな服一式を試着することになった。




「お客様、お似合いです～！」

「えー、いいじゃんいいじゃん！　それで面接行ったらもう八十パー受かったようなもんだよ！」

　試着室から出てきた俺を見て、恋ヶ崎は煽おだてているんだか本気なんだか分からないが目を輝かがやかせて調子よく褒めちぎってくる。

　確かに、全身鏡を見るといつもの俺よりずっときっちりしているように見えた。

「うおっ……」

　そこで初めて値札を見て驚おどろく。ジャケットだけでこの値段だったら一式で一体いくらなんだよ……!?

　何にせよ、当然今の俺には買える金などない。貯金はあるが、崩くずしたくないし……。

　やっぱり恋ヶ崎の言うとおり、ジャケットだけ買う、とかにするか。シャツは似たようなの持ってるし……。でも靴はビジネスシューズ以外でフォーマルでいい感じの靴なんてないよなあ……。

「と、とりあえず、もう少し考えてもいいですかね……」

「かしこまりました～！」

　店員に苦笑いでそう告げて、俺は再び試着室に戻り、さっきまで着ていた服に着き替かえる。

　着替えを終えて試着室を出ると、なぜか試着室の前に恋ヶ崎と店員の姿がなかった。

「ありがとうございました～！」

「えっ……!?」

　次の瞬しゆん間かん、レジで恋ヶ崎が何かを買っているのが目に入った。大きな紙かみ袋ぶくろを渡わたされている。

「お、お前……それ……!?」

　慌あわてて近くに行き、尋たずねる。

「はい！　これ、あたしからのクリスマスプレゼントってことで！」

「えぇえっ!?」

　驚きよう愕がくのあまり店の中で大声を上げてしまった。

「な、何言ってんだよ!?　さすがにもらえねえって！」

「なんでよ。あたしまだあんたにクリスマスプレゼントあげてなかったんだから、ちょうどいいでしょ」

「いや別に、今回は来てもらったんだからいらないって……つーか、あんな金額のもんこんな簡単にもらえねえって！　お前、今後の生活大丈夫なんか!?」

「うん。デビュー作の賞金とか印税とか入ったから」

　そっか、こいつなにげに小説家デビューして金持ちなんだよな。

「いや、そうは言ってもなあ……」

「いいから受け取ってよ！　あたしも、あんたに与あたえてもらうばっかりじゃなくて、あんたの役に立ちたいんだもん……」

　恋ヶ崎が少し寂さびしそうな顔で言う。

「恋ヶ崎……」

　恋ヶ崎の俺のために何かをしたい、という気持ちが素す直なおに嬉うれしかった。

「ああ、分かった！　じゃあ、お前の気持ちありがたく受け取るぞ！」

「うんっ！　プレゼントしたからには、絶対に面接受かってよね!?」

「……ああ！」




　恋ヶ崎の気持ちが、本当に嬉しかった。

　恋ヶ崎がいてくれて良かった。恋ヶ崎が協力してくれなかったら、俺はまた大きな間ま違ちがいをおかして本命企業の就活にも失敗していたのではないだろうか。

　どこまで頼たよりになるんだろう、俺の彼女は……。




　単純に就活で助けてもらえることに関してだけじゃない。

　俺には恋ヶ崎がいるって思うと、心強いしいくらでも頑がん張ばれる気がしてくる。俺は一人じゃないんだ、って思える。




　美容院と買い物を終えた俺たちは、夕食を食べるために二人で新宿のレストランを見て回った。

　昨日でクリスマスイヴという一大イベントを終えたものの、今日もクリスマスには違ちがいないので、軽く食事して酒を飲んで帰ろうということになったのだ。

　しかし、クリスマス当日に予約なしで新宿の店に入ろうとしたのが無む謀ぼうだった。どこも予約でいっぱいで、五軒けん目でやっと入ることができた。




「ねえ、本命のカトカワって、ラノベとか漫まん画がとかで有名な出版社なんだよね？」

　向かい合って食事をしながら、恋ヶ崎が俺に尋ねる。

「ああ、そうだな。だから入社したいってのが一番大きいかも」

「あんたの好きな作品も出してるの？」

「ああ、勿もち論ろん！　カトカワの作品で好きなのは一番有名どころだと『エヴァンゲオリン』とか、あとはとにかくラノベが強くて『これソン』とか『生徒会の一声』とか『ハルヒ』とか、も～挙げきれないほど好きな作品あるな！　もうカトカワの作品で俺のオタクとしての血や肉が作られてるって言ってもおかしくないくらいで……」

　そこまで語って、はっとする。

　好きな作品を聞かれたので思わず熱く語ってしまった。

「？　どうしたの？」

　突とつ然ぜん言葉を止めた俺に恋ヶ崎がきょとんとしている。

「あ、いや……俺ってこういうところがガチオタなんだよなあ……って思ってさ。面接でも、こういうオタク特有の空気が読めないところが出て落ちてんのかもなあ、って」

　リア充じゆうとか言われるようになったって、俺がオタクであること、そしてオタクっぽいことは変わっていない。そういう自覚はあるし、そういう面に劣れつ等とう感かんを抱いていることも事実だ。当然オタクであることは恥はずかしくなど思っていないが、オタクっぽさがにじみ出ているところは恥ずかしいし直したい。

「いや、でもあんたの本命の『カトカワ』がラノベとか漫画に強い出版社なら、むしろオタクっぽい方が有利じゃない？」

「え……？　オタクの方が有利……？」

「うん！　『カトカワ』に限らず、オタク系のコンテンツの会社ならオタクの方が採用される率高いと思うけど？　本当にその会社のこと好きだとかその会社に勤めたいって気持ちも伝わるし、そもそもオタクの方が業界のこと分かってるわけだし」

「…………」

　俺は就活中、むしろオタクっぽさを隠かくさなければ、という意識がどこかにあった。

　どうしても、ガチなオタクだってバレたら採用してもらえなくなるんじゃないだろうか、と思っていた。

　だからオタクとは関係ない企き業ぎようを受けるときは絶対にオタクを隠していたし、オタク系の企業を受けるときはアニメなどが好きだということは伝えつつも、なるべく爽さわやかに、ガチオタではない感を出そうと頑張っていた。

「でもさ、いくらオタクコンテンツの会社でも『ガチオタはちょっとなあ』って思ってるんじゃないのか？　なんだかんだいってライトオタクとか一いつ般ぱん人を求めてるんじゃないか？」

「それは、あんたがガチオタだってことを恥ずかしいと思ってるからそう思うんじゃない？」

「……っ！」

　恋ヶ崎の言葉が、俺の胸に刺ささった。

「オタク系の会社だったらむしろ、オタク趣しゆ味みに熱ければ熱いほど好印象でしょ。むしろ、オタクじゃない人が内定欲ほしさにオタクだって偽ぎ装そうしてる方が印象悪いんじゃん？　そりゃあある程度コミュ力とかは必要だろうけどさ、それはまた別の話だし」

「……そ、そう……なのか？」

「そりゃーそうでしょ。あたしが企業側の人だったらそう思うよ？」

　恋ヶ崎の言葉は目から鱗うろこだった。

「そ、そっか……。確かに、そうかも……」

　本当にその通りだ、と恋ヶ崎の話すべてに納なつ得とくした。

「……よし！　カトカワの面接ではキモいって思われるくらいガチオタアピールしてやる！　そんでもって、俺のラノベや漫画に対する情熱を全力で伝える！」

「そうそう！　絶対その方がいいって！」




　結局就活でも俺、恋ヶ崎に面めん倒どうみてもらいっぱなしだな。

　髪かみ型がたもスーツも、それに、面接のことまで……。

　こいつって、やっぱりすげえよ。いつも俺が成長できるときには、こいつの力を借りてるような気がする。

　友達のときも、恋こい人びと同士になってからも、恋ヶ崎のパワーに助けられてばっかりだ。

　俺ばっかり恋ヶ崎に頼りっぱなしで情けない。

　俺自身ももっと恋ヶ崎の役に立ちたいが、一体どうしたらいいのだろう……。







　　　４







「今日は、何なん時じからだっけ？」

「ああ、十二時に直接二に階かい堂どうさんのマンションで待ち合わせ」




　翌日。

　今日は、日中から漫研のみんなで忘年会をすることになっていた。

　すでに卒業している二階堂さんが広いマンションで一人暮らしをしているので、そこの一室に今の漫研部員とＯＢ、それに漫研に深く関かかわりのあるムラサキさんや小豆あずきちゃんを呼んで、昼間っから酒を飲んで騒さわぐという素晴らしい忘年会である。

　ちなみに、恋こいヶが崎さきを連れて行ってもいいかというのは漫研のみんなに確かく認にん済みだ。







　ウィークリーマンションを早めに出て、恋ヶ崎と二人で近くのカフェのモーニングメニューで朝食を取る。

「先せん輩ぱいたち全員揃そろうの久しぶりかもな」

　たまに飲み会に呼ぶことはあるし、この間の学園祭にもちらほら遊びに来てくれたが、先輩たちが全員揃うのは一年ぶりくらいで、楽しみだった。

「あたし会うの超ちよう久しぶりだから緊きん張ちようするな～。そういえば二階堂さんって、今何してるの？」

「ああ、結局就職浪ろう人にんして公務員試験受けて、今区役所で働いてるよ」

「えっ、そうなんだ!?　二階堂さん頭いいもんね～」

　そういえば二階堂さんも、三年前は就活がうまくいかないってよく嘆なげいてたんだっけ。俺は彼女ほど頭の出来がいいわけではないので、浪人しても公務員試験なんて受かる気がしない。何が何でも卒業前に就職を決めなければ。




　朝食を食べ終えてから、二階堂さんの住むマンションの最も寄より駅である恵え比び寿す駅へと向かう。

　二階堂さんのマンションに行くのは初めてだが、地図と行き方を事前に送ってくれていたので、恋ヶ崎と共に地図を見ながらたどり着いた。




「想像はしてたけど、すげえ高級マンションだな……」

　いかにも値段が高そうなマンションを前に、思わず呟つぶやいた。

　二階堂さんは実家が金持ちだ。家が持ってるマンションに住んでると聞いていたので、高級マンションなのだろうとは思っていたが、想像以上だった。

「月げつ９くに出てきそ～」

「って、お前が前住んでたマンションもこんなんだっただろ!?」

　恋ヶ崎に突つっ込みつつ、事前に聞いていた部屋番号のボタンを押して二階堂さんに挨あい拶さつをして自動ドアを開けてもらい、エレベーターで二十五階まで上がった。




「柏かしわ田だ君に恋ヶ崎さん、久しぶりねー！」

　インターフォンを押すと、二階堂さんが玄げん関かんの扉とびらを開けて俺たちを出で迎むかえてくれた。

「二階堂さん、お久しぶりです！」

「お久しぶりです！　今日はありがとうございます！」

「さ、上がって」

「はい、お邪じや魔まします」

　久しぶりに会う二階堂さんは、なんだか以前より物もの腰ごし柔やわらかくなっているように感じる。

　大学にいたときは常に就活でピリピリしてたし、卒業してから飲み会で会ったときは試験のための勉強で疲つかれてそうだったからな……。

　二階堂さんは俺たちをリビングへと案内した。

　恋ヶ崎の北ほつ海かい道どうのマンションを彷ほう彿ふつとさせる程ほど、テレビに出てくるような広くてお洒落しやれな室内になんだかそわそわしてしまう。

　リビングには既すでに岩いわ本もとさん、近こん藤どうさん、佐さ藤とうさんが来ていた。

「おーっ柏田！」

「お久しぶりです！」

　俺は先輩たちに挨拶をしてから、恋ヶ崎と途と中ちゆうで買った酒と軽くつまめるものを二階堂さんに渡わたす。

「なんか恋ヶ崎さん、少し見ないうちに雰ふん囲い気き変わったわね～。あ、小説家デビューおめでとう！　読ませてもらったわよ」

「えぇっ!?　あ、ありがとうございます！　それもこれも、二階堂さんに同人誌に誘さそって頂いたのがきっかけでしたから、二階堂さんにひたすら感謝ですよ！」

　二階堂さんと恋ヶ崎は久々に会ったというのに既に楽しげに会話を始めていた。いつも思うけど、女子同士ってすごいよなあ……。

「お邪魔しまーす」

　それから、小豆ちゃん、ムラサキさん、長は谷せ川がわが一いつ緒しよにやってきた。

　それぞれ二階堂さんや先輩たちに挨拶してから、俺や恋ヶ崎にも声をかける。

「柏田君、桃ももちゃん久しぶりーっ！」

「お二人とも、お久しぶりです♪」

「桃さん、少し見ないうちに大人っぽくなったわね」

「小豆ちゃん、ムラサキさん、翠みどりちゃん！　みんな、久々に会えて嬉うれしいよ～っ！」

　その後、佐さ倉くらさん、後こう輩はいである三年の青あお野の、一年女子三人もやってきて、今日の参加者が全員揃った。

「わわっ！　あのお二人も柏田さんの友達なんすか!?」

　小豆ちゃんやムラサキさんを見た後輩の青野が、俺にこそこそと声をかけてくる。

「え？　まあ……」

「なんで柏田さんの周りには可愛かわいい女性ばっかなんすか!?　マジぱねーっす！　ちょっと紹しよう介かいして下さいよ！」

「えー、めんどくさいな」

「なっ!?　酷ひどいんすけど～っ！」

　俺たちがこそこそと話していると、

「柏田君、彼女さん、お疲れさまーっ！」

　佐倉さんが満面の笑えみで俺に声をかけてきた。恋ヶ崎にも声をかけてきたので思わずびっくりする。

　佐倉さんと恋ヶ崎が対面するのって、なんだかんだかなり久しぶりだなあ……。

「佐倉さん、久しぶりだね～。彼氏できたぁ？」

「!?」

　恋ヶ崎も満面の笑みで佐倉さんに言葉を返すが、笑顔も声もやたらと刺とげ々とげしい。おいおいおい……。

「え？　できてないよー？　だってうちは四年間柏田君一筋だし～？」

「!?」

「ちょ、まだそんなこと言って……!?」

「あ、え、えっと、ほら二人とも！　もう乾かん杯ぱいするみたいだからテーブル行こう!?」

　佐倉さんの冗じよう談だんなんだか本気なんだか分からない言葉にドキッとしつつも、その場を宥なだめるために二人に移動を促うながす。

「も～柏田君、またそうやってすぐスルーするんだからー！」

　佐倉さんは不満げに頰ほおを膨ふくらませたが、そう言われてもスルー以外の対応方法が俺には分からない……。




　全員揃ったので乾杯しようという流れになり、みんなでテーブルを囲んだ。テーブルに並ぶ人数分のグラスにシャンパンが注つがれる。

　一年のうちは、こういう飲み会でも酒を飲まないようにしてることがあったけど、二は十た歳ちを超こえてからは俺も俺と同い年の他ほかの子も普ふ通つうに酒を飲むようになった。

　ちなみに、前から片へん鱗りんはあったが、恋ヶ崎と小豆ちゃんは割とすぐ酔よっぱらうしちょっと酒さけ癖ぐせが悪い。

「じゃ、柏田音おん頭ど宜よろしく！」

　岩本さんがそう言って笑顔で俺の肩かたを叩たたいたので、驚おどろいた。

「え、俺!?　いや、岩本さんにお任せしますって！」

「何言ってんだよ、現会長はお前だろ」

「柏田～、早くしろ～」

　他の先輩たちからもブーイングが起こる。仕方なく覚かく悟ごを決めた。

「えー、じゃ、じゃあ……その、今日は久々に現漫まん研けんと卒業生の皆みなさんで集まることができまして……」

「そういうのいいから早くしろ！」

「い、一年間お疲れ様でした！　かんぱーい！」

「かんぱーい！」

　俺のグダグダな音頭で乾杯し、宴えん会かいが始まる。




　二階堂さんの手料理や、他の女子が作って持ってきてくれた料理、各部員が持ち寄った軽食やつまみを食しながら、オタク話やそれぞれの近きん況きよう報告など、色んな話に花を咲さかせる。

「柏田君、その後就活はどう？」

　ちょうど隣となりにいる小豆ちゃんが無む邪じや気きにそんな質問をしてきた。

「…………ふっ」

　小豆ちゃんの言葉に、思わず遠い目になる俺。

「って、急に明後日あさつての方向見て笑わないで!?」

　俺にとって今一番触ふれて欲しくない話題に即行触れてくるなんて、さすが小豆ちゃんだ……。

「就活うまくいってないんですね、柏田さん……可哀かわい想そう」

　ムラサキさんが同情の眼まな差ざしで俺を見た。

「同情するなら内定下さい！　ムラサキさん、出版社にコネとかないですか!?」

「ちょ、柏田あんたねえ……どんだけ他力本願なわけっ!?」

　俺のなりふり構わない様子に恋ヶ崎が突っ込んだ。

「そうですねえ、一漫画家の私には、特にそういったコネとかはないですねえ……」

「そ、そうですよね……」

「小豆ちゃんは、就活どう？」

　恋ヶ崎が小豆ちゃんに尋たずねる。

　小豆ちゃんも俺と同様に、まだ就職先が決まっておらず就活苦戦組だった。俺の周りで進路が決まってないのは俺の他には小豆ちゃんだけだったので、勝手に親近感を抱いだいていた。……のだが。

「あ、う、うん……柏田君がまだ決まってないみたいだから言いにくかったんだけど、実はついこの間、第一志望のゲーム会社から内定もらって……」

「えぇっ!?　マ、マジで!?」

　マジかよ!?　ついに小豆ちゃんまで就職決まったのか……。しかも、第一志望だと!?

「すごーいっ！　小豆ちゃん、おめでとーっ！」

「おめでとうございます、小豆さん♪　確か、第一志望は大手乙女おとめゲームの会社でしたっけ？」

「はい、そうです。一次募ぼ集しゆうで落ちたからもう諦あきらめてたんですけど、未練がましくチェックしてたら二次募集が出て、ダメもとで受けたら内定もらえて……」

「そうだったの……本当に良かったわね。おめでとう、小豆さん」

　恋ヶ崎とムラサキさんに続いて、長谷川も笑顔で小豆ちゃんに言葉をかける。

「そ、そっか……。小豆ちゃん、おめでとう」

　焦あせりでいっぱいになったが、なるべくそんな気持ちを隠かくしてお祝いの言葉をかけた。

　小豆ちゃん、頑がん張ばってたもんな。そうか、第一志望のゲーム会社に……。

「みんな、ありがとう！　真ま彩あやちゃんは、もう就職決まってるの？」

　向かいの席にいる佐倉さんに小豆ちゃんは声をかける。何度か漫研の集まりに来ているうちに、小豆ちゃんと佐倉さんは同じ腐ふ女じよ子し仲間としてすっかり仲良くなっていた。

「うん！　うちもアニメイトに決まってるよ！」

「そうなんだ！　アニメイトか～！」

「うちのサークルのオタク関連会社への就職率すごいな～」

　そこでいつの間にか俺たちの近くにいた岩本さんが俺たちの会話を聞いていたようで、言葉を挟はさむ。

　そういう岩本さんは、一年就職浪ろう人にんした末にちゃっかり大手のゲーム会社のプログラマーになっていた。

「翠ちゃんは大分早い段階で先生になること決まってたし、桃ちゃんは小説家デビューしてるし……」

　小豆ちゃんはそこまで言ってから、俺を見てハッとする。

「…………」

「だ、大だい丈じよう夫ぶだって柏田君！　まだ四ヶ月もあるしさっ！」

「はは、ははは……」

「それにしても、不思議ですねえ……。柏田さんのような人に好かれやすい方でしたら、内定の十や百、簡単にもぎ取れそうですのに……」

「内定百っておかしいですよ!?　いや、俺全然人に好かれやすくなんかないですって……」

「はいはーい！　女子全員こっち来てー！」

　そこで二階堂さんが突とつ然ぜん手を挙げてみんなに向かって呼びかけた。

　二階堂さん、このテンションの高さからして、既すでにやや酔っぱらっているようだな。

「アレ、やるわよー」

「はーい！」

　二階堂さんの言葉に、なぜか恋ヶ崎以外の女子全員が素す直なおに返事をした。

「？」

「あ、恋ヶ崎さんもこっち来て」

「え？　は、はい……」

　戸と惑まどっている恋ヶ崎に二階堂さんが声をかける。

　恋ヶ崎を含ふくめた女子全員が二階堂さんの言葉にぞろぞろとリビングを出ていく。

　途と端たんに男だらけのむさ苦しい空間になってしまった。

「アレ？　って、何だ？」

「なんなんっすかねー。ってか、柏田さんの周りには可愛い女の子たくさん集まっててすげえっすね！　俺もあやかりたいっす！」

「え!?　いや、昔からの友達ってだけだから！」

　青野や先せん輩ぱいたちと会話を交かわしながら料理や酒を進めていると、やがてリビングに向かってくる多数の足音が聞こえてきた。

「おまたせ～っ！」

「…………っ!?」

　扉とびらを開けて戻もどってきた二階堂さんと他の女子たちの姿を見て、俺たちは思わず言葉を失った。

　みんなで揃そろって見事に、ミニスカサンタのコスプレ姿に着き替かえてきたのである。

「お、おおぉ～……」

　驚きと喜びで男性陣じんから感かん嘆たんの声が上がる。

「もうクリスマスは一日過ぎちゃったけど、どうしても着たくてさ～！　うちが提案したらみんなノッてくれたんだ～♪」

　佐倉さんが得意げにピースをした。

「ヒュ～ッ！」

「佐倉さん、最高！」

　佐倉さんグッジョブすぎんだろ！

　よく見ると、同じミニスカサンタの衣い装しようでもそれぞれ微び妙みようにデザインが違ちがう。女の子たちは各々個性的で似合っているデザインの衣装を身につけていた。
















「びっくりした～。二階堂さんが急きゆう遽きよ貸してくれてさ」

　恋ヶ崎は胸むな元もとに大きなリボンとケープがついていて、お腹なかが少し出ているという可愛かわいらしいデザインのサンタコスプレ姿で恥はずかしそうに笑う。

「お、おう……」

　めちゃくちゃ似合っていて可愛くて、ベタ褒ぼめしたい気分だったが、さすがにみんなのいる前でそんなことをする度胸はない。

　みんなすげえ似合ってるけど、やっぱり恋ヶ崎が一番と思ってしまうのは、彼氏の欲よく目めって奴やつなんだろう。

「よーし、そんじゃ女の子たちの可愛いサンタコスプレにかんぱーい！」

　岩本さんによるわけの分からない音頭で、本日二回目の乾かん杯ぱいが行われた。男連中は明らかにさっきまでよりもテンションが上がっている。……まあ、俺も含めてなんだが。

「あ、そうだ。今日布教したいアニメがあったらＢＤ持ってくるように、って言ってあったわよね？　隣の部屋シアタールームになってるから、持ってきた人いたら観たい人で観ていいわ」

　確かに事前に二階堂さんからライングループで、そのような通達は出ていた。だが俺は就活でそれどころじゃなかったので、特に何も持ってこなかったのだが。

「はいはーい！　うちおせ松さん全巻持ってきた──っ！」

　佐倉さんが元気よく手を挙げた。

　佐倉さんは一年の夏コミ前に腐女子だってことが部員みんなにバレて以降、開き直って完全にオープンな腐女子になった。

　おせ松さんか……あかりがハマってるから結構観てるんだよなあ。普ふ通つうに下ネタ満まん載さいのギャグアニメって感じだったが、あれが腐女子の間で爆ばく発はつ的てきに人気があるってのが俺にとっては不思議だ。

「え、真彩ちゃんもおせ松さんハマってるの!?　わたしもすっごいハマってる！　ハマりすぎて同人活動始めちゃったくらいだよ！」

「えぇ、ほんとー!?　小豆ちゃんの推おし松は!?」

「わたしは市いち松まつ推しだよー！　真彩ちゃんは!?」

　途端にすごいハイテンションで語り出す腐女子二人。

「おせ松さん、すごい流は行やってるよね～。うちの妹が観てるから俺も観てるよ」

「私も観てますよ♪　特に好きなキャラはいませんが、面おも白しろいですよねぇ」

「私は途と中ちゆうまで観ていたのだけれど、そんなにハマれなくて……」

　俺とムラサキさんと長谷川がその会話にのる中、話に入れずポカンとしている奴が一人。

「おせ松さん……って何？　あの昔のマンガの？」

「……!?」

　恋ヶ崎のセリフに、一いつ瞬しゆんその場が静まりかえる。

「桃ちゃん、知らないのっ!?　こんだけ今大流行してる旬しゆんジャンルを！」

「え？　そ、そうなの？」

「そうだよ！　腐女子だけじゃなくて男性とかオタクじゃない女の子も観てるっていうのに！」

「そ、そうだったんだ……。あたしそういえば、最近はドラマと深夜バラエティくらいしかテレビって観てないかも……」

　そういえば、確かにその通りだ。最近恋ヶ崎は全然アニメを観ていない。

　それだけではなく、ゲームもやってないし漫まん画がも読んでない。

　大学と執しつ筆ぴつ活動の二足のわらじで忙いそがしいってのもあるが、本人曰いわく、北海道では周りに全くオタクがいないので、オタク文化から遠のいているらしい。

　まあ俺と恋ヶ崎はオタク文化だけで繫つながっているわけではないので、少し寂さびしく思いつつも、まあいいか、くらいに俺は思っていた。

「そうなの～～っ!?　それは大変！　わたし、今日たくさんアニメのＢＤ持ってきたから、桃ちゃんがハマれそうなアニメその中から見つけだそ～っ！」

　小豆ちゃんが少しショックを受けた様子で言う。

「ほんと？　うん、ありがと！」




　それから女子全員と男子の俺を含めた何人かは隣となりのシアタールームへと酒を持って移動した。

　これが個人の家にあるってどういうことだよ……と思ってしまうほど二階堂さんちのシアタールームはスクリーンが大きく立派だった。

「もぉ～～～っ、この回の市松が最っ高に可愛くてね！」

「わかるぅー！　この回の市松とカル松まつの絡からみやばくないっ!?」

　酒が入っているせいでいつも以上にハイテンションになっている小豆ちゃんと佐倉さんは、周りの目も気にせずに熱く萌もえを語りまくっていた。

「あははっははは！」

　恋ヶ崎もアニメを観てところどころ笑っていた。

「よーし、じゃあ次は『ハイキョー！』みよう！」

　他ほかにも大きなスクリーンで観たいアニメのＢＤを持ってきた部員はいたようだったが、いつも以上にテンションの高い小豆ちゃんや佐倉さんの腐女子パワーに勝てなかったのか、その日は二人が持ってきたＢＤの上映会となった。

　その後も二人が持ってきたスポーツものや男子アイドルものなど、女子人気の高い作品を観続けた。

「あはっはははは！」

「…………」

「あ、あたしこのキャラ好きかも！」

　恋ヶ崎はそれらを見て、時に笑ったり、真しん剣けんに見入ったり、終始楽しげに鑑かん賞しようしていた。







　一通りアニメを見てシアタールームを出たところで、

「あ、あの……柏田さん！　彼女さんって、どの方ですか……？」

　一年女子の小お野の田ださんが、俺に声をかけてきた。まだあまり話したことがないので、声をかけられてびっくりした。

「え!?　あ、こいつだけど……」

　俺は近くにいた恋ヶ崎の腕うでをぐいっと引っ張る。

「え!?　な、何!?」

　突然引っ張られて不ふ機き嫌げんそうな声を出す恋ヶ崎。

「あ、あのっ……私、柏田さんの後こう輩はいの小野田と申します！　恋れん情じよう桃もも嘉か先生の『今夜十時にライブハウスで』読ませて頂きましてっ……すごく面白くて！」

「……えっ!?」

　小野田さんに突然そんなことを言われて、恋ヶ崎はびっくりして何も言えなくなっている。驚おどろいたのは俺も同じだった。

　恋情桃嘉というのは恋ヶ崎がプロの作家デビューしてからのペンネームであり、『今夜十時にライブハウスで』というのは恋ヶ崎のデビュー作のタイトルだ。

「突然すみません。青野さんに、柏田さんの彼女さんが作家さんだって聞いて……私も将来小説家になりたいなって思ってたからすごく興味があって、青野さんに聞いて勝手に読ませて頂いたんです。そしたらすっごく面白くて……。ドラマ化して欲しいなって思ったくらいで！」

　小野田さんは賢けん明めいな様子で早口で恋ヶ崎に向かって語った。小野田さんが恋ヶ崎の小説を読んでいたなんて、全然知らなかった。

「えぇえっ!?　マ、マジで……!?　いや、な、なんかそんな風に言ってもらえるなんて、信じらんないな……」

　恋ヶ崎は耳まで真っ赤になって動どう揺ようしている。きっと内心、めちゃくちゃ嬉うれしいんだろうと思った。

「それで、もし良かったらなんですけど……サイン頂けませんか!?」

　小野田さんは恋ヶ崎のデビュー作の単行本とマジックを差し出す。

「えぇ!?　あ、あたしなんかのサインで良ければいくらでも……！」

「ほんとですか!?　ありがとうございます！」

　小野田さんは深々と頭を下げて礼を言った。恋ヶ崎は小野田さんから単行本とマジックを受け取って、表紙をめくったところにサラサラとサインを書く。だがよく見ると、その手は小さく震ふるえていた。

「読んでくれた人の目の前でサイン書いたのなんて初めてだったから、めっちゃ緊きん張ちようしちゃった……。はい、どうぞ」

「ありがとうございます！」

「こっちこそ……ありがとね。目の前でこんなにあたしの本について語ってもらえたのなんて初めてだったから、めっちゃ嬉しかった」

　恋ヶ崎は小野田さんに笑え顔がおを向けて、右手を取って握あく手しゆをした。小野田さんは感激している様子だ。




「じゃ、お疲つかれさまでしたー」

「二階堂さん、ありがとうございました！」

「今後みんなで集まるのは……花見とかですかね？」

「あ、それいいなー！」

　やがて夜も更ふけてきたので、みんなで手分けして片づけをして、終電前にはみんな帰るように二階堂さんの家を後にした。

「小豆ちゃん、それに佐倉さんも……今日はありがとね！　どのアニメもほんと面おも白しろかった！　アニメ見たの本当に久し振ぶりだったな～」

「べ、別にうちは……自分の好きな作品をみんなに布教したかっただけだよ！」

「楽しんでもらえて良かったよー！　桃ちゃんがオタク上がるなんて悲しすぎるもん！」

　話しているうちに恵比寿駅にたどり着く。

「柏田ー、男連中でこの後オールするかって話出てるけど……」

　解散する前に、岩本さんが俺に声をかけてきた。

「マジすか!?　いいなー！　あ、でも……」

「お前は、彼女がわざわざ北海道から来てくれてんだから無理だよな」

「そうっすね、すみません」

「えぇーっ!?」

　俺たちがそんな会話をしている中、女子は女子で何やら騒さわがしい声が聞こえてくる。

「じゃあ今、桃ちゃんと柏田君、同どう棲せいしてるのっ!?」

「小豆ちゃん、シーッ！　ど、同棲なんてそんなもんじゃないって……」

　恋ヶ崎が小豆ちゃんの言葉に真っ赤になって動揺しているのが見えた。

「…………」

　佐倉さんがぶすっとして恋ヶ崎を睨にらみつけている。

　別に隠かくすようなことじゃないけど、なんかみんなにバレるとこっぱずかしいというか気まずいというか……。

「ハッ！　柏田なんて爆ばく発はつしろ！」

「そーだそーだ！　さっさと帰れ！」

　小豆ちゃんの言葉は男性陣じんにもバッチリ聞こえていて、途と端たんに男性陣からの俺への当たりが強くなる。

「じゃ、じゃあ……失礼しまーす」

「今日はあたしまでありがとうございました」

「おう、気をつけてなー！」

「二人とも、またね～！」

　そこでみんなと別れて、俺と恋ヶ崎は改札の中へと入った。




「あ～楽しかった！」

　電車の中で吊つり革かわに摑つかまりながら、ほろ酔よい気味の恋ヶ崎が言う。今日はそこまで酔っぱらってないみたいだな。

「ああ、楽しかったな」

「小豆ちゃんたちに最近のアニメ見せてもらって、めっちゃ面白かったな～！　やっぱアニメって面白いなあ、って久々に思い出した感じ。それに、最近オタクの人ともあんた以外とは関かかわってなかったから、今日はオタクの人がいっぱいで楽しかった。あんた見てても思うけど、やっぱりオタクの人ってさ、一いつ般ぱん人より自分の好きなものに一いつ生しよう懸けん命めいで、熱くて、なんかいいよね」

「え？　そ、そうか？　俺は逆に最近オタクとしか関わってないからよく分かんねえけど」

「そうだって！　一般人ってさ、趣しゆ味みとか無趣味って人とか多いし、あんまり何かに夢中になったりもしないし、話しててあんまり刺し激げきがないっていうか。あ、もちろん一般人でも何かに一生懸命な人はいるとは思うんだけど、あたしの周りにはあんまりいなくて。だから今日、改めてオタクの人ってなんかいいな～って思った」

「ふ、ふーん……」

　恋ヶ崎が昔よりも大分一般人寄りになってしまったことを寂しく思っていたが、恋ヶ崎自身はそんな風に感じていたのか。

　最初は『オタクキモい！』とか騒いでいた恋ヶ崎が、今やここまで言うようになるなんて……。あのときから考えたら本当に信じられない。

　オタクに対しての恋ヶ崎の好意的な言葉が聞けて、内心嬉しくなった俺だった。




　話しているうちにウィークリーマンションにたどり着き、俺たちは中に上がり込む。

　コートを脱ぬいで、リビングのソファーに座ってくつろいだ。

「それにしても、あんな風に目の前で面白かったですって言ってもらえて、めっちゃ嬉しかったな～。大学でもサイン下さいとかって言ってもらえたことはあるけど、熱く感想語ってもらえたのは初めて」

　恋ヶ崎が嬉しそうに話すのを見て、今日忘年会に連れて行って本当に良かった、と思った。

「少しは今後も小説書く気になったか？」

「うーん……そうだね、前よりは小説に対して前向きな気持ちになれたかも」

　恋ヶ崎のセリフに嬉しく思う。

　この調子で、もっと恋ヶ崎を元気づけて、どうにかしてまた小説を書く気を起こしてやることはできないだろうか。

　そう考えて、俺はあることを思いついた。

「あっ、そういえば……今日小豆ちゃん、同人活動始めたって言ってたよな」

「ああ、言ってたねー！」

「確か、冬コミも出るとか……」

　おせ松さんにハマりすぎて同人活動を始めて、今年の冬コミにも出ると言っていたのだ。

「確か一日目って言ってたから、明後日あさつてだな。恋ヶ崎、一いつ緒しよに行ってみないか？」

「！　うん、行ってみたい！　コミフェスなんてここ何年か行ってないから久々に行きたい！」




　こうして俺たちは二日後、冬コミに行くことが決まった。

　これで恋ヶ崎の心境に変化が訪おとずれるといいのだが……。







　　　５







　二日後。

「ねえ、本当に出るのこの時間でいいの!?」

　朝の十時。

　俺たちはマンションを出るために支し度たくしていた。

「今までの夏コミとか冬コミは、信じらんないくらい早く出てたじゃん！」

「今日は特に買いたいものもないし、小豆あずきちゃんのサークルに挨あい拶さつしに行くだけなんだからこの時間でいいんだよ。むしろ、あんまり早く行くと小豆ちゃんも忙いそがしいだろうから迷めい惑わくだろうし」

「ふーん、そういうもんなんだ……」




　ＪＲ線とゆりかもめを乗り継ついで、午前十一時過ぎくらいに東京ビッグサイトに到とう着ちやくした。

「さすがにこの時間だと朝よりは比ひ較かく的てき落ち着いてるな～」

「ビッグサイト来たの久しぶり～っ！」

　昨日送ってもらった小豆ちゃんのスペースナンバーを確かく認にんして、そこへ向かった。




「小豆ちゃん、ムラサキさん、お疲れ様～っ！」

「あ、桃ももちゃんに柏かしわ田だ君！　来てくれてありがとーっ！」

　サークルスペースには、珍めずらしくコスプレせずに私服で参加している小豆ちゃんとムラサキさんの姿があった。今回はムラサキさんが売り子をすると聞いていた。

「今日はコスプレしてないんだね、珍しい」

「だって、わたしが市いち松まつ君のコスプレなんて絶対似合うわけないし！　似合わないのに好きなキャラのコスプレなんてしたくないんだもん！」

「な、なるほど……そういうものなんだ」

「どう？　売れ行きの方は」

　机の上に平積みになっている同人誌を見ながら尋たずねる。机の上にある分は、もう残り五冊程度になっていた。

「それがね！　初参加なのに残り五冊まで売れたんだよ～！　このままいけば今日一日で完売しそう！　すっごく嬉うれしい！」

「えぇっ!?　そうなの!?　小豆ちゃんそんな才能まであったんだ!?」

「いやいや～、わたしが好きになったのが今一番人気のあるジャンルの一番人気のあるカップリングで、尚なお且かつ公式の絵が割と単純な絵だから、絵があんまり上う手まくなくても売れてくれてさ～！　ほんとにありがたいよぉ……」

「いえいえ、小豆さんの同人誌とても素す晴ばらしかったですよ。このまま活動を続ければ人気サークルになること間ま違ちがいなしです！」

「そ、そんな……。でも、自分が描かいたものがこうやって色んな人に買ってもらえるって、すごく嬉しいねえ……。サークル参加初めてだから、なんかもう感動しちゃって……」

「……！」

　小豆ちゃんが嬉しそうにうっとり語る様子を見て、恋こいヶが崎さきははっとした表情をしている。

「そう……だよね。初めてサークル参加したときって、めっちゃ感動するよね……」

　恋ヶ崎は笑え顔がおになって、呟つぶやいた。まるで、自分自身にも言い聞かせるかのように。

「……あっ、小豆ちゃんの本、あたしも一冊買いたいな～！」

「ああ、俺も欲ほしい！」

「……っ！」

　恋ヶ崎と俺の言葉に、それまで笑顔だった小豆ちゃんが突とつ然ぜん固まった。

「え、えっと、せっかく遊びに来てくれたから本当は一冊あげたいところなんだけど……二人のために中は見ない方がいいかなっ！　わたしはいいんだけど二人に強きよう烈れつなトラウマを植え付けたら申し訳ないし……」

「え……」

　言われて、本の表紙に目を落とす。

　そこには『Ｒ18』の文字があった。

　マジか。

「えぇっ!?　これ、エロいやつなのっ!?　『おせ松さん』の同人誌なのに!?　『おせ松さん』ってこの間二に階かい堂どうさんの家で見せてもらったギャグアニメだよね!?　あれでＢＬでエロってどういうこと!?　え、え!?」

「桃ちゃん……世の中には知らなくてもいいことがあるんだよ……」

　そこで、俺たちの横に女性の一般参加者がやってきて、小豆ちゃんの同人誌を手に取った。

「あ、とりあえず俺たちうろついてるから、また終わったら連れん絡らく取り合おう！」

　邪じや魔まになってしまうと思い、小豆ちゃんにそう言った。

「うん、了りよう解かい！」

「それではまた～♪」




　小豆ちゃんのスペースを離はなれた俺たちは、少し気になるジャンルを軽く見て回った後、ビッグサイトの通路の端はしにある椅い子すに腰こしを下ろして休んだ。

「どうだ？　恋ヶ崎、久しぶりのコミフェスは」

「……さっきね、小豆ちゃんの話聞いてたら、自分が初めてサークル参加したときのこと思い出したの」

「……！」

　恋ヶ崎が、初めてサークル参加したとき……。

　忘れもしない、高校一年の秋。少女漫まん画がの二次創作小説本を作って、池いけ袋ぶくろのサンシャインクリエイト祭という同人誌即そく売ばい会かいに出た。

　途と中ちゆうまで全然売れなくて、恋ヶ崎は目に見えて落ち込んでたけど、女性の一いつ般ぱん参加者が『この漫画大好きで、同人誌見つけられて嬉しい』って買って行ってくれたんだ。

　あのときの恋ヶ崎の喜びようは、今でもはっきりと覚えている。

「小豆ちゃん、自分の描いた本が買ってもらえることが嬉しい、って言ってた。あたし、初めてサークル参加したとき、二階堂さん以外であたしの本買ってくれたのは一人だったけど、それでも……すっごく嬉しかった」

「うん……」

　俺は今日、小説のことで悩なやんでいる恋ヶ崎に初めてサークル参加したときのことを思い出して欲しくて、コミフェスへ行こうと誘さそった。

「今じゃ、もっとたくさんの人があたしの本を読んでくれてる。それだけですごいことなんだよね」

「ああ。そしてお前は、今以上にたくさんの人に本を読んでもらえる可能性を持ってる。だって、もうプロの作家なんだから」

「……！　うん。あたし、やっぱり物語が書きたい。もっとたくさんの人に、あたしが書いた本を読んでもらいたい！」

「そうだよ！　それでこそお前だよ！」

「だけど、二作目のプロット、色んな話を編集さんに送ったけど、どれも没になっちゃって……もう何を送ったらいいか分かんなくなってて」

「……お前が一番書きたい話を書いたらいいんじゃないのか？」

「え……？　あたしが書きたい話？」

「ああ。何が受けるとかじゃなくて、お前が書きやすくて、書きたいと思う話。お前が好きなものの話。ほら、たとえば……オタクの恋れん愛あいをテーマにした話とかさ」

「……！　オタク……」

「ここのところずっと考えてたんだ。恋ヶ崎がどういう話を書いたらいいのか。一素人しろうとの意見だから参考にできそうだったらしてくれればいいけどさ。一般の視点もオタクとしての視点も持ってるお前だったら、書けるんじゃないのか？　取材対象も周りにいっぱいいることだしさ」

「…………」

　恋ヶ崎は俺の言葉に、真しん剣けんに考え始める。

「確かにあたし、ここ二日間で久しぶりにオタク文化に触ふれて、オタクって楽しいな、って、オタクの人たちって魅み力りよく的だな、って思った。それに、今あたしが一番好きなものって……」

　恋ヶ崎は少し恥はずかしそうに俺の目を見た。

「え……!?」

　つまりそれって……。

「……と、とにかく！　それだったら書けそう。オタク男子と付き合う女の子の話？　自分の体験を基もとに書けるし！　あ～、なんかこれだったらどんどん書けそうなネタあるし、書いてみたいことたくさんあるかもっ！　オタクの人たちに取材もしたいな～！」

　恋ヶ崎はテンション高く語った。

　その様子を見て、恋ヶ崎が小説を書くことに前向きになってくれたとはっきり分かり、嬉しくなった。

　やっぱり俺は恋ヶ崎に小説を書いて欲しい。好きなことをして欲しい。







「そうと決まったら、取材も兼かねて、他ほかにどっか見たいとこあるか？」

「うーん……あっ、コスプレ広場見に行きたいかな～！」

　人混みに流されながらも、俺たちはビッグサイト入り口付近のコスプレ広場まで移動した。

「うわー、すごい人！」

　コスプレ広場には一層人が密集していた。

　覚かく悟ごを決めて人ごみに飛び込む。

「寒いのにみんな頑がん張ばるなあ……」

　この真冬の寒い時期だというのに、ミニスカートやノースリーブ、果ては水着レベルの露ろ出しゆつ度どの衣い装しようを着ているコスプレイヤーもいて、感心してしまう。

「ってあんた、露出レイヤーばっか見てんじゃないの!?」

「んなっ!?　別に見たくて見てるわけじゃないけど目に飛び込んでくるんだから仕方ないだろ！」

「って、何素直に認めてんのよっ!?」

　そんな会話をしながらも思わずコスプレイヤーの姿を目の端で追ってしまう俺。

　やっぱりまだまだ『船これ』のコスプレが多いんだな～。スク水みたいな衣装のレイヤーもいるし。

「……ん？」

　そんな中、なんだか見覚えのある気がする顔を見つけて、思わず足を止めた。

「え、何？　どうしたの？　いきなり止まると後ろ詰つまるんですけど！」

「あれ、佐さ倉くらさん？」

「え……あっ、ほんとだ！」

　佐倉さんが、『船これ』のコスプレをして、カメラ小こ僧ぞうに囲まれていた。

　半はん袖そでセーラー服にブルマ姿という、他の露出レイヤーに負けず劣おとらずなコスプレ姿である。

「えっ……あ、柏田君!?」

　俺たちが近くへ行くと、佐倉さんは俺に気づき声をかけてきた。

「あっ、ごめんなさーい、友達が来たのでそろそろこの辺でいいですかー？」

　佐倉さんが撮さつ影えい中のカメラ小僧たちに向かってそう言うと、カメラ小僧たちは捌はけていく。

「えっ、なんかごめん、撮影中だったのに。良かったの？」

「うん！　むしろ、カメラマンが途と切ぎれなくてもう寒いし困ってたんだ～！　助かっちゃった！　ちょっと屋内に入って話さない？」

「え！　あ、俺はいいんだけど……」

　恋ヶ崎の方にちらっと視線を向けると、恋ヶ崎はジト目で俺たちを見ていた。

「あっごめーん！　彼女さんもいたんだね～!?　全然気づかなかったー！」

　佐倉さんがわざとらしいくらいの調子で言うので、俺はひどく焦あせった。

「いいよ。とりあえず屋内入っか。あたしもちょうど今日佐倉さんと話したかったし！」

　恋ヶ崎の言葉にますます焦る俺。佐倉さんと話したかった？　一体どういうつもりなんだ？

　この二人、まさか冬コミ中に喧けん嘩かなんかおっぱじめたりしないよなあ!?




　室内に入り、邪魔にならないよう壁かべ際ぎわに寄って俺たちは話し始める。

「い、いやあ～、相変わらず人気レイヤーなんだね、佐倉さん」

　佐倉さんのブルマから伸のびる白い太ももが眩まぶしくて、思わず目のやり場に困ってしまう。

　佐倉さんは人気ＢＬ同人作家であると共に、コスプレイヤーとしても人気みたいだからなあ……。

「全然だよ～！　それにしても、まさか冬コミで柏田君と彼女さんに偶ぐう然ぜん会うなんて、すっごいびっくり～！　彼女さんって、あんまりオタクじゃなかったんじゃなかったっけ？」

「オ、オタクだよ！　最近ちょっと忙いそがしくて漫画とかアニメとかから離れてたってだけで！」

　佐倉さんの言葉に、恋ヶ崎が負けじと言い返す。

「で、彼女さんがうちに聞きたいことって何かなー？」

　佐倉さんが怖こわいくらい満面の笑えみで恋ヶ崎に尋たずねる。それは俺も気になっていた。

「うん、あのさ……今色んなオタクの人のオタク事情を聞こうとしてて。佐倉さんがオタクになったきっかけとか、今一番ハマってるものとか、オタクとしての夢とか目標とか……そういうのあったら聞きたいな、って」

「……！」

　恋ヶ崎、早さつ速そく佐倉さんに小説の取材しようとしてるのか。どこまでも仕事熱心な奴やつだな。

「え、えー？　そんなこと、うちに聞いてどうするのー？」

「あたし今、オタクをネタにした恋愛小説書こうとしてるの。それで、一人でも多くのオタクの人の話聞きたくて。立ち話だしあんまり長く話してもらうのも悪いから、軽くでいいから教えてもらえたらありがたいなって」

「……！　そ、そうなんだぁ～」

　佐倉さんはうーん、と悩んでから、やがて話し始める。

「オタクになったきっかけは、ジャソプでやってた『ソボーン』かなあ。中学のとき友達に借りて読んでハマって……。今一番ハマってるのはおせ松さんでー、……」

　意外にも、佐倉さんは真ま面じ目めに恋ヶ崎の質問に答えてくれた。恋ヶ崎が真しん摯しな様子で尋ねたから、真面目に答えようという気になってくれたのかもしれない。

「オタクとしての目標、かー。うーん、なんだろ……。昔は漫画家とか声優になりたいって思った時期もあったけど、今は仕事としてじゃなくて趣しゆ味みとして楽しむのが一番なんだろうなーって自分なりに納なつ得とくしたから就活して、就職してからも仕事は仕事、趣味は趣味で楽しめたらいいな～って思ってるよ。社会人になってからもコスプレとか同人活動とか続けるつもりだし」

　佐倉さん、意外と真面目に考えてるんだなあ……。

「あ、オタクとしての目標、強しいて一つあげるとしたら、趣味が合うオタクの彼氏ゲットしたいな～ってくらいかな！　柏田君みたいな！」

　佐倉さんは俺のことを指差してウィンクして見せた。

「さ、佐倉さ……またそんな……」

　思わず動どう揺ようしてしどろもどろになってしまう。

「なるほど、そっか……。うん」

　恋ヶ崎は佐倉さんの挑ちよう発はつ（？）をスルーして、真剣な様子でネタ帳にメモを取っている。

「ありがとう佐倉さん！　参考にさせてもらうね！」

「え、う、うん……別に」

　素す直なおに礼を言う恋ヶ崎に、佐倉さんは少し照れていた。

「じゃ、じゃあうち、もうコスプレ広場戻もどるね！　うちのこと捜さがしてるカメラマンさんもいるかもだしー！」

「あ、うん！　引き止めちゃってごめん」

　佐倉さんは俺たちに背を向けて出口に向かって歩き出したのだが、突とつ然ぜんぴたっと止まって振ふり向いた。

「あ……と、とりあえず、次の小説も頑張ってね？　デビュー作は、結構面おも白しろかったから」

「……えっ!?」

「!?」

　佐倉さんの言葉に、恋ヶ崎も俺も驚おどろいて何も言えなくなる。

　まさか、佐倉さんが恋ヶ崎の小説を読んでいたなんて……。

　佐倉さんは少し気き恥はずかしそうにそう言うと、またすぐに俺たちに背を向けて歩き始める。

「……っ、あ、ありがとう佐倉さん！　頑張るね！」

　その背中に向かって、恋ヶ崎は大声で叫さけぶ。佐倉さんは特に振り返ることなく、コスプレ広場へと戻っていった。

「まさか、佐倉さんがあたしの小説読んでくれてたなんて……。しかも、面白いって言ってくれるなんて……」

　恋ヶ崎は感動した様子で呆ぼう然ぜんとしていた。

「驚いたな……。でも、良かったな、恋ヶ崎」
















「うん！　なんだ、佐倉さんって、普ふ通つうにいい子なんだあ……」




「いや～……」

　コスプレ広場を見た後、自動販はん売ばい機きで温かい飲み物を買いながら、恋ヶ崎はため息をついた。

「やっぱり久々のコミフェスは疲つかれるだろ？」

「え!?　いや、疲れたは疲れたけど、オタクの人たちのエネルギーってマジですごいな、って久々に思い出した！」

「え？　エネルギー？」

「うん。だって朝早くから並んでさ、この時間になっても自分の好きなものゲットするために元気に動き回って……一いつ般ぱん人よりオタクの方が何倍も元気なんじゃない!?　それに、サークルスペース回ってるとさ、ああ～この人、本当にこの作品やキャラが好きなんだなー！　これが描かきたくて仕方ないんだな～！　っていうのが超ちよう伝わってくる！　それがＢＬだったりエロいものだったりしてもさ、なんかそういうの見てるとこっちまで幸せになるっていうか……」

「ま、マジか……。そんな風に思ったことなかったな……」

「あんたは、ずっと『オタク側』にいるからだよ、きっと。それが当たり前だったから。だけどそうでない人間から見たら、好きなものにここまで夢中になれるって、それだけで尊敬できることなんだよ？」

　恋ヶ崎の発言に、俺は少し驚いた。

　この間も思ったことだが、高一の頃ころ、エロいものに少し触ふれただけで「オタクキモい！」とか「信じらんない、最低！」とか喚わめいていたこいつが……まさかこんなことを言うようになるまで成長するだなんて、改めてすごいと思う。あの頃から考えたら、本当に信じられない。

　それも、こいつがオタク……俺や、小豆ちゃんや、ムラサキさんと関かかわってきて、いつしかそういう考えができるように変わったのだろうと思う。




　やがて、恒こう例れいの放送の後、拍はく手しゆが沸わき起こり、冬コミ終しゆう了りようの時間を迎むかえた。




　俺と恋ヶ崎が小豆ちゃんのスペースに戻ると、既すでにもう片付けを終えていた。

「小豆ちゃんムラサキさん、お疲れ様～！」

「どう？　完売した？」

「うん、無事完売したよー！　ほんと嬉うれしいーっ！　最後はペーパーだけ配ってたんだ～」

「おおー、おめでとう！」

「ではそろそろアフターに参りましょうか♪」

　近くのレストランに入ろうとしたのだが、どこも冬コミ参加者でいっぱいだったので、仕方なくゆりかもめで新しん橋ばし駅まで移動して、駅近くの居酒屋へと入った。




「じゃ、今日はお疲れ様～っ！」

「小豆ちゃん完売おめでとー！」

　俺と小豆ちゃんは生ビール、ムラサキさんはハイボール、恋ヶ崎はカクテルで乾かん杯ぱいして酒を飲んだ。

「いや～それにしても、皆みなさんとお酒が飲めるっていいですねえ♪　もう皆さん、法律的にお酒が飲める年ねん齢れいですもんね～♪」

「まあその前から間ま違ちがって飲んだりしてましたけどね……」

「でもお酒飲むようになって、ムラサキさんがいかにお酒に強いかってことがよく分かりましたよ！」

「あ、確かに！」

　みんなで飲んでるときも、ムラサキさんは強い酒を平気でガンガン飲み、酔よっ払ぱらうことはあれど酔いつぶれたところは一度も見たことがない。

「そういえばコスプレ広場で偶ぐう然ぜん佐倉さんと会ってさー」

「えぇー!?　すごい偶然！」

「船これのコスでカメラマンに囲まれてたよ」

「へえ～。あ、漫まん研けんって今年はサークル参加しないのー？」

「三日目にするみたいだよ。俺たち四年は自由参加だけど」

「ムラサキさんは今年はサークル参加しないんですか～？」

「したい気持ちはあったんですけど、今年も商業原げん稿こうの方が忙しくて……」

「ああ、今『妄もう想そう女子の高たか橋はしさん』、めっちゃ人気盛り上がってますもんね！」

　ムラサキさんは今、大手の月刊少年誌で『妄想女子の高橋さん』というラブコメ漫画を連れん載さい中だ。現在三巻まで発売しているのだが、かなり調子がいいようで連載誌でも書店でもよくプッシュされている。とても面白く、俺も小豆ちゃんも恋ヶ崎も読んでいる。

「わたしあれのコスプレしたいんですよねー！」

「いいなー！　あたしも久々にコスプレしたい！」

「じゃあみんなで合わせしようよ～！」

「皆さんで合わせしてもらえるなんて、原作者冥みよう利りにつきますよぉ～！」

　しばらくの間、酒とつまみを楽しみながら、そんな話題で盛り上がった。




「あ、そうだ！　今日あたし、どうしても二人に聞きたいことがあって……」

「聞きたいこと？」

「あら、なんでしょう？」

　恋ヶ崎の言葉に、小豆ちゃんとムラサキさんはきょとんとする。

「実はね……次の小説でオタクネタを扱あつかおうとしてて、色んなオタクの人に取材したいんだ。オタクになったきっかけとか、今ハマってるものとか、オタクとしての夢とか目標とか、なんでもいいから聞きたくて……」

　恋ヶ崎、小豆ちゃんとムラサキさんにも早速取材しようとしてるのか。オタクネタにやる気満々で俺としても嬉しい。

「へえー、次の小説オタクネタ扱うんだ!?」

「うん、オタク男子との恋れん愛あい、をテーマに書こうと思っててさ。まあ、まだ今日思いついただけだから、担当さんのオッケーが出るかどうか分かんないんだけど」

「面白そ～！　そういうことなら喜んで協力するよ！　まずわたしがオタクになったきっかけはー……」

　小豆ちゃんが恋ヶ崎のインタビューに答え、恋ヶ崎は真しん剣けんな様子でメモを取る。

「えっと、あとはオタクとしての夢、目標かあー。そうだなー、わたしは自分でゲームを作ってみたいって願望が前からあったから、乙女おとめゲームを作る会社にプランナーとして入れることになって、四月からその夢に近づけると思うと今からすっごく楽しみだなー！　今から既に作ってみたい乙女ゲームとかいくつか考えてて」

「そうなんだ！　いいなー、小豆ちゃんの作った乙女ゲームやってみたい！　そういうのって、いいよね！　自分の考えた企き画かくが外に出るって！」

　恋ヶ崎は目を輝かがやかせて小豆ちゃんの話を聞きながら、必死でメモを取った。

　自分で考えた企画がゲームになる、か……。確かにゲーム好きにとってはすごく魅み力りよく的だ。俺も憧あこがれる。

　やっぱり、そういう仕事がいいよなあ。自分の好きじゃない仕事について、それで頑がん張ばれる人はいいと思うけど、俺はきっとそうではない。やっぱり恋ヶ崎やムラサキさんや小豆ちゃんのように、自分の好きなことを仕事にしたい。

　そう考えると、やっぱり今受けている出版社の編集者の職につきたいと改めて思う。どうしてもあの会社の内定が欲ほしい。

「私のオタクとしての夢や目標は、そうですねえ……」

　俺が考え事をしている間に、気づけばムラサキさんへのインタビューに移っていた。

「やはりまずは、今連載している作品がアニメ化することでしょうか。自分の描いた作品がアニメ化するのは、漫画家デビューする前からの夢だったので……」

「おぉーっ、アニメ化！　いいですね～！　あたしも『妄想女子の高橋さん』アニメ化して欲しいっ！」

　自分が描いた作品のアニメ化、か……。確かに夢があって素す晴ばらしい。友達の描いた漫画がアニメ化したら俺も嬉しいし誇ほこらしい。

「なるほど～。うんうん……」

　恋ヶ崎は自分がとったメモを眺ながめて頷うなずいている。

「こんな回答で何か参考になったかなー？」

「少しでもネタになればいいんですけど、あまり面白みのない回答になってしまって……」

「いえ、とんでもない！　すっごく参考になりました！」




　やがて終電が近い時間になってきたので、俺たちは会計を済ませて店を出た。

「えっと……それじゃあ、次桃ちゃんに会えるのはまた暫しばらく先になっちゃうのかな？」

「東京にはいつまでいらっしゃるんですか？」

「年明けまでですね。一日には北ほつ海かい道どうに帰ろうと思ってて」

「今日お会いできてすごく嬉しかったです。残り少ない東京にいるお時間を満まん喫きつなさって下さいね！」

「今日はスペースまで来てくれてありがとねー！」

「うん、こっちこそありがとう二人とも！　じゃあ……良いお年を～！」

　新橋の駅に到とう着ちやくして、それぞれ挨あい拶さつを交かわして俺たちは解散した。

　そうか、もう年末だもんな。次に二人に会うのは、来年になるんだ。




「どうだった？　取材して」

　ホームから電車に乗り込んで、恋ヶ崎に尋たずねる。

「うん、めっちゃ参考になった！　あ、ねえ、参考までにさ、あんたのオタクとしての夢とか目標も教えてよ！」

「え、俺!?」

　俺自身の現在の目標は、就活で大手企き業ぎようの内定をもらうこと。そして……恋ヶ崎の親父おやじさんに認めてもらって、恋ヶ崎と一いつ緒しよになることだ。

　だが、オタクとしての夢や目標、となるとまた話は違ってくる。

　オタクとしての、夢……。

「今日お前や小豆ちゃんが話してるの聞いて思ったんだけど、俺も自分が製作に関わった商品が世に出たら嬉しいなって。例えば、今受けてる出版社でラノベを担当できたりしたらさ。そんでもって……その作品が人気作になって、多くの人に楽しんでもらえたり、心の支えとか、そういうもんになったりしたら、もっと嬉しいんじゃないかって思った」

　それは今日二人の会話を聞いていて、改めて思ったことだった。

「そっかあ……うん、そうだよね。そういうの、本当に最高だよね。あたしも、自分が書いた作品が読者の人にとってそういう存在になれたら、一番嬉しい」

　恋ヶ崎は鞄かばんからネタ帳を取り出して、パラパラと見返した。

「今日改めて思ったのは、オタクの人も、恋愛に、夢に、すごく頑張ってるんだなあってこと。当たり前のことなんだけどさ、みんな自分の夢を語ってるときはすっごく楽しそうで」

「……！」

「夢があるって、それだけですっごく素敵なことだよね。今日久々にコミフェスに行けて、初心を思い出すことができて……色んな人の話を聞けて、本当に良かった」

「そっか、なら良かった」







　その日の夜。

　恋ヶ崎はずっと机に向かっていた。

　先に寝ねていいよと言われたのでベッドに横になったものの、恋ヶ崎が隣となりに寝転んでくるのを心待ちにしていたのだが、恋ヶ崎は机に向かって熱心に作業を進め、結局俺が眠ねむりにつくまで恋ヶ崎が俺の隣にやってくることはなかった。







　翌朝。

「ん……」

　目覚めた俺の隣に、恋ヶ崎はいなかった。

　不思議に思って身体からだを起こすと、机に突つっ伏ぷしている恋ヶ崎の姿が目に入る。

「おいおいおい……」

　俺はベッドから立ち上がり、机まで移動した。恋ヶ崎は机の上で気持ちよさそうに寝息を立てている。

「おい、恋ヶ崎。何こんなとこで寝てんだよ」

　恋ヶ崎の身体を揺ゆさぶって起こすと、恋ヶ崎はうっすらと目を開ける。

「ん……あれえ、柏田？」

「お前、仕事してる最中に寝たんかよ」

「あ、そっかあたし、プロットの作業してて……あ、そう！　プロット、できたの！」

　恋ヶ崎は机の上に開きっぱなしになっているノートを見て、嬉うれしそうに言う。

「おお、マジか！」

　一体昨日、何時まで作業していたんだろう。

「これ、まずはあんたに読んで欲しくて！」

　恋ヶ崎はノートを俺に向かって差し出した。それを受け取る。

「辛から口くちでもいいから、なんでも意見ちょーだい！」

「あ、ああ！　分かった！」

　恋ヶ崎が俺の意見を頼たよってくれていることを嬉しく思いつつ、恋ヶ崎の書いたプロットに目を通した。




　それは、高校生になったばかりの女の子が主人公で、オタク男子に一目ぼれしてしまい、オタクについて知識を深めていく、という話だった。その後、オタクの女友達や、同人活動をしている年上の女性、またオタクである恋のライバルなんかも出現して、少しずつオタク男子との距きよ離りも縮まっていき……。

「ってこれ、完全に高校時代のお前の話じゃね!?」

「え、えへ、バレた？」

「バレた？　って、まんまじゃねえか！」

　高校時代の恋ヶ崎の話に、佐倉さんをモデルにしたかのようなオタサーの姫ひめ的な恋のライバルも出現しており、恋ヶ崎の高校時代＋大学時代を基もとにそれをアレンジしている感じであった。

　唯ただ一つ、大きく違うのは……。

　主人公の女の子が好きになる相手が、明らかに鈴すず木きではなく……俺をモデルにしてるっぽいところだ。

　とんだ勘かん違ちがいだったら死ぬほど恥はずかしいのだが、軽音楽部のモテモテなイケメンではなく、オタクの地味系男子、という設定になっている。その上、性格設定や好きなものの設定なども俺と酷こく似じしているのだ。

　どう見ても、俺をモデルにしたとしか思えない……。

　いや、ぶっちゃけ、恥ずかしいけどめちゃくちゃ嬉しくもあった。

　しかも、いちいち相手の男キャラに関しての設定が『地味だけどよく見るとかっこいい』『普ふ段だんは控ひかえめだけど、やるときはやる』『ヒロインがピンチのときは助けてくれる』『さりげなくモテる』とか書いてあって、これって恋ヶ崎が俺のことそんな風に思ってんのか？　なんて思えてきて、余計にニヤけそうになってしまう。

「ちょ、ちょっと柏田？　何固まってんのよ？　もう読み終わった？」

「え、あ、いや……」

　気づけば俺は、嬉しいやら恥ずかしいやらで少し顔が熱くなってぼーっとしていた。

「どうなのよ？　感想とか意見とか、遠えん慮りよなく何でも言ってよね！」

「ああ、えーっと、そうだな……ちょっと、もう一回読み返す」

　今度は自分の感情を挟はさまないようにして、自分が出版社の編集者になったつもりで、冷静に読み返した。

「……いや、うん、普ふ通つうにめっちゃ面おも白しろいと思う。身内の欲よく目めとか抜ぬきで。ぶっちゃけ、俺的には一作目より面白い」

「……！　ほ、ほんと!?」

「ああ！　えっと、細かいところを言うとだな、まずここ……」

　偉えらそうなのは承知で、俺は極きわめて冷静に、自分の感想を述べた。

　仮にも作家としてプロデビューしている恋ヶ崎にこんな風に偉そうに批評するなんてどうかとも思うが、本人が俺の意見を求めてくれているわけだから、少しでも恋ヶ崎の小説がよくなるために全力で俺も協力したい。

　こいつが俺の就活に、全力で協力してくれたように。

「うんうん」

　恋ヶ崎は懸けん命めいに俺の言ったことをメモしている。

「あくまで、一素人しろうとの意見な」

「でも、編集部でバイトしてたし、もしかしたら本当に編集部の正社員になれるかもしれないじゃん？　ってかやっぱりあんたって、編集者向いてると思うんだよね」

「！　は、はは……ああ、サンキュ」




　その日はほぼ丸一日、恋ヶ崎がプロットを修正して、俺が読んで意見を述べたり、参考になりそうなアニメを俺が登録しているアニメ配信サイトで見たりと、恋ヶ崎の小説のために費ついやした。




　　　　＊




　翌日は、恋ヶ崎が高校時代の友人である笹ささ川がわと雨あめ宮みやと遊びに行く予定になっていた。

　恋ヶ崎には「あんたも来れば」なんて言われたがさすがに遠慮して、とりあえず三人が会う予定の場所である渋しぶ谷やまで恋ヶ崎を送っていき、久しぶりに笹川と雨宮に顔だけでも合わせて帰ることにした。




「おぉーっ！　もーもー！　会いたかったーっ！」

「超ちよう久しぶり～～っ！」

「美み樹き！　瑞みず希き～っ！」

　待ち合わせ場所である渋谷の電車のオブジェの前で三人はキャーキャー騒さわいで抱だき合った。

「うわっ、柏田じゃん！　柏田に会うのもっと久々かも！」

「やばい超うける～っ！」

　笹川と雨宮は恋ヶ崎の近くにいる俺の姿にも気づき、顔を見るなり笑い出した。

「なんで顔見て爆ばく笑しようされなきゃなんねーんだよっ！」

　相変わらず失礼な奴やつらだ、全く……。

「なんか、桃もだけど柏田も……なんとなく雰ふん囲い気き変わったね～？」

「え……そ、そうか？」

「あ、分かるー。なんだろ、ちょっと大人っぽくなったっていうかー、オヤジくさくなった？」

「な!?」

　まだ二十二歳になったばかりだというのに、いくらなんでももうオヤジくさいっつーのはないんじゃねえか!?　雨宮の辛しん辣らつな言葉に傷つく。

「って、マジで凹へこまないでよ～！　冗じよう談だんだって冗談！」

　いや、今の確実に本気だっただろ……。

　凹んでいる俺を見て、恋ヶ崎も笹川と雨宮と一いつ緒しよになって楽しそうに笑っていた。

「でもさー、高校の頃ころは柏田と桃が付き合ったって聞いてぶっちゃけ、なんでだよ！　釣つり合ってねー！　って思ったけどさ」

「いやぶっちゃけすぎだろ!?　少しはオブラートに包めよ！」

「でも今こうやって並んでるとこ見ると……」

　俺の突っ込みスルーかよ！

　笹川は俺と恋ヶ崎の姿をまじまじと眺ながめる。

「なんだかんだ、結構違い和わ感かんないっていうか、案外しっくりくるんだよな～」

「……！」

　笹川の言葉に、少し驚おどろく。

　それって、俺と恋ヶ崎がお似合いになってきた……ってことなのか？

「いやそれ、二人が並んでるとこを見慣れてきたからってだけじゃない？」

「あー！　そうかもー！」

「なっ……!?」

　雨宮の言葉に、笹川はゲラゲラ笑って同調した。

　ぐっ、こいつら……。言いたい放題言ってくれやがって……。

　せっかく少しはいいこと言ってくれたのかと思ったら、とんでもなかったぜ……。




　これ以上いても延々と笑いのネタにされるだけだし、女子会なんだから邪じや魔ますんな帰れと思われてるかもしれないので、その辺で俺はお暇いとますることにした。




「じゃーな、柏田～！」

「ばいばーい」

　三人に挨あい拶さつをして別れ、一人電車に乗り込み、アキバに寄ってからマンションに帰った。




　　　　＊




　翌日は、大おお晦日みそかだった。

　夜からマンションを出て浅あさ草くさに年とし越こしそばを食べに行き、帰りに浅せん草そう寺じでお参りをした。

「年末にお参りするのって、なんか初めてだから不思議な感じ」

「そうなのか？　うちでは結構やるんだけどな」

　まだ時間が早いからか行列はできておらず、俺たちは並んで賽さい銭せんを入れてから鈴すずを鳴らし、手を合わせる。

『第一志望の企き業ぎようの内定がもらえますように』『恋ヶ崎の小説がうまくいきますように』『恋ヶ崎とずっと一緒にいられますように』

　欲よく張ばりにも三つ願い事を念じ、目を開けた。

　隣となりの恋ヶ崎は、俺以上に欲張りだったようで、まだ祈いのり続けていた。

　そんなに長い間、一体何を祈っているんだろうな。




「あ～さむぅ。でも、あんたと年越し一緒に過ごせるの何気に初めてだよねぇ～、……？　か、柏田？」

「……えっ!?　あ、ごめん、何？」

　毎年大晦日になると、どうしても思い出してしまうことがある。

　こいつと付き合う前、高校一年の頃の大晦日……。

　当時小豆ちゃんと付き合ってた俺は、小豆ちゃんの口から恋ヶ崎の気持ちを知らされて、思い悩なやんだ。

　悩んでも悩んでも答えが見つからなくて、どうしたらいいか分からなくて、苦しくて、よりによって大晦日に深夜の街を一人で走り回ったんだ。

　今思うと、なんであんなことしたんだろう、バカか俺は、と思う。夜の街を駆かけずり回るなんて、我ながらアニメや漫まん画がに影えい響きようされすぎなんじゃないかと。

　だけどあの頃の俺にとっては、どうしようもなかった。意味のないことだと分かっていても、自分の気持ちの整理をつけるためにそうするしかなかった。

　結局、どんなに走り回ったところで答えは出なかったのだが。

「ねえ柏田、何ぼーっとしてるの？　何、考えてた？」

「ああ、いや……高校の時のこと、思い出してた」

「……そっか。なんか久しぶりに、高校行ってみたいなぁ」

「え？」

「あたしは転校して以来行ってないからさ。今行ったらめっちゃ懐なつかしいんだろうな～」

「……。よし、行くか、藤ふじ見み高！」

「えっ!?」

「こっからそんなに遠くもないし、大晦日は一晩中電車動いてるから、帰れなくなることもないだろ！」

「マ、マジで!?」

「なんだよ、お前が行きたいって言ったんだろ。行きたくないのか？」

「……い、行きたい！」

「よし、じゃ早さつ速そく行こうぜ」

　俺たちは手をしっかりと握にぎりなおして、自分たちの母校へ向かうことにした。




「うわ～、マジこの駅の時点で懐かしすぎるんだけど！　転校してから一度もこの駅に降りてないしな～」

　藤見高校の最も寄より駅に到とう着ちやくした時点で、恋ヶ崎は興奮気味にはしゃいでいた。




　駅から歩いて数分、懐かしの母校の前に到着する。

「やば、めっちゃ懐かし～！　あーあ、卒業式とか、出たかったなあ……」

　恋ヶ崎は自分の母校を見て、感激した様子ではしゃいでいる。

「え……ちょ、ちょっと柏田!?　う……噓うそでしょ!?」

「大だい丈じよう夫ぶだって！　ほら、お前も早く！」

　俺は校庭のフェンスをよじ登り、藤見高校の校庭へと侵しん入にゆうした。正門から入ったら流石さすがにセ●ムかなんかが発動してしまうだろうが、こっちだったら大丈夫なんじゃないか？　と考えたのだ。

「も～～、マジで信じらんない！」

「ほら、恋ヶ崎！」

　俺はフェンスの上から恋ヶ崎に向かって手を差し伸のべる。

「…………」

　恋ヶ崎は少し恥はずかしそうに俺を見てから、フェンスを上り始めた。少し上って、俺の手を摑つかむ。

「……まあ、こういうのも、アニメとかドラマみたいで悪くないかも……」

「だろ!?」




　本当は校舎の中に入りたかったのだが、当然鍵かぎが掛かかっており、中に入ることはできなかった。

「そうだ、あそこ行かないか？」

「あそこって……？」

「ほら、俺たちが初めて会話した場所だよ！」

　俺は言いながら、強ごう引いんに恋ヶ崎の手を引いて歩き出す。




　俺が恋ヶ崎を連れてやってきたのは、体育館裏だった。

「やば～、めっちゃ懐かしい！　そうだよね、ここうちらにとって初めて喋しやべった記念の場所だよね～！」

　恋ヶ崎は当時を懐かしんでテンション高く話す。

「お前、俺の名前覚えてなかったけどな」

「え!?　あーもう、それはもう時効でいいじゃん！」

　この場所に来ると、初めて言葉を交かわした記き憶おくが鮮せん明めいに蘇よみがえる。








『Ｂ組の鈴木君って知ってる？』

『鈴木？　知らないけど……』

『ねぇ、鈴木君に確かめてみてくんない？』

『じ、自分で声かければいいじゃん……』

『鈴木君がオタクかどうか確かめてくんないんだったら、あんたが読んでた本の内容……クラス中の女子にバラすから！』

『くっ……わ、分かった……』

『あんた、話分かるじゃん！』

『その代わり、声かけたら絶対に隠かくし通してくれよ……』

『じゃ、よろしくね。えーっと……名前、なんだっけ？』

『柏田だよ！　同じクラスなのに名前も覚えてねーんか！』






「なんか、こうしてると……藤見に通ってたときに戻もどった気分」

「そうだな……」

「楽しかったなあ、藤見での高校生活……。勿もち論ろん、北海道に行ってからも楽しかったけどさ。こっちは、ほんと特別。小豆ちゃんがいて、美樹がいて、瑞希がいて、翠みどりちゃんがいて、鈴木君がいて、みんながいて……」

　恋ヶ崎は、ゆっくりと俺の顔を見た。

「それから……あんたがいた。あたしにとって……かけがえのない時間」

「恋ヶ崎……」

　恋ヶ崎は潤うるんだ瞳ひとみで、俺を見つめる。

「あたしは……あんたの彼女で、世界一幸せ……」




　恋ヶ崎は目を瞑つぶり、俺たちは深夜の藤見高校の体育館裏で、どちらからともなくキスをした。




　そのとき、どこか遠くから除じよ夜やの鐘が鳴るのが聞こえた。

　今、年が明けたんだ。

「えへへっ。あけましておめでとう、柏田」

　顔を離はなして、恋ヶ崎が少し恥ずかしそうに笑って言う。

「ああ、あけましておめでとう！」

「今年も宜よろしくね」

　俺たちは互たがいの愛を確かめるかのように、強く手を握り合った。




　　　　＊




　翌日。

　この日は、恋ヶ崎が北海道へ帰る日だった。




　俺たちは朝から荷物をまとめて、管理人に鍵を返し、一週間世話になったウィークリーマンションを後にした。

「もう東京の気温に慣れちゃったから、北海道帰って気温差に耐たえられるかなー!?　北海道に帰るの怖こわいな～」

「……あ、ああ」
















　恋ヶ崎は朝から、極きわめて明るい様子だった。




　一番近くにある小さな神社に軽く立ち寄って初はつ詣もうでをして、その後空港へ向かった。

　あっという間だった、恋ヶ崎との約一週間の『同どう棲せいごっこ』。

　朝起きても、出かけるときも、帰ってきても、恋ヶ崎とずっと一いつ緒しよにいられた日々。

　そんな幸せだった日々も、今日で終わりなのだ。

　この生活に慣れてしまって、恋ヶ崎がそばにいるのが当たり前になってしまって、これから恋ヶ崎とまた離ればなれに暮らさなければいけないというのに、この先耐えられるのだろうか。

「ちょっと柏田、なんか今日静かじゃない!?」

「いや、別に……」

　空港に到着して手続きを済ませ、俺たちは恋ヶ崎の飛行機が出る時間まで空港の椅い子すに座って話していた。

　確かに俺は今日、今日で恋ヶ崎と離ればなれになってしまうのだと思うとどうしても暗い気持ちになってしまっていた。

　今日が終わったらまた暫しばらく会えないのだと思うと、気が遠くなっていく。今まで恋ヶ崎と会えない日々、俺はどうやって耐えていたのだろう。それすら分からなくなった。

　恋ヶ崎と離ればなれになってしまうのに、就活頑がん張ばれるだろうか。

　そんな弱気なことすら考えてしまっていた。

　一方で恋ヶ崎は、特に暗くなっている様子もなく、明るく振ふる舞まっている。

「恋ヶ崎……東京にきてくれてありがとな」

　別れの日に辛しん気きくさくさせてはいけないと思い、俺はそんな自分の気持ちを必死に隠して、改めて恋ヶ崎に礼を言った。

　今回恋ヶ崎が東京に来てくれたおかげで、会うことができたんだ。

　恋ヶ崎が何も反応しないので、顔をのぞき込むと……。

「…………」

　呆ぼう然ぜんとした表情で、目に涙なみだを溜ためていた。

「こ、恋ヶ崎……」

　恋ヶ崎も、俺と同じくらい離れたくないと思ってくれていたんだ。だけど、必死で辛つらいのを我が慢まんして、明るく振る舞ってくれていたのだ。

　泣いている恋ヶ崎の頭に、そっと手を置いた。

　恋ヶ崎を宥なだめるように、頭をなるべく優やさしく撫なでる。

「恋ヶ崎……俺さ、お前とつき合えてすごく幸せで、リア充じゆうになれたと思ってた。けど、まだまだだった。これからお前を守るためには、もっと成長しなくちゃいけないって思った」

「……か、柏田」

「俺、頑張るから。お前にアドバイスしてもらったのを参考に、絶対第一志望の面接……受かってみせるから！　そしたら……ずっと一緒にいられる日が来るから！」

「……うん！　あったり前でしょ！」

　恋ヶ崎は涙を溜めながらも、満面の笑えみで頷うなずいた。

「あんたはもっと自信を持って臨のぞめば絶対大丈夫だから！」

　恋ヶ崎は俺の肩かたをがしっと摑んで俺を励はげました。

「恋ヶ崎……」

「ねえ、柏田……あんたはずっと、出会ったときから今でも、『リア充になること』に拘こだわってるみたいだけどさ……前にも言ったけど、オタクである自分を隠す必要は絶対ないからね。就活でも、普ふ段だんの生活でも」

「……！」

　恋ヶ崎に言われて驚おどろいた。あれだけ、俺がリア充になるために協力してくれたこいつがこんなことを言うなんて、なんだか不思議な感じだ。

「で、でも、オタクをオープンにしたらリア充とはほど遠いような……」

「リア充でオープンオタクな人だっているでしょ!?　むしろ本当のリア充は、自分の好きなものを隠したりしないじゃん！」

「……！　た、確かに……」

　周りにいるリア充なオタクのことを思い浮かべると、確かにオタク趣味を隠したりしていない。

　そうか……真のリア充になるには、オタクであることはむしろ隠すべきではないのか。恋ヶ崎の言葉に目から鱗だった。ほんと、こいつには適わない。

「……なあ、恋ヶ崎」

「ん？」




「俺の就活がうまくいって、無事第一志望に就職できたらさ、そのときは……」




「か、柏田っ……！」

　俺が言おうとしたセリフを、恋ヶ崎が遮さえぎる。

「……？」

「その続きは、今度会うときに、ね……？」

「恋ヶ崎……」

「今度続き聞けるのを楽しみに、頑張るからさ」

　恋ヶ崎は切なげに笑って言った。

　今ここで俺が言おうとした言葉は、次回にとっておいた方がお互いに頑張れる、と思ったのだろう。

「あ……そろそろ時間だ」

「ああ」

　俺たちは周りの目も気にせずに一度だけ強く抱だき合って、それから恋ヶ崎は搭とう乗じよう口へと向かう。

「恋ヶ崎……今度は絶対、俺から会いに行くからな！」

　キャリーケースを引いて俺の許もとから離れていくその背中に向かって、俺は大声で叫さけんだ。

　そのクサいセリフに、周りの人までもが俺を振り返り、死ぬほど恥はずかしかった。

　恋ヶ崎は立ち止まって俺を振り返ると、もうすっかり涙は止まっていて、なぜか強気な笑顔で、コクン、としっかり頷いた。




　恋ヶ崎の後ろ姿が見えなくなるまで、俺はその場に立ち尽つくしていた。




　その場で一人、拳こぶしを強く握にぎる。

　どうしても……今進んでいる大手出版社の内定が欲ほしい。

　とっとと内定もらって就活片づけて、今度は俺から会いに行こう。そのためにも、しばらくの間は就活に全力を注ぐんだ！




　その足で家に帰り、気合いを入れて正月後に待ち受けている就活に備えた。




　　　　＊




　正月明け早々に、二次面接がやってきた。

「……よしっ！」

　恋ヶ崎に選んでもらった服を着て、恋ヶ崎に教えてもらったナチュラルなヘアセットをして、余よ裕ゆうを持って家を出た。




「……よし！」

　俺は右手で自分自身の右みぎ頰ほおを軽く叩たたいて気合いを入れ直す。




『オタク系の会社だったら、オタク方面に詳くわしければ詳しいほど、オタク趣しゆ味みに熱ければ熱いほど好印象でしょ。むしろ、オタクじゃない人が内定欲しさにオタクだって偽ぎ装そうしてる方が印象悪いんじゃん？』




　恋ヶ崎に言われた言葉を再度頭の中で再生する。

　俺らしく、オタクであることを包つつみ隠かくさず……。

　後こう悔かいのないよう、俺の全力を出し切ろう、と心に誓ちかった。







　　　６







「お、うおお……」

　本命企き業ぎようから二次面接通過のメールが来て、俺は自室のパソコンの前で思わず声を震ふるわせた。

　恋こいヶが崎さきに買ってもらった服が良かったのだろうか。はたまた、オタクを隠さない姿勢が良かったのだろうか。

　とにかく、自己ＰＲで編集部でのバイト経験と漫まん画がやラノベが好きだということを存分にアピールした。







　数日後、指定された日時に出版社に出向いた。三次面接も私服面接であり、これに通過すれば次はいよいよ社長や重役を含ふくめた最終面接が待っている。

　二次面接のとき同様、恋ヶ崎に言われたことを念頭に置いて気合いを入れて臨んだ。




「初めて読んだライトノベルは、御おん社しやの『生徒会の一声』でした！　それからこんなに読みやすい小説があるんだと感かん銘めいを受けて、ライトノベルをたくさん読むようになり……」




「好きなキャラは知ち鶴づるさんです！　このキャラがきっかけでお姉さん属性がついたところもあってとても思い入れのある作品で……」




　三次面接でも、俺は最も早はや気持ち悪いくらいに存分にオタクアピールをした。落ちても受かっても後悔のないよう、全力を出し切った。




　　　　＊




　三次面接を終えてから数日後。

　携けい帯たいゲームをしている妹のあかりと共にリビングの炬こ燵たつに入って、携帯で就職サイトを見ていたところ。

　突とつ然ぜん、見知らぬ番号からが電話がかかってきた。

「……？　はいもしもし、柏かしわ田だです！」

「株式会社カトカワです」

「……!?」

　それは、本命の出版社からの電話だった。

「今大だい丈じよう夫ぶでしょうか？」

「は、はい！　大丈夫です！」

「先日来て頂いた三次面接の結果ですが、厳正なる選考の結果……」

　緊きん張ちよう感かんで心臓が大きく高鳴る。




「通過致いたしました。つきましては、最終面接にお越こしいただきたいのですが、大丈夫でしょうか？」




「……っ!?　ほ、本当ですかっ!?」

　自分でもびっくりするくらい大きな声で聞き返していた。

「あ、はい……」

　俺の様子に、担当者がびっくりしているのが分かる。

　まだ内定をもらえたわけでもないのに、大げさに驚おどろいてしまった。だけど、それほどびっくりしたし嬉うれしかったのだ。

「ありがとうございます！　勿もち論ろん大だい丈じよう夫ぶです！　是ぜ非ひお願いします！」

「それでは、最終面接の詳しよう細さいをお伝えします。……」

　詳細をメモに取り、電話を終える。

「……ふう～っ」

「え、何？　内定もらえたの？」

　あかりが驚いた様子で尋たずねてくる。

「いや、まだ、最終面接までいっただけ」

「どこの会社？」

「出版社のカトカワってとこだけど……」

「えぇぇっ!?　カトカワって漫画雑誌とかラノベとかいっぱい出してるとこじゃん！　あんな大手最終までいったの!?」

「あ、ああ……」

「なんで!?　すごいじゃん直なお輝き！」

　内定をもぎ取るつもりで全力で頑がん張ばってきたものの、まさかこんなにとんとん拍びよう子しに最終面接までいけるなんて俺自身もびっくりだ。

　それもこれも、間ま違ちがいなく恋ヶ崎のおかげだ。

　恋ヶ崎が俺の外見を対就活用に改造してくれ、面接についても有益なアドバイスをしてくれたから。

　俺に、オタクを隠すな、全面的にアピールしろ、と言った恋ヶ崎。

　アピールはできたが、気持ち悪くなってしまったかもしれないと思っていたが……むしろ、恋ヶ崎の言うとおり強くアピールしたのが良くて通過できたのだろうか。

　恋ヶ崎……お前って本当にすげえよ。

　今まで内定のなかったこの俺を、大手企業の最終面接まで押し上げちまえるなんてさ……。




　俺はすぐさまその場で恋ヶ崎に電話で報告した。

「え……マジで!?　ほんとにっ!?　柏田、すごいじゃんっ！」

「いやいや、まだ受かったわけじゃねえから！」

「最終までいったら八割方受かったみたいなもんでしょ！」

「まだそうと決まったわけじゃねえんだから！　プレッシャーかけんなって！　……でも、ありがとな」

「え、何が？」

「お前が協力してくれたおかげで、ここまでこれたと思うからさ」

「なーに言ってんの！　あんたの実力だって！　最終面接、頑張ってきなよっ！」

「ああ！」




　　　　＊




　三日後。

　大学の就職相談室にて、最後の面接練習をしてもらい、家に帰るところだった。

「……あれ、柏田君？」

　電車の中で声をかけられて驚いて顔を上げると、そこには見覚えのある顔があった。

「や、山やま本もとさん!?」

　長は谷せ川がわの兄で、元バイト先の先せん輩ぱいであるスーツ姿の山本さんがそこにいた。

「いや～、久しぶりだね！　元気してた？」

「あ、はい！　お久しぶりです！」

　少し前までは長谷川とたまに三人で食事に行ったりしていたが、ここのところは俺が就活で忙いそがしくてなかなか会えていなかった。

「翠みどりから聞いてるよ。今就活頑張ってるんだって？」

「あ、は、はい……来週が第一志望の最終面接で」

「え、そうなんだ!?　どんな会社？」

「はい、出版社なんですけど……」

「そっかあ……。いやあ、なんだか懐なつかしいな。自分の就活中を思い出すよ」

　山本さんは大学中退後、カラオケでバイトしながら就活をしていた。

　大学在学中にネトゲ廃はい人じんになってしまって、大学を辞やめてしまったんだ。

　就活の末、今では食品メーカーの営業として立派に頑張っている。まだ子供はいないが、二年前に職場の女性と結けつ婚こんもして、いい旦だん那なさんをやっているみたいだ。

「山本さんは、就活どうでした？」

　そういえば今まで、山本さんの就活の話は聞いたことがなかった。

「俺の就活か……今思えば大変だったな。大学中退して無職やってた空白の時間があったからさ、どの企業に行ってもそこ突つっ込まれてなあ。もう何社落ちたか数え切れないよ」

「そ、そうだったんですか……」

　そっか。山本さんはきっと俺の何倍も就活で苦労したんじゃないだろうか。

「数え切れない程ほど落ちて、ある日、もう受かっても落ちても気にしないようにしよう、って思ったんだ。ありのままの自分で面接に挑いどんでいれば、いつかそのうち俺に合う企業が俺を雇やとってくれる。落ちたら、どっちにしろ俺にはその企業は合わなかったんだと思おう、って。そしたら、肩かたの力を抜ぬいて面接に臨のぞめるようになってさ。そう思い始めたら、徐じよ々じよに受かるようになってきたんだ」

「…………」

　俺は山本さんの話を聞いて、妙みように納なつ得とくしてしまった。

「だから柏田君も、肩の力抜いた方が案外採用されるかもよ。柏田君は真ま面じ目めだし人を思いやれる素す晴ばらしい人なんだからさ。ありのままの柏田君だったら、採りたいって企業いっぱいあると思う」

「や、山本さん……ありがとうございます！」

　山本さんの俺には勿もつ体たいないくらいの言葉に、涙なみだが出そうなくらいに感激した。

「……あ、俺次で降りなきゃ」

「ああ。来週、面接頑張ってな。就活が一段落したらまた飲みに行こう」

「はい、是非！」




　尊敬する山本さんにありのままの俺を肯こう定ていしてもらえたことが、嬉しかった。面接直前に、大きな自信をもらうことができた。

　肩の力を抜いて、ありのままの俺で……。







　そして、五日後。

　ついに最終面接当日がやってきた。




　いても立ってもいられなかった俺は、指定された時間より早めに到とう着ちやくするように家を出た。




　電車の中で、もう何度目か分からないシミュレーションをする。ネットの情報によると、最終面接は面接官が今までより多いとあった。最終面接自体初めてなのに面接官が多いのも初めてで、不安でいっぱいになる。




　面接会場である株式会社カトカワのビルの前に到着すると、俺は大きく深呼吸をした。

　泣いても笑っても、今日にすべてがかかっていると思うとあまりのプレッシャーに逃にげ出したくなる。

　覚かく悟ごを決めてビルの中へ入る。

　受付で名前と用件を述べて、面接会場の指示をもらった。

　受付からエレベーターホールへ移動しようとしたところ、エレベーターの中から、五、六人程度の団体が降りてこちらへ向かってきた。なぜかその団体が気になって、目をやる。

　若い女の子が一人と、それを取り囲むようにスーツの男性が数人歩いていた。

　囲まれている若い女の子は、随ずい分ぶんと美人で……。

　ん……？　ま、待てよ。なんだかすごく見覚えのある……。




「……えっ、か、柏田さん!?」

「ふ、深ふか瀬せさん!?」




　俺の近くにきたところで思いっきり目が合い、俺が名前を呼ぶより前に向こうが口を開いた。

　そう、そこにいたのは、数年前バイトでよく顔を合わせていた相手……。

　美少女声優の深瀬愛めぐみだった。

　まさか、こんなところで偶ぐう然ぜん再会するなんて……。カトカワで何か仕事があったのだろうか。

　最近、深瀬愛の人気は半はん端ぱじゃなかった。ビジュアルは勿もち論ろん演技力と歌唱力でも話題になりオタクの間では若手女性声優ナンバーワンとの声も高い。

　毎クールメインキャラの役を必ず一役以上は演じていて、また本人名義でソロのＣＤアルバムなんかも出しており、オリコンでトップテンに入っていたりして、その勢いは留とどまるところを知らない。

　三年前、バイト先で頻ひん繁ぱんに会えていたのが今となっては噓うそのようだ。完全に手の届かない存在となってしまった。

　三年前にラインを交こう換かんしてから本当にたまに互たがいの近きん況きよう報告などのやり取りなんかはしていたが、それも一年ほど前に途と絶だえた。

　恋ヶ崎がいる手前当然二人で会うなんて無理なので、三年前俺が作家さんに同行していたアニメのアフレコが終わってからは一度も会っていない。

　俺はその後も気になって、彼女が出ているアニメを見たり情報を追ったりはしているのだが。

　深瀬愛は、三年しか経たってないけど、あの頃ころより一層大人っぽく美人になっていた。確か今はもう大学生で、大学に行きながら声優の活動をしてるんだったな。




「びっくりした……まさかこんなところで柏田さんに再会できるなんて」

「ぼ、僕もです！　いや、本当にすごい偶然……深瀬さんは、お仕事ですか？」

「あ、はい！　柏田さんは、どうなさったんですか？」

「僕は……就活でこのビルに来てて。深瀬さんはもうこんなに有名になってるのに、僕はまだ就職先決まってなくて、なんだか恥はずかしい話なんですけど……」

「そ、そんな……」

「あれから、すごく活かつ躍やくしてますよね！　出演アニメはチェックしてるし、ＣＤとかも聴きいてますよ！」

「！　ほ、本当ですか!?　すっごく嬉うれしいです！　あ、あの……わたし、もし柏田さんに再会できたらどうしても言いたかったことがあって……」

「え？」

　深瀬愛が、俺に言いたいこと？

「わたしがこの仕事に自信が持てたの、柏田さんのおかげなんです。ここまで頑がん張ばってこれたのも、新人で辛つらかったとき柏田さんに励はげましてもらえて、柏田さんに言って頂いた言葉があったから……。だから、その、本当にありがとうございました！」

「えぇ!?　い、いや、俺は何も……」

「柏田さんだったら、絶対大だい丈じよう夫ぶだと思います！　就活、頑張ってきて下さい！」

「……あ、ありがとうございます！」

　そこで深瀬愛は周りのスタッフらしき男性に声をかけられて、「それじゃ、失礼します」と俺に挨あい拶さつをして去って行った。




　先ほどの深瀬愛の言葉が、頭を離はなれなかった。

　深瀬愛が、あんなに立派な女の子が、俺のおかげで頑張れた、なんて言ってくれた。こんなに嬉しいことがあっていいのだろうか。




　深瀬愛は、あれから頑張って今ではあんなに立派な声優になった。

　一いつ瞬しゆんだったが久しぶりにその姿を見ることができて、それならば俺だって、彼女を見習って頑張ろう。そう思えた。

　不思議と俺の中の不安やプレッシャーが一気に引いていくような気がした。




　先日山本さんが言ってくれた言葉、そして以前恋ヶ崎に言われた言葉を改めて自分に言い聞かせて、俺は面接会場である会議室まで向かった。




　最終面接は、事前情報通り面接官が七人もいた。

「好きなラノベはなんですか？」

　俺が志望動機でライトノベルが好きだと話すと、面接官がすかさず質問する。

「はい！　たくさんあるのですが、『生徒会の一声』、『ハイスクールＢ×Ｂ』、『冴さえてる彼女の育て方』などが特に好きで、まず『生徒会の一声』の好きなところは……」

「なるほど……まあどれも有名な作品ですからね」

「自己ＰＲの学生時代に頑張ったこと……編集者のアルバイトと漫まん研けんのサークル、ね。漫研って結構緩ゆるいサークルじゃないんですか？」

　なんかさっきから、質問が考える暇ひまもなく早い上に、ちょっと意地悪さを感じるのだが……もしかしてこれは、所謂いわゆる圧あつ迫ぱく面接、ってやつなのか!?

　ここで怯ひるんでしまっては負けだ、その一心で果か敢かんに挑んでいく。

「いえ、毎年学園祭に向けて既き存そんのアニメを原作として自主制作映画を撮とっており、撮さつ影えいは勿もち論ろん脚きやく本ほんも衣い装しようもすべて自分たちで行っていたので大変な面もありましたが、それ以上にとても楽しくやりがいがありました。また、毎年コミックフェスティバルでは自分たちで部誌を作って発行していました。僕は漫画の原作の他ほかに編集長として働き、そのときに自分たちの力で本を作るという楽しさに目覚め、将来編集者の仕事がしたいと考えるようになりました」

「ふーん……なるほど」

「ところで今回私服で面接に来て頂きましたが、私服とかお洒落しやれだし、君ってあんまりオタクっぽく見えないけど本当にオタクなんですか？」

「……!?」

　突とつ然ぜんそんなことを聞かれて、一瞬言葉に詰つまる。まさかそんなことを言われるとは思わなかった。

「オ、オタクですけど、服を買うことも好きですし、ファッションにも興味はあります！　バイトもして、オタク趣しゆ味みにも服にもお金をかけています！」

　オタクだからって、お洒落をしてはいけないなんてことは絶対にない。

　むしろ俺は、お洒落なオタクを尊敬しているしそうなりたいと思っている。

「なるほど。どうして服に興味を持ち始めたんですか？」

「え、えっと……きっかけは、女の子に指し摘てきされたことで、もっとお洒落にならなきゃ、って思い始めまして……」

「女の子に……なるほど。ご友人ですか？」

「はい！　当時は……。えっと、今は彼女で、今日の服は彼女に選んでもらったんです！」

　勢い余って、余計なことまで言ってしまった、と焦あせる。

「…………」

　俺に質問を浴びせていた面接官──三十代くらいの男性は、俺の言葉に一瞬固まって、ぷっ、と吹ふき出した。

「はは、彼女に選んでもらったんだ」

　呆あきれたように笑う面接官。ああ、まずい！　完全にやっちまった！

「彼女、面めん倒どう見みがいいんだねぇ。どんな子なの？」

　えっ……まさかこの話に食いつかれるなんて。一体どういうことだ？

　興味を持たれていることは間ま違ちがいないので、ここでものにできるよう頑張らなければ。

「えっと、高校時代から付き合ってるんですけど、昔から私がお洒落になれるよう色々指導してくれて、元々はお互い別に好きな人がいたんですけど、指導してもらったりしてるうちに、お互いを好きになってしまって……高校の時北ほつ海かい道どうに引っ越こしてしまったんですけど、今は頑張って遠えん距きよ離り恋れん愛あい続けてます！」

「へえ～。何その漫画やアニメみたいな話。面おも白しろいじゃん。それを作品にしてみたらいいよ」

「……！　あ、ありがとうございます！」

　こ、これは……手て応ごたえがあったと捉とらえていいのか!?

　明らかに俺の話を気に入ってくれたみたいだし、『それを作品にしてみたら』なんて言ってもらえたし……。

　そのあたりで圧迫面接っぽい雰ふん囲い気きは終わった。

　その後は、給きゆう与よや残業などについて説明があって、それについての確かく認にんをされる。

「ええと、柏田君、あなたのマンガやライトノベルに対する熱い思いは十分伝わってきました。最後に確認なんですが、今回『マンガ・ライトノベルの編集業務』という職種に応おう募ぼして頂いたと思うのですが……もし違う部署……例えば『一いつ般ぱん文芸』の担当部署に配属になったり、または営業部署に配属されたとしても、弊へい社しやを希望致いたしますか？」

「えっ……」

　面接官からの思いがけない質問に、俺は一瞬思考停止する。

　一般文芸……？　営業部署……？

　この出版社は確かに一般文芸の本も出している。むしろ、ライトノベルよりそっちの方が出版数は多い。

　俺がやりたいのはマンガやライトノベルの編集者だ。一般文芸の編集者なんて、考えたこともなかった。

　だけど、ふと考える。俺が編集者をやりたいと思ったきっかけになった、恋ヶ崎の同人小説にアドバイスをしたときのことを。

　あいつの小説は、同人小説とはいえ少女マンガの同人で、ライトノベルとは大分毛色の違う作品だった。どちらかといえば、今あいつが書いているような一般文芸の女性向け恋れん愛あい小説に近かったかもしれない。

　それでも俺はあいつの小説を見てアドバイスするのが楽しかったし、編集者になろうというきっかけになったくらいだ。

　元々ミステリー小説など一般文芸も読んでいたし、面白い作品にライトノベルも一般文芸もあまり関係ないと思う。

　だから、一般文芸は全く問題ない、という結論に達した。

　それから営業部署か……。

　考えたことなかったけど、今まで俺は自分ができないかもしれない、向いていないということもなんとか乗り越えてきた。ガチオタだったあの頃から、リア充じゆうなんて人に言われるくらいになれた。努力さえすれば何だってできるんじゃないだろうか。

　それに営業という仕事だって、今まで積極的に応募はしなかったが、やってみたら楽しいかもしれない。

　それより何より……やっと第一志望の企き業ぎようの最終面接までこぎ着けたんだ。恋ヶ崎と一いつ緒しよになるためにも、こんなところで躓つまずくわけにはいかない。

「はい、是ぜ非ひやってみたいです！　一般文芸も元々好きでしたし、一般文芸で面白い作品を作ってみたいとも思います！　それに、営業の仕事もやりがいがあると思うのでとても興味があります！」

「……そうですか。分かりました。それでは、面接はこれで終しゆう了りようとなります。お疲つかれさまでした」

「は、はい！　ありがとうございました！」




　放心状態で出版社を出た。

　これが、圧迫面接……ものすごくハラハラして疲れた。

　だけど、悪くない手応えを感じていた。

　最後の質問は、一体どういう意味を持っていたのだろう。もしかして試ためされたのだろうか。俺のマンガやライトノベルに対する情熱がどれほどのものか。一般文芸や営業でもいいと答えたら、大した熱意ではなかった、と捉えられてしまったりして……。もしそうだとしたら、俺の返答は間違っていたことになる。

　……ああ、くそっ！　過ぎてしまったことをクヨクヨと悩なやんでも仕方がない。もうあとは天に命運を任せるしかない。
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　最終面接が終わってすぐ、恋ヶ崎に報告の電話をする。

「面接どうだった!?」

「ああ……やりきった！　もう、これで落ちたら仕方ない……」

「おお、じゃ手応えはあるんだ!?　どんなこと聞かれたの？」

「なんか、本当にオタクなんですかって疑われたから必死でオタクアピールしたよ。あ、あと、お前との話したら受けが良かった」

「え、あたし!?　一体どんな話したわけ!?」

「彼女に服選んでもらったって言ったら詳くわしく聞かせてって言われたから、高校時代リア充になるために協力してもらった話とか」

「えー！　何それ～！」

「それネタにしろ、とか言われた」

「ちょ、それって結構いい感じじゃん！」

「だろ!?　……そういえば、お前の方はどうなんだ？　小説」

「あ、うん！　今日その話もしたくてさ！　オタク男子との恋愛プロット、北海道帰ってからもっと詰めて、担当さんに提出したら、今日連れん絡らく来て、いいんじゃないかって言ってもらえたの！」

「マ、マジで!?　良かったじゃん！」

「うん！　リアルな描びよう写しやがいいって褒ほめてもらえた！　二作目はこのネタで書けることになりそう！」

「そっか……良かったな！」

「ま、あたしは元からこのネタ認めてもらえるって思ってたけどね～。なんてったって、未来の編集者のお墨すみ付つきだし？」

「……！　ちょ、はは、気が早いって～」

「って、どんだけ嬉うれしそうな声出してんの」

　恋ヶ崎の吉きつ報ぽうに、俺まで自分のことのように嬉しくなった。

　俺個人的にも面白そうなネタだと思っていたので、小説が書き上がるのが楽しみだ。

　恋ヶ崎も、順調に自分の目標に近づいてるんだ。

　俺も益ます々ます負けていられない、と思った。

「痛々しいほどのオタク男子の描写がリアルだ、って褒めてもらえたんだよね。だからその点では、あんたに感謝したいっていうか～？」

「それ、感謝してんのか嫌いやみなのかどっちなんだよ」

「だからぁ、感謝したいって言ってんじゃん」

　一体どんなキャラ造形を描写したんだよ。俺の痛いところをそのまんま描写したんじゃねえだろうなあ？

　見てみたいような、見たくないような、微び妙みような気分だ。

「今度こそ、人気作になるといいなあ……。あたしが書きたいものを書いて、それが人気になったら、こんなに嬉しいことはないよね」

「……ああ、そうだな」

　俺も恋ヶ崎に続いて、早く自分の目標に近づきたい。

　今日の俺の面接の結果発表は一週間らしいが、出るのが怖こわいような待ち通しいような気持ちだった。
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　一週間後。

　大学が終わって家に帰ると、俺の家のポストに、カトカワから封ふう書しよが届いていた。

　中身を見なくても、それが最終面接の結果だとすぐに分かった。採用でも不採用でも封書が届くことになっている。

　ポストから封書を取り出して、玄げん関かんで震ふるえる手で中を開いた。




『拝はい啓けい　貴下ますますご清せい祥しようのこととお慶よろこび申し上げます。

　このたびは、弊社の正社員募ぼ集しゆうにご応募頂きありがとうございました。




　慎しん重ちように選考を行った結果、貴き殿でんを採用することを決定しましたのでお知らせいたします。

　つきましては、同どう封ふうした書類をご確認いただき、必要事じ項こうを記入のうえ、期限内にご返送ください。

　尚なお、入社日などの詳しよう細さいにつきましては、別べつ途とご連絡いたします。


敬具』　　






「えっ……」

　一いつ瞬しゆん、頭の中が真っ白になる。

「き、きたぁぁぁぁぁぁ!?」

　思わずその場で大声を上げた。

　採用……俺が、あのカトカワに……。

　驚おどろき、そしてそれ以上の嬉しい気持ちで胸がいっぱいになる。

　本命の企業だったので絶対に内定が欲ほしいとは願っていたが……まさか本当にこの会社の内定がもらえるなんて……。

「よ、よっしゃああああああああああああ！」

　叫さけびながら家の中に入り階段を駆かけ上がる。

「な、直輝!?　どうしたの？　何大声上げてるの？」

「こわっ！　ついにおかしくなった!?」

　リビングのソファーでテレビを観ながらくつろいでいるオカンとあかりが、階段を駆け上がって勢いよく扉とびらを開けた俺を見て驚いている。

「内定！　もらった！　カトカワからっ！」

「えぇ!?」

「カトカワって、大手出版社の!?」

「あぁ！」

　証しよう拠ことして採用通知書を二人の前に突つき出すと、オカンとあかりは、

「うっそー!?　マジで!?　あのカトカワ!?　直輝がっ!?」

「良かったじゃない直輝～～っ！　おめでとう！　もうお母さん、息子むすこがニートになったらどうしようってすっごく心配だったんだからね!?」

　と、大げさに俺に負けないくらい大声を上げて喜んだ（？）。

「は、はは……まあな！　俺がざっと本気出せばこんなもんよ！」

「昨日まで絶対落ちるって毎日言い続けて超ちよう病やんでたくせに！」

「パパに連絡しなくちゃ！　就職祝いしないとね！」

　その場で恋ヶ崎にも電話で知らせた。

「か、柏田……おめでと──っ！　……っ、良かったねぇ！　本当に……」

　なぜか恋ヶ崎の方が、涙なみだ声ごえのように聞こえた。

「恋ヶ崎、ほんとにありがとな。俺が一人前になるためにはまだまだ先は長いけど、今のオタクのままで、もっと成長していきたいって思ってるから……」

「ちょ、何よいきなり真ま面じ目めになっちゃって。恥はずかしいなあ……」

　それは、今の俺の本心だった。







　土ど壇たん場ばで第一志望の大手企業から内定をもらうことができて、心から安あん堵どした。

　これでやっと、一人前になれる。

　恋ヶ崎の親父おやじさんに、堂々と顔向けできる。







　恋ヶ崎に……プロポーズできる。
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「それじゃ、改めて……」




「おめでとーございまーす！」




　卒業式を間近に控ひかえ、二月も終わりに差し掛かかったある日。

　バーのパーティールームを借り切って、俺たち漫まん研けんは飲み会をしていた。

　後こう輩はいたちが、俺たち四年生の卒業を祝って『追いコン』──正式名めい称しよう『追い出しコンパ』を開いてくれたのである。

　この日は少し特別で、男連中はスーツで、女の子たちはドレスで『追いコン』に臨のぞんでいた。




「いやー、柏かしわ田ださん、本当に就職おめでとうございまっす！　まさか最後の最後でカトカワなんて大手出版社から内定もらうなんて……さすがっす！　もう漫研のカリスマレジェンドっすよ！」

　後輩の青あお野のが大げさなくらいあからさまにゴマをすってくるが、決して悪い気はしない。

「ちょ、カリスマレジェンドとかさすがに言い過ぎだって青野～！　確かに自分でもまさかカトカワに受かるとは思ってなかったけどさ～！　あ、すみませーん！　生ビールおかわりで！」

「……柏田君、おめでたい席なのは分かるけど、飲み過ぎなんじゃないの？　……ひっく。もう生ビール五杯はい目でしょう？　……ひっく」

「……って、いやいやいや、長は谷せ川がわこそ珍めずらしく飲み過ぎてない!?　一人で日本酒何本空けた!?」

　隣となりに座る長谷川の様子を見て、思わず突っ込んだ。

「……まだ二本しか空けていないわ……ひっく」

「長谷川さんこのサークルに入ってめっちゃお酒強くなったよね～！　うち未いまだにカシオレとか甘いお酒しか飲めないから羨うらやましいなぁ～」

「……佐さ倉くらさん、この間の女子飲みでは普ふ通つうにビールとか飲んでたじゃない。……ひっく」

「ちょっ!?　長谷川さん、いくら酔よっぱらってるからってそういうのバラさないでよぉ!?」

　今日は大学卒業前の漫研での最後の飲み会とあって、俺も含ふくめ、みんないつもより酒のピッチが速かったように思う。

　特に長谷川がこんなに酔ってるなんて珍しい。




　後輩たちがどこかへ消えたと思ったら、人気アイドルアニメのコスプレに着き替かえて戻もどってきた。

　女子部員に紛まぎれて男子部員まで女子アイドルの可愛かわいらしい衣い装しようを着ている。

「ちょ、一体何なんだよ!?」

「それでは、四年生の皆みなさんに今までの感謝の気持ちを込こめて、ダンスの贈おくり物ものをしたいと思います！」

　一年女子の挨あい拶さつの後に、アイドルアニメの人気曲が流れだし、後輩たちは音楽に合わせてダンスを踊おどり出した。

「はっはははは！　すごいじゃん！　ちゃんとみんな揃そろってるし……」

　後輩のダンスを見て笑っているうちに、今までの漫研での思い出が走そう馬ま燈とうのように思い起こされてきた。

　思えば、漫研に入ったおかげで、理想のオタクキャンパスライフを送ることができたように思う。

　これも立派な、青春の形だった。

「みんなありがとうねぇ～……ここまで踊れるようになるなんて、きっと一いつ生しよう懸けん命めい練習してくれたんだよね？　うち、泣きそう……。……!?　って、か、柏田君、涙ぐんでる!?」

「え!?」

　佐倉さんに指し摘てきされて、初めて自分が涙ぐんでいることに気づいた。

「まさか、受け狙ねらいでやったのに柏田さんを泣かせてしまうとは、予想外だったっす……」

　ダンスを終えた青野や他ほかの後輩がみんな俺を見て驚いて呆ぼう然ぜんとしていた。

「いや、泣いてねえよ！　酔って目が充じゆう血けつしてただけだっつの！」

　死ぬほど恥ずかしくなり、必死で誤ご魔ま化かす。

「すごく素す敵てきなダンスだったわ。……ありがとう」

　長谷川も、しんみりとして後輩たちに礼を言う。

　しゃっくりは止まったようだが、顔は赤いままでまだ相当酔っていると思われる。まあ、俺も人のことは言えないが。

「な、なんすか皆さん、受け狙いでやったのにそんなにガチで感動してくれるなんて、予想外すぎっす……」




　その後、まだまだ宴えんもたけなわな中、長谷川が席から立ち上がった。

「確かに……酔いすぎたみたい。少しだけ、冷たい夜風に当たってくるわ」

「……お、俺も行くよ。俺も結構酔ってるし」

「…………」

　部屋を出る長谷川の後に続いて、俺もそっと抜ぬけ出した。




「長谷川、今日は珍しくいつもより飲んでるね」

　店を出たところで、俺たちは二人立ち止まって、俺は長谷川に声をかけた。

　冷たい夜風が気持ちいい。

「……柏田君こそ」

「なんか、今日でこの漫研で飲むのも最後だって思うと名残なごり惜おしくてさ」

「そうね……。……」

　長谷川は俺の顔を見ることなく、どこか遠くを見つめていた。

「みんな、先に進んでしまうわ……柏田君、あなたも……」

「え!?　は、長谷川？」

　突とつ然ぜん長谷川が、遠くを見つめたまま寂さみしげに呟つぶやいた。

「変わらないのは私だけ……みんな変わっていく」

「は、長谷川……」

　それは、少し前まで俺が不安に思っていたことだった。

　みんなどんどん成長してしまう。自分だけ置いてきぼりになってしまう。

「みんな卒業していくのに、私だけ、いつまでもこのサークルに気持ちが取り残されてしまうような気がして……」

　長谷川の頰ほおは紅潮しているので、やはりいつもより酔っているだろうことが分かった。

　きっといつもだったら言わないであろうことを、俺にぶつけている。

「長谷川……俺は何も変わらないよ」

「……柏田君」

　長谷川ははっきりと俺を見る。切なげな表情で。

「あなたのおかげで……高校も大学も、楽しい時間を過ごすことができた。柏田君がいてくれたから、高校のクラスメイトとも、サークルのみんなとも打ち解けられたし、小豆あずきさんや桃ももさんとも仲良くなれた……」

「…………」

　俺は長谷川の言葉を、黙だまって聞いていた。

「不安なの……。卒業したら……私はまたひとりぼっちになってしまうんじゃないか、って。こんなに楽しい日々はもう二度と送れないんじゃないか、って……」

　酒のせいもあるのか、長谷川は少し涙なみだ目めになっていた。

「長谷川……」

　長谷川がそんな風に思ってくれたことへの嬉うれしさ、そして寂さびしさや切なさで胸が締しめ付つけられる思いだった。

　そんなの、俺だって同じだ。長谷川がいたから、高校も大学も楽しかった。

「そんな……一生の別れじゃないんだし。卒業したって、友達だろ!?　サークルのみんなとも、恋こいヶが崎さきとも小豆ちゃんとも、……俺とも、これで会わなくなるなんてことない。絶対ない！　卒業してからも、何も変わんないって！」

「か……柏田君……」

　俺が力強く言うと、長谷川は呆然と俺の顔を見た。

「つらいことがあったら、いつでも連れん絡らくしてよ。いつでも話聞くからさ」

「柏田、君……」

　長谷川は指で涙を拭ぬぐって笑え顔がおを浮うかべた。

「……私、あなたに出会えて……本当に良かった」

　長谷川は、少し切なげな笑顔で真っ直ぐに俺を見つめて言った。

「取り乱してごめんなさい……。酔っぱらいの戯ざれ言ごとだと思って、忘れて」

　長谷川が俺の言葉をどう思ったのかは分からないが、やがていつも通りの落ち着きを取り戻して、店へと入っていく。俺も、慌あわててその後に続いた。

「あー、ちょっと二人とも、どこ行ってたのー!?」

　俺たちが戻ると、佐倉さんが不満げに声をかけてきた。

「柏田君が気持ち悪いっていうから、外の空気を吸いにいくのに付き合ってただけよ」

「ちょっ、長谷川!?」




　……そう、卒業したって変わらない。

　俺だってめちゃくちゃ寂しいけど、そう思って、信じて耐たえるしかない。







　それから一週間後、俺たちは無事大学を卒業した。







　　　８







　それから、約二ヶ月後。

　俺は遥はる々ばる北ほつ海かい道どうまで足を延ばしていた。

　勿もち論ろん、目的は一つ。




「随ずい分ぶんと長い間、待たせちまったな……」




　俺は薔ば薇らの花束を紙かみ袋ぶくろから取り出すと、恋こいヶが崎さきの前へと差し出した。




「俺と……結けつ婚こんして下さい」




　大人になったはずの俺の彼女は……俺の言葉に動どう揺ようして、思わず泣いてしまい……。

「……はい」

　やがて、大きく頷うなずいた。

　涙を流す恋ヶ崎の前に、俺は鞄かばんから婚こん約やく指輪を取り出して、差し出す。

　一年以上かけて、必死に貯金してやっと買うことができた、婚約指輪。

　恋ヶ崎の細い指に、そっと指輪をはめた。




　それから俺は恋ヶ崎邸ていの中へと招き入れられ、正式に恋ヶ崎の両親に挨拶をした。




「も……桃ももさんと、結婚させて下さい！」




「……ついに、このときが来たか。思ったより早かったね」

　親父おやじさんは頭を下げる俺に向かって、少し寂しそうな声で言葉をかけた。




「最初桃に彼氏ができたと聞いたときは、まだ早すぎる、認めるわけにはいかない、とも思った。だけど……柏かしわ田だ君。私は今まで君と桃の付き合いを見てきて、他でもない君にだったら……桃を任せられると思った。これまでうるさく言って申し訳なかったね。……桃を、よろしく頼たのむ」




「は……はい！　ありがとうございます！」




　　　　＊＊＊




　それから先の日々は忙せわしなく過ぎていった。

　まずはお互たがいの両親同士が顔合わせをして、結ゆい納のうを交かわす。

　オカンが恋ヶ崎の両親に「本当にうちの子でいいんですか？」なんて聞くもんだから、俺が冷や冷やした。

　一いつ緒しよに暮らす準備や、結けつ婚こん式しきに向けて準備もあるので、半年後の十一月に式を挙げることにした。

　俺は自分たちの貯金で式を挙げるつもりでいたのだが、恋ヶ崎のご両親が大おお幅はばに式の金を負担してくれると言い、立派なホテルで、想像していたよりずっと豪ごう勢せいな結婚式を挙げることになってしまった。




　六月中ちゆう旬じゆん。

　恋ヶ崎は北海道から東京にやってきて、一ヶ月ほどマンスリーマンションを借りて滞たい在ざいした。

　本当は結婚式の前から二人で住む場所を借りて一緒に住み始めたら楽なんだろうが、結婚後の楽しみにとっておくのも悪くないと思った。

　二人で色んな物件を見て回って住む場所を決め、結婚式の後すぐに一緒に住めるよう準備を進めた。

　式を挙げる前に入にゆう籍せきを済ませようということになり、本当は恋ヶ崎の誕生日だとか何かの記念日に籍を入れられたら良かったのだが、何かの記念日を待っていたらずっと先になってしまうので、話し合って、大安の日に二人で区役所へ行って結婚届を提出した。

　俺の仕事が休みの土日に、結婚式場へ足を運んで式の内容を細かく決めた。




「北海道の友達も、二人くらいは東京まで来てくれるって言ってるんだー。あとは高校の友達と、あんたの漫まん研けんのサークルメンバーとー」

「どこまで呼んだらいいのかよく分かんねえよな……つうか、みんなちゃんと来てくれんのかな……」

　結婚式に呼ぶメンバーも話し合って決めた。

　正式に式の日取りが決まる前に、特に仲のいい小豆あずきちゃんや長は谷せ川がわ、ムラサキさん、鈴すず木きなんかには報告した。

　みんな驚おどろき、そして祝福してくれた。




「マジかーっ！　いや～まさか、本当にお前が恋ヶ崎と結婚するなんてなあ！　ぶっちゃけ、夢にも思ってなかったわ！」

　数日後の平日。

　仕事終わりに、駅から自宅まで向かう途と中ちゆう、俺は久しぶりに高校時代の級友である桐きり谷たにと電話をしていた。

　桐谷にラインで結婚を報告し、結婚式に出席可能かどうか聞いたところ、電話がかかってきたのだ。

　ちなみに出席可能だという返事が来たら、正式に招待状を送ろうと考えていた。

「なんだよ、それ……」

「だって北海道と東京で遠えん恋こいだろ？　そんなん、普ふ通つう続くなんて思わねえだろ」

　桐谷とは大学に入ってからもたまに連絡を取り合っていたが、ここのところは全くご無ぶ沙さ汰たしていて、特に電話で話すのは本当に久し振ぶりだった。

「あ、もしかしてでき婚こん!?」

「ちっげーよ！　なんてこと言うんだお前!?」

「はは、冗じよう談だんだって」

「お前の方はどうなんだよ」

「え、俺？　いや、彼女とは続いてるけど結婚なんて正直まだ全然考えてねえわ」

「いっそ清すが々すがしいな……」

　桐谷は確か、高校の頃ころ付き合っていた彼女とはとっくに別れて、大学で出会った女の子と付き合っていると言っていた。

「あ、もしかして友人代表のスピーチとか頼もうとしてる!?」

「いや、まったく」

「なんだよ、お前高校の頃俺以外にあんま友達いなかっただろ」

「友達くらいいたわ！　いや、確かに少なかったけどさ……」

　久しぶりに桐谷と下らない会話を繰くり広げて、電話を終えた。とりあえず式に参加はしてくれるようだ。




　家に帰ると、ある人物から電話がかかってきた。

　長谷川の兄で俺の元バイト先の先せん輩ぱいである山やま本もとさんからだ。

　山本さんにも、長谷川伝で伝わっているだろうとは思ったが、俺からも一応ラインで結婚の報告をしていた。その前に、就職が決まったという報告も。

「柏田君、結婚おめでとう！」

「山本さん、ありがとうございます！」

　結婚への経緯いきさつを聞かれて話したり、互いの近きん況きよう報告をしたり、久しぶりの会話に花を咲さかせる。

「そうだ、結婚のこともそうなんだが、もう一つ用件があったんだ」

「え、そうなんすか？」

「ああ、今度前のバイトのメンバーで同窓会みたいなことをやらないかって話が出ててな。柏田君も是ぜ非ひ来てくれないか？」

「え、マジっすか!?　なつかし～！」

　カラオケのバイトメンバーとは、高校三年でバイトを辞やめてから一度も会っていなかった。バイト中楽しく話す程度には仲良くなれたが、個人的に連れん絡らくを取って遊ぶほどではなかった。

「是非行きたいっす！」

「良かった！　じゃあ後で、日程の候補送るから」







　それから、約二週間後の土曜日。

　山本さんに誘さそってもらったバイトの同窓会の日を迎むかえた。

　指定された店に到とう着ちやくして、店員に案内されて席まで移動すると、既すでに懐なつかしい顔ぶれが大体揃そろっていた。

「どうも、お久しぶりです」

「おお、柏田！　久しぶりだなー！」

「うわーっ柏かしわ木ぎ君っ!?　やっばい超ちよう懐かし～っ！」

　酷ひどく懐かしい声に顔を見ると、そこには見覚えのある顔が……。

「えっ、わ、渡辺わたなべさん!?」

　元バイト仲間で、バイト先のアイドルである渡辺あやに間ま違ちがいなかったのだが……当時のような黒くろ髪かみではなく、金きん髪ぱつに近い茶髪になっていて、服装も露ろ出しゆつ度どが高く派手になっていた。

「え、すげえ髪色！　まだ就職してないの!?」

「超失礼なんですけどー！　アパレル販はん売ばい員いんだから髪色とか関係ないの～！」

「ああ、そういうこと……」

　あのときは隠かくれビッチだったってのに、今や見るからにビッチな外見じゃねえか。いや、俺の彼女も人のこと言えないほど派手だけどさ。

「なんか柏木君もすっかり社会人って感じになったね～。今何してんの？」

「出版社の編集だよ」

「えー、すごいじゃん！　あ、そうだ！　今日ねえ、特別ゲストも呼んでるから！　柏木君超ちようびっくりすると思うよ！」

「え……？」

　特別ゲスト……？

「ど、どうもー……」

「……!?」

　そこに現れたのは、酷く懐かしい姿……。

「お、及おい川かわ……!?」

「おおーっ、及川ちゃんじゃん！」

「あやちゃんが呼んでくれたのっ!?」

　バイトの先輩たちが嬉うれしそうな反応をしている。

「はーい、呼んじゃいましたっ！」

「すみません、部外者なのに……」

「何言ってんの、大だい歓かん迎げいだって～！」

　俺の中学時代のクラスメイトで、忘れもしない俺の初はつ恋こい相手、及川絆きずなの登場に、俺は驚きのあまり言葉を失う。

　及川は俺と一いつ瞬しゆん目が合うと、少し気まずそうに笑った。髪が少し伸のびて大人っぽく、一層綺き麗れいになっていた。

　高一のとき、公園で二人で話したのが彼女と会った最後だった。もう二度と会うことはないだろうとなんとなく思っていたが、まさか今日、思いがけずに再会できるなんて。




　それから全員が揃ったところで乾かん杯ぱいして、思い出話や近況報告を語り合う。

　俺は渡辺あやの隣となりの席になり、及川は他ほかの男性陣じんに声をかけられまくって少し離はなれた席になってしまった。

「あ、そーだ！　この間ね、爽そう太た君から電話あったんだ。爽太君、メジャーデビューするんだってね!?」

「え、あ、ああ、そうそう……って、鈴木から電話来たの!?」

　渡辺あやの言葉に、俺は驚いた。

　渡辺あやは鈴木の中学時代の元カノであり、鈴木の三次元の女性へのトラウマを植え付けた張本人だ。

　高一のときは鈴木とよりを戻もどしたがってたみたいだけど、俺がバイトを辞めるときはさすがに新しい彼氏ができていた。

　鈴木の方は、あまりに深い傷から、高校の頃は完全に渡辺あやを無視していたようだったが……その鈴木から、電話が来たって？　一体どういうことだ？

「うん。超びっくりした～」

「鈴木、なんて!?」

「うん、なんかね……中学の時のこと、ごめんねって」

「え……!?」

「あのときは子供だったから、あやちゃんにああ言われて、裏切られたような気持ちになって許せなかったけど、今思い返したら酷いことしたな、って思ったみたいで。傷つけてごめん、好きになってくれてありがとう、って言ってくれたの」

「マ、マジで……!?　鈴木がそう言ったの!?」

「うん。あやもめっちゃびっくりしたし、仲直りできて嬉しかった」

　あの鈴木が、そんなことを言うなんて……。前に、俺と恋ヶ崎のこと見てたら三次元の恋れん愛あいも悪くないなって思った、って言ってたけど、そのことがきっかけで、鈴木の中での考え方が大きく変わったのだろうか。

「それとね、超びっくりすることがあって～……あっでも、これまだ柏木君に言ってないって言ってたから、言っちゃだめなやつかも！」

「えっ!?　な、なんだよそれ!?」

「内ない緒しよ～っ！　多分爽太君から直接言われると思うから、直接聞いて！」

「なっ……めっちゃ気になるじゃんか！」

　少し意地悪そうな笑え顔がおで楽しげに言う渡辺あや。

　びっくりすること？　鈴木に一体何があったのだろう？

　めちゃくちゃ気になるが、そう言われてしまってはこれ以上追つい及きゆうできない。鈴木に直接聞くしかないってことか……。

　俺に言うつもりでいるなら、こっちから聞かないであいつから言い出してくれるのを待った方がいいんだろうな……。

　何にせよ、渡辺あやにそう連絡したってことは、鈴木は中学時代のトラウマから逃のがれることができたのだろう。他ひ人と事ごとながら、内心安あん堵どした。




「えーっ、山本さん結けつ婚こんしたんすか!?」

　別の場所で、山本さんの結婚に驚おどろく声が聞こえてくる。

「えぇっ!?　マ、マジですかぁ～～っ!?」

　渡辺あやもその言葉を聞いて驚いている。

「ああ、三年くらい前にね」

「うっそぉ、超ショック～～！」

　そういえば、山本さんのこともかっこいいとか言ってたもんな、渡辺あや。なんて気が多い女なんだ。

「そうだ、結婚といえば……ほら、柏田君、君も報告があるだろ？」

「えっ!?」

「…………」

　山本さんの言葉に、渡辺あやや他のメンバー、そして及川も、驚いた様子で俺の顔を見る。

　そうか。一応ここでも報告しておくか。

「あー、えっと……俺も今年結婚することになりまして」

「えっえぇぇぇ～～っ!?」

「もしかしてでき婚!?」

「いや、違うから！」

　みんなが驚き、渡辺あやが桐谷と全く同じ返しをする中、及川が呆ぼう然ぜんとした表情で俺を見ていることに気づいた。

　だけど及川は、特に俺に何も言わない。

「まだ社会人なりたてだろー？　早くねー!?」

「何はともあれ、柏田おめでとー！」

「おめでとー！」

　みんなが俺の結婚を祝って、再度乾杯してくれた。

「もしや、高校の時から付き合ってた彼女!?」

「ああ、そうなんだ」

「すっごーい！　超純愛じゃん！　まさか柏木君に結婚先越こされるなんて悔くやしすぎ～！」

　その後も渡辺あやや他の人たちから質問攻ぜめに合い、それらに答えているうちにあっという間に飲み会が終わった。




「そんじゃ、二次会行く人～～っ！」

「柏田」

「！　及川……久しぶり。今日全然話せなかったな」

　いつの間にか近くに来ていた及川に声をかけられて少し驚いた。

「うん、そうだね。二次会行くの？」

「うーん、行きたいところだけど、家でやらなきゃいけない仕事があるからやめておこうかな」

　月曜までの仕事が会社で終わらなくて、この土日に家でやろうと思って持ち帰ってしまったのだ。

「ほんと？　じゃあこの後一いつ緒しよに帰りながら話さない？」

「！　ああ、そうしよっか」

　俺たちが他のバイトメンバーに帰る旨むねを伝えると、ブーイングや引き留めを食くらったが、なんとか押し切って挨あい拶さつして、みんなの輪から離れた。




　高校の時、及川に再会したバイトの飲み会でも、こんなことがあったっけ。

　懐なつかしく思いながら及川と駅までの道のりを歩く。及川とは地元が一緒だから地元の駅に着くまでじっくり話せる。

「及川は、今どうしてるの？」

「メーカーで営業事務やってるんだ。まあ、普ふ通つうにＯＬだね」

「そっか。仕事は大変？」

「日によるかな～。残業もあるときはあるし。でも、出版社の編集の方が大変なんじゃない？　土日も家で仕事やんなきゃいけないなんて」

　互たがいの近きん況きよう報告をしながら駅について、俺たちは同じ電車に乗った。

「柏田、改めて……結婚おめでとう」

　及川が、俺の顔を見てはっきりと祝福の言葉を述べてくれた。

「！　あ、ああ、ありがとう」

「ぶっちゃけあたし……高校で再会したとき、柏田に彼女いなければ付き合いたいとか思ってたんだよね。あのときは照れくさくて言えなかったけどさ」

「……えぇっ!?」

　及川の言葉に驚いて、及川の顔を見る。赤くなって恥はずかしそうに笑っていた。

　及川が、俺と付き合いたかった……？　確かにあのとき、公園で話して、ほんの少しフラグを感じた。もしかしたら、俺のこといいって思ってくれているのかも、って。

　だけどまさか、そこまで思っていたと本人を目の前にして聞くことになるなんて……。

「マ、マジで!?」

「ほんと、中学の時の柏田と同一人物なんてもはや思えないよ。柏田にはすごい勢いで追い抜ぬかれていった感じ……でも、変わったところもあれば、変わらない良さもあるよね。……たとえば、誰だれにでも優やさしいところとかさ」

「……！　お、及川……」

　及川の言葉が、胸に染しみる。

「ねえ、彼女ってどんな人？」

「えっと、高校時代のクラスメイトで、どっちかってーとギャルっぽい感じかな……」

「えー!?　マジで!?　めっちゃ意外！」

「あ、でも、ギャルなのは見た目だけで中身はすげーいい子なんだけどさ！」

「もー何それ～、惚のろ気けですかー？」

「あ、いや、そんなつもりじゃ……」

「ねえ柏田……あのとき、あたしがちゃんと自分の気持ちに気づいて素す直なおになってれば、あたしが柏田の彼女になれてたのかもしれないのかな？」

「えっ……!?」

　真しん剣けんに見つめられそう言われて、思わずドキッとした。

「あ、えっと……」

　中学の時好きだった相手にそんなことを言われて、嬉うれしくないわけがない。肯こう定ていしたい気持ちもあったが……それをしたら、恋ヶ崎を裏切ってしまうことになる気がした。

「……でも、あたしじゃ柏田に釣つり合わなかったかもね」

　俺が動どう揺ようしていたら、及川がふっと笑って言う。

「そ、そんなことないって！　むしろ逆！　それに俺、及川がいなければ今の自分がいなかったと思うから、及川にはすげえ感謝してるんだ！　勝手に自分から離はなれて迷めい惑わくかけたけど……」

「……そっか。あたしが少しは柏田の人生に影えい響きようしてるなら、それはそれでちょっと嬉しいかも」

　及川……。




　やがて電車は、俺たちの地元の駅にたどりつく。

「あたしも柏田に負けないよう、頑がん張ばらないとね。なんか今日改めて思ったわ」
















「……！　あ、ああ！　彼氏できたら、教えろよな。俺も今度、彼女紹しよう介かいするから」

「……うん、そだね。楽しみにしてる」

「及……」

「じゃーねっ柏田！　幸せになれよっ！」

　改札を出て、及川は俺の肩かたをバシッと叩たたくと満面の笑みでそう言って、早足に俺から離れていく。

「……っ！　あ、ああ！　お、及川もな！」

　離れていく背中に、慌あわてて声をかける。最後に会ったときもそうだったが、相変わらず去り際ぎわが早い女だ。名残なごり惜おしむ暇ひまさえ与あたえてくれない。




　……じゃあな、及川。

　俺の初はつ恋こいの人。




　　　　＊




　平日は仕事、土日は式の準備に追われる十月のある日、長谷川から俺と恋ヶ崎に全く同じ文面でラインが来た。




『柏田君、桃さん、色々忙いそがしいと思うけれど、お疲つかれ様。佐さ倉くらさんと話して、漫まん研けんのメンバーや小豆さんや狭さ川がわさんも誘さそって軽く祝賀会を開きたいと思うのだけれど、どうでしょうか？』




　　　　＊




「それじゃ、改めて……柏田、恋ヶ崎さん、おめでとーっ！」

　結けつ婚こん式しきの約一週間前。

　いつぞやにクリスマス会を開いた二に階かい堂どうさんの自宅に、再び漫研メンバーと関係者が集結した。

　元会長である岩いわ本もとさんの音おん頭どでみんなでシャンパンで乾かん杯ぱいする。

「ありがとうございます……っ！」

　俺と恋ヶ崎は礼を言って頭を下げた。

　今日集まってくれたのは、現漫研メンバーと、漫研ＯＢ、そしてよく漫研に協力してくれた小豆ちゃんとムラサキさん。

　俺たちのためにこんな会を開いてもらえて、こんなにたくさんの人たちが集まってくれるだなんて、俺たちは本当に恵めぐまれていると思う。

「桃さん、柏田君、本当におめでとう」

「おめでとう～～っ！　わたし、二人の結婚式絶対泣く自信あるよお！」

「お二人とも、本当におめでとうございます♪」

　長谷川と小豆ちゃんとムラサキさんが、それぞれ俺たちにお祝いの言葉をかけてくれた。

「三人とも、ありがとう！」




「まさか卒業してすぐに柏田が結けつ婚こんするなんてなあ～」

　恋ヶ崎が女子たちの許もとへ行って話し込んでいると、一人になった俺の許に岩本さんが声をかけてきた。

「岩本さんには、本当に色々お世話になりました。岩本さんは、まだ彼女いないんすか？」

　大学在学中は勿もち論ろん、卒業してからも岩本さんの浮うわついた話は聞いたことがなかった。二次元一筋なのだろうか。それはある意味、オタクとして真っ当な道な気もするけど。

「いねーよバーカ！　いたらとっくに報告してるっつの！　このリア充じゆうめが！」

「はは……そ、そうっすよね。好きな人も、いないんすか？　未いまだに嫁よめは二次元のみっすか？」

「いやあまあ、三次元にも好きな人くらいいなくもないけどな～」

「えっ、誰っすか!?」

「それって、もしかして今目の前にいる、既すでに結婚が決まってる漫研の後こう輩はいだったり!?」

「……!?」

　突とつ然ぜん俺と岩本さんの間に小豆ちゃんが割り込んできて、突とつ拍ぴよう子しもないことを言ってきた。

「目の前にいる、結婚が決まってる後輩、って……俺かよ!?」

　小豆ちゃんの発言を繰くり返かえしてから、とんでもない発言だったことに気づく。

　何言ってんだこの腐ふ女じよ子しは!?　相変わらず頭おかしいな!?　シャンパン一いつ杯ぱいで酔よっぱらったのだろうか。

「ははは、じゃあまあ、そういうことで」

「ちょっと岩本さん!?　意味深なままうやむやにして終わらせないで下さいよ!?」

　小豆ちゃんの発言は置いておいて……岩本さん、好きな人がいるのか。

　それって、俺たちの知ってる人なのだろうか。それとも、会社の同どう僚りようとか？　会社の同僚だったら俺には分かるはずがない。

「かっしわだくーん！　久しぶり～っ！」

「うおっ!?」

　そこで、佐倉さんが俺の背後に回って膝ひざカックンをしてきた。

「佐倉さん、久しぶり！」

　佐倉さんに会うのは、漫研の追いコン以来だ。

　佐倉さんは少し顔が赤らんでいて、既に酔っているようだ。

「あーあ、ついに柏田君、本当に結婚しちゃうんだねえ～」

　佐倉さんがため息をつきながらそんな言葉を漏もらす。

「ショック過ぎてもうウチ病やむわ～」

「あ、あはは、その言葉だけありがたく受け取っておくよ」

「もぉ～！　またすぐそうやってはぐらかすんだからー」

「……っ！」

　佐倉さんは、俺の額にデコピンを食くらわせた。

　咄とつ嗟さに、無意識のうちに恋ヶ崎の姿を捜さがす。恋ヶ崎は二階堂さんやムラサキさん、長谷川と楽しげに会話をしていて、俺のことは一いつ切さい気にしていないようなのでほっとした。

　いや、今いま更さら佐倉さんと俺に嫉しつ妬となんてしてこないとは思うんだが、完全に条件反射ってやつだ。

「……うちは、結構柏田君に本気だったんだけどなあ……」

「……！　さ、佐倉さ……」

　佐倉さんが困ったように笑って言うので、その瞬しゆん間かん、心臓を鷲わし摑づかみにされたような気持ちになる。

「……なーんてね！」

　俺が何も言えないでいると、佐倉さんはテヘッ、とウィンクをして、俺から離れて、ＯＢの元先せん輩ぱいたちの許へと走っていった。

「…………」

　佐倉さん……。

　彼女の背中を見て、俺はなんだか少しだけ、胸が苦しくなった。







「あ～～もう、まだ二十二やそこらで結婚するなんて、早すぎるんじゃないのぉ!?　こちとらもう二十八だってのに結婚どころか彼氏の一人や二人もいないってのに！」

　宴えん会かいも終しゆう盤ばんに差し掛かかり、酔っぱらったメンバーがポツポツと出てくる。特に、いつものことだが二階堂さんが飲んだくれて出来上がっていた。

　そうか、二階堂さんはもう二十八歳なのか。こんだけ美人なんだからとっくに結婚しててもおかしくないってのに、未だに彼氏もいないなんて、本当にもったいない。

「ったく、姉あね御ご、後輩の結婚祝いで嫉妬して絡からまないで下さいよ～、みっともないんすから～」

　岩本さんが二階堂さんをたしなめている。そういう岩本さんも割と飲んでいるようだが、言動は全然まともだ。

「いつも言ってるじゃないっすか～。姉御が売れ残ったら俺がもらってあげます、って」

「うるさいうるさいうるすぁーいっ！　あんたに同情でもらってもらうくらいなら独身を貫つらぬくっつーの！」

「ちょ、さりげなく傷つくっすね～」

　岩本さんと二階堂さんの漫才のようなやりとりを見て微笑ほほえましくなる。

　こうして見ると、二人って結構お似合いだよなあ。

　……って、ちょっと待てよ!?　さっき言ってた岩本さんの『三次元の好きな人』って、もしかして……!?

「杏あん奈なせんぱ～い、ご安心下さーい！　ここにも同志がいますよぉ～？」

　ぎゃんぎゃん騒さわぐ二階堂さんの肩にもたれ掛かって、ムラサキさんが赤らんだ顔でワイン片手にそんなことを言っている。

　ムラサキさんも、特に彼氏ができたとかって話聞かないなあ。

　もしかしたら俺に言ってないだけで本当はできているのかもとか思ったが、あの様子だと本当にいないのだろうか。




「ちょっと柏田、あんた今日飲み過ぎじゃない!?」

「あぁ～？　いや別にそんなに酔ってないってぇ～」

「も～、あと三十分くらいでうちら終電なんだから、それまでに酔い覚ましてよーっ！　ほら、水！」

　男連中と飲んで盛り上がるあまりになんだか意識があやふやになってきたあたりで、恋ヶ崎に𠮟しつ咤たされた。

　与あたえられた水を一気に飲み干すが、まだ顔が熱い。

　二は十た歳ちを過ぎてからよく酒を飲むようにはなったが、こんなに酔ったのは今日が初めてかもしれない。みんなに祝ってもらえて、テンションが上がってしまったのかもしれない……なんて、脳内では意外と冷静に分ぶん析せきできるレベルではあるのだが。

「ん～、ちょっと外に出て酔い覚ますわ」

「え!?　あ、うん……そうね、それがいいかも」

　二階堂邸ていのベランダのガラス戸を開けて、サンダルを履はきベランダに出て、外の空気を吸う。

「……！　あ……ムラサキさん？」

　ベランダには、既に先客がいた。ベロンベロンに酔ったムラサキさんが、ベランダの手すりに寄りかかっている。

「あぁ～～、柏田さんらぁ～～！」

「ちょっとお、めっちゃ酔ってるじゃないっすかあ、ムラサキさん」

「柏田さんこそ、珍めずらしく酔ってますねぇ～～？」

　ムラサキさんと酒を飲むことは、今までに何度もあったが、お互たがいがこんなに酔っぱらっている状態は初めてだ。

「あぁ～あ、私も早く旦だん那なさん見つけないとれすねぇ～……」

「ムラサキさんは焦あせらなくても、作ろうと思えばすぐ彼氏でも旦那でも作れるんじゃないですかぁ～？」

「もー、そうやって年上をおだててからかうのはやめてくださいっ！」

　ムラサキさんは頰ほおを膨ふくらませて、むっとした表情で俺を睨にらんだ。睨まれたところで、可愛らしさしかないのだが。

「おだててないですって、本気で言ってるんすよ俺は！　本当に今、いい人いないんすか？」

「いたら、とっくに報告してますよぉー！　漫まん画が家かやってると、全然出会いないんれす～～」

「あぁー、なるほど……」

　確かに漫画家という職業は、家にこもることが多そうだし、異性との出会いはなさそうだ。

「あーあ、どっかに落ちてないですかねぇ～、私の理想の男性……」

「……。ムラサキさんの理想の男性って、どんな人なんですか？」

「そりゃあもう、ずっと前から同じですよぉ！　同じオタク趣しゆ味みを持っててぇ、純じゆん粋すいで素す直なおで可愛かわいくってぇ……」

「可愛い……ってことは、年下趣味なんですか？」

「…………。そう、ですねえ。ちょっとしたことですぐ照れちゃうシャイボーイで、そんなところがからかいがいがあって可愛くて、あとそれから、私の下らないボケにもノリよく突つっ込んでくれて……」

「下らないボケって！　つーか、さっきから可愛い可愛いって、ムラサキさんってかわいい系が好きだったんすねぇ？　ショタコンっすか？」

「…………」

　そこで、ムラサキさんが何も言わなくなって、俺をじっと見つめていることに気づいた。

「……？　ム、ムラサキさん……？」

「……いない、ですよねぇ。そんな理想通りの人……」

「うーん……あっ、うちの後輩の青あお野のとか!?　結構かわいい系っすよ！　何度か会ってますよね？」

「…………はあぁ～～～」

「えっ？　ちょ、いきなりどうしたんすか？」

　ムラサキさんがわざとらしいくらい大きなため息をついて、その場に座り込んでしまったので、動どう揺ようする。

「ってか、ベランダに座り込まないで下さいよ！　座るなら部屋ん中入りましょう！」

　今日のムラサキさんは、いつも以上に酔よっぱらっているようだ。

　無理矢理ムラサキさんの腕うでを引っ張って、部屋の中に引きずり込んだ。
















「紫ゆかりあんた、もう飲みつぶれてんのっ!?　こんなんじゃあまだまだ許さないわよ!?　ほら、起きなさいよ！」

　部屋の中で横になってぐったりとしているムラサキさんに、二階堂さんが近づいて身体からだを揺ゆさぶり起こす。

　ちょ、体育会系のサークルじゃあるまいし、あんなんなってんのにまだ飲ます気かよ!?

「飲みつぶれてなんかないれすぅ～～まだまだ飲めますよぉ！　杏奈先せん輩ぱいっ、私を誰だれだと思ってるんれすかぁ～～!?」

　ムラサキさんは二階堂さんの言葉に再び生気を取り戻もどし、元気よくそんなことを言い出した。ば、化け物だ……。

「そうこなくっちゃ！　それでこそ紫ね！　今日は朝まで飲むわよっ！」

　二階堂さんとムラサキさんは、朝までコース確定か……相変わらず、桁けた違ちがいに飲んべえだな。

「柏田ぁっ!?　あんた、どこ行ってたのよぉっ!?」

「え、ど、どこって……ベランダに出て酔い覚ますってさっき言っただろ!?」

　憤ふん慨がいしている恋ヶ崎の様子を見て、こいつも相当酔っぱらってんな、と思う。俺に酔っぱらいだとか責める資格ないんじゃないだろうか。

「……って、やべ！　もう終電近い！　恋ヶ崎、かえんぞ！」

　気づけば、大体のメンバーの姿はなくなっていた。酔っぱらっていて気づかなかったが、みんな自分の終電前に帰っているのだろう。

　明日あしたは午前中から結けつ婚こん式場で打ち合わせがあるので、ちゃんと家に帰らなければ。

「それじゃあ皆みなさん、今日は本当にありがとうございました！」

「ありがとうございました！」

　俺と恋ヶ崎は今一度、その場に残っている人に礼を告げて、二階堂邸を後にした。

　駅まで走って、なんとかギリギリ終電に間に合った。
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　翌日。

「ついにカッシーが結けつ婚こん、かあ……」

　俺の親友は缶かんビールをいつもより速いピッチで飲みながら、しみじみと言葉を漏もらした。

　鈴すず木きの家で、今日は久しぶりに二人で酒を飲んでいた。昨日の夜、突とつ然ぜん誘さそわれたのだ。

　俺も忙いそがしいがメジャーデビューしてプロのミュージシャンになってから鈴木は死ぬほど忙しくなってしまい、以前のように二人でアキバに行ったり鈴木の家で宅飲みすることもなかなかできなくなっていた。

「おい、あんま飲み過ぎんなよ？　来週お前には大仕事が待ってんだからな!?」

　酒を飲むピッチを緩ゆるめない鈴木に思わず突っ込む。

　鈴木には俺たちの結けつ婚こん式しき披ひ露ろう宴えんの余興を頼たのんであるのだ。

「分かってるって。カッシーと恋こいヶが崎さきさんの大事な日なんだから。ライブ前より練習したんだよ」

「な、なんでだよ!?　適当でいいっつの！」

「はあ～～、高校の時にできた彼女と、七年遠えん恋れんの末に結婚、って……これなんて純愛エロゲのトゥルーエンド!?」

「は、ははは……」

「……そういえば、カッシーが最初に俺に声をかけてきたのって、恋ヶ崎さんに言われてだったんだよね？」

「あ、ああ」

　俺は高校一年で恋ヶ崎と両思いになった後、恋ヶ崎が最初は鈴木のことが好きだったこと、恋ヶ崎に頼まれて最初鈴木に声をかけたことを鈴木にバラした。

　ずっと黙だまっているのも騙だましているみたいで罪悪感があったし、もう隠かくすようなことでもないと思ったからだ。

　鈴木はそれを聞いたところで、少し驚おどろいてはいたが、全く怒おこったりしている様子はなかった。

「つまり、恋ヶ崎さんがいなかったら俺とカッシーも出会ってなかったってこと……」

「そうなるな」

「そう考えると、余計に二人の結婚が尊く思えるよね！　なんかもう、全部運命だったのかな？　って気になってくるよね！」

「……って、お前やっぱ飲み過ぎだって！　なんで涙なみだぐんでんだよ!?」

　気づけば、鈴木はもう一人で缶ビール二本空けている。

「なんか最近、カッシーと初めて会ったときのこと思い出すんだよねぇ。今までオタク友達が全くいなかった俺の許に、突然声かけてきてくれてさ。ほんと嬉うれしかったんだよ……。それが恋ヶ崎さんに頼まれたことだって知ってちょっとだけショックだったけど、それでもその後はカッシーが自分の意志で俺と仲良くなりたいって思って、オタク友達として仲良くしてくれて、ほんと感謝してるっていうか……」

「おいおいおい、鈴木……」

　湿しめった空気になってしまい、困こん惑わくする俺。

　こいつ、やっぱ相当酔ってんな!?　顔も赤いし。

「思い返してみれば結局俺、あの後高校でも大学でもカッシー以外ほとんどリア充じゆう方面の友達しかできなくて、オタク友達でこんなに気軽に話せるのってカッシーくらいだからさ。カッシーと出会えてなかったら、こんなに楽しいオタクライフ送れてなかったんじゃないか、って……そういうこと、余興の練習してると色々考えちゃって……」

「す、鈴……木……」

　やめろよ、おい……。そんなこと言われると、俺も酔っぱらってるもんだから、なんだか俺まで目め頭がしらが熱くなってくるだろうが！

　俺の方こそ、あれから大学で普ふ通つうの友達もオタク友達もできたけど、鈴木ほど暑苦しい友情を育はぐくめた奴やつは他ほかにいない。せいぜいみんなで遊ぶオタク仲間、って感じだ。

「それとね……俺、カッシーに報告したいことがあってさ」

「……！」

　来た。ついに来た。

　それってもしかしなくとも、この間渡辺わたなべあやが言ってた話だよな？

　俺は内心、いつ鈴木がその話を打ち明けてくれるのかと待っていた。

「ああ、なんだ？」

　一体鈴木の身に何が……。

「俺、彼女できたんだ」

「……っ!?」

　あまりに驚いて、鈴木の言葉に絶句する。

　渡辺あやが言ってたのは、このことかよ!?

　この鈴木が、ついに彼女!?

「マ、マジかよ!?」

「前にも言ったけどさ、カッシーと恋ヶ崎さん見てたら恋れん愛あいも悪くないなあって思えたから」

「……！　ちょ、ちょっと待てよ、もしかしてその彼女って……」

「ああ、カッシーには一回会わせたことあるよね。メイド喫きつ茶さの愛あい梨りさんだよ」

「やっぱり～～っ!?」

　そういえばあのとき、既すでにいい感じだったもんな……。

「いや、ついにお前に彼女ができるなんて……俺も嬉しいよ。おめでとう……愛梨さん、めっちゃいい子そうだったしな」

「ありがとう！　俺がこんな前向きになれたのは、カッシーと恋ヶ崎さんのおかげだよ。二人が、こんな恋愛ならしてみたいっていうくらいの純愛を見せてくれたからさ」

「よし、もう一度乾かん杯ぱいだ！」

　鈴木に中学校以来初めて彼女ができたことを祝って、再度乾杯した。

「それから、あやちゃんにも謝ったんだ。あの頃ころは中学生で子供だったから、女の子のこと信用できなくて、たくさん傷つけちゃったから……。別にあやちゃんは悪くなかった、って、今なら思える」

「鈴木……お前も、随ずい分ぶん変わったな」

「え、そうかな？　でももしそうだとしたら、カッシーがいたから変われたんだよ。カッシーがいたから俺も恋愛できるようになった。カッシーも、高校の時から比べたらすごく変わったと思うけど、いいところは全然変わってないよね」

「鈴木……」

　高校で鈴木と出会えて、オタク友達として親友になれて、本当に良かった。

　男同士にしては暑苦しい友情だけど、そう思わずにはいられなかった。







　明日は早朝から準備があるので、遅おそくなる前に俺は鈴木の家を出る準備をする。

「あ、カッシーくん！」

　俺と鈴木が鈴木の部屋を出ると、鈴木のお姉さんである実み月づきさんがリビングでソファーに座っていた。俺がこの家に来たときはまだ帰っていなかったが、鈴木の部屋にいる間に帰ってきたようだ。

「実月さん！　こんばんは。ご無ぶ沙さ汰たしてます」

　鈴木の家に来たこと自体久しぶりだったので、実月さんに会うのも久々だった。

「聞いてるよ～！　来週結婚式なんでしょ!?」

「あ、はい……」

「ほんとにおめでとーっ！」

　実月さんは俺に近づいて握あく手しゆをしながら、ぶんぶんと手を上下に揺ゆらす。

「ありがとうございます」

「結婚しても、うちに遊びに来てやってね!?　うちの弟が寂さみしがるから！」

「ってちょっと、なんでいつもそういう余計なこと言うんだよ!?」

「はい、勿もち論ろんです！」

「今度また、桃ももちゃんと一いつ緒しよに遊びに来てよ」

「はい！」

　実月さんと挨あい拶さつを交かわした後、鈴木が玄げん関かんまで俺を見送った。

「じゃあ、来週はよろしくな！」

「うん、カッシーも結婚式頑がん張ばってね！」




　鈴木がやっと恋愛に前向きになった話をしてくれたところで、俺は鈴木の家を出て、駅までの道を歩いた。
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　そして、待ちに待った結婚式……の前日。

　結婚式の準備は万ばん端たんなのだが、土曜なのに仕事があって、またその後職場の先せん輩ぱいに結婚祝いにと軽く飲みに誘さそわれて、ほろ酔よい気分で俺は帰路についていた。

　やがて地元の駅にたどり着く。

「…………」

　このまま家にまっすぐ帰るかどうか、ふと迷った。

　恋ヶ崎は数日前から、俺の実家の近くにマンスリーマンションを借りて住んでいる。俺の実家に泊とまればいいと俺も俺の家族も勧すすめたのだが、一緒に住むのは結婚後にとっておきたいという恋ヶ崎の希望で、そんな状態になっていた。

　確か今日恋ヶ崎も、女友達をマンションに呼んで宅飲みすると言っていた。おそらく、小豆あずきちゃんやムラサキさん、長は谷せ川がわあたりを呼んでいるのだろう。

　一いつ瞬しゆん、顔を出そうかな……なんて考えたが、女同士の集まりに男が顔を出すなんて野暮ってもんだ、と考え直す。

　酔っているせいで、それから結婚式前のせいで……俺はなんとも言えないセンチメンタルな気分になっていた。

　このまままっすぐ家に帰って寝ねるのも勿もつ体たいないと思った俺は、家に帰る道から逸それて、近所の土手に向かって歩いた。

　ここのところ仕事に追われる毎日で、ゆっくり何か考えごとがしたくなったときは、会社帰りに家の近くの土手に行ってぼーっとするのが習慣になっていた。




　夜の土手はとても静かで、東京なのに少し星が見える。

　この妙みように感傷的な気分に浸ひたるのにはちょうどいい環かん境きようが整っていた。

　俺は明日あした、恋ヶ崎と結婚する。

　それはずっとずっと望んでいたこと。

　これでもう、ずっと一緒にいられるのだ。

　未いまだに実感が湧わかない。

　今までは離はなれて住んでいて数ヶ月に一度しか会えなかった恋ヶ崎と、明日から毎日一緒にいられるだなんて──。




「えっ……か、柏かしわ田だ君!?」




「……えっ!?」

　俺が雑草の上に腰こしを下ろして感傷に浸っていたところ、突とつ然ぜん後ろから声をかけられてびっくりした。

　そこにいたのは……。




「あ……小豆ちゃん!?」




　なんで小豆ちゃんがここに……!?

「びっくりしたぁ……柏田君、こんなところで何してるの!?」

「いや、俺もびびったよ！　俺は会社の先輩と飲んで帰るところで、なんか酔っぱらったし土手でぼーっとしてから帰ろうかな～って思って……」

「そ、そうなんだ……」

「小豆ちゃんこそ、なんでこんなところに!?」

「わたしは桃ちゃんのマンションから帰るところで、なんか色々考え事がしたくなったから、終電までまだ時間あるしどこか一人になれるところないかなってさまよい歩いてたところで……」

「マ、マジで？」

　こんな噓うそみたいな偶ぐう然ぜん、あっていいのだろうか？

　小豆ちゃんも、何か色々考え事がしたくなっていたのか……。

「えっと、他の子は？」

「他の子？　今日は、わたしと桃ちゃんのサシ飲みだったんだよ」

「あ、そうなの!?」

　恋ヶ崎からは小豆ちゃんとか呼ぶ、と聞いていたので、他にもいるかと思ったんだが、まさか二人だけで飲んでたなんて。

　二人きりで、一体どんな話をしたのだろう。

「ねえ柏田君……ちょっとだけ、隣となりいい？」

「え!?　ああ、勿論！」

　小豆ちゃんの言葉に驚おどろきつつ返事をする。

　小豆ちゃんは、俺と恋ヶ崎が付き合ってから……俺の勘かん違ちがいかもしれないが、なんとなく俺とは少し距きよ離りを取るようになっていたような気がしたので、小豆ちゃんの方からそんなことを言うなんて意外だった。

　小豆ちゃんは俺の隣にゆっくり腰を下ろした。

　小豆ちゃんと二人きりだなんて、一体いつ以来だろう。すぐには思い出せないくらい久しぶりな気がする。

　至近距離にくると、仄ほのかに小豆ちゃんの懐なつかしい匂においがした。シャンプーなのか香こう水すいなのか分からないが、まるで石せつ鹼けんのような爽さわやかないい香かおり。

　付き合っているときを思い出して、酷ひどく懐かしい気持ちになる。

「いよいよ、明日だね」

「ああ……うん」

「あのさ柏田君、わたし……わたしね」

　小豆ちゃんが俺の方に顔を向けて、真しん剣けんな様子で口を開いた。

　一体何を言われるのだろうと、ドキッとする。

「正直、柏田君と別れた当初は、すごく悲しかったし、大好きな桃ちゃんであっても、柏田君をとられるのが辛つらかった」

「……！」

　小豆ちゃんの言葉に、もう遠い過去の話なのにもかかわらず、俺は胸が締しめ付けられるような気持ちになった。

　当時、小豆ちゃんは別れた後も俺のことが好きでいてくれていたのに、それでも俺のことを思って恋ヶ崎と俺がくっつくよう、俺の背中を押してくれたんだ。

　小豆ちゃんがいなかったら、俺と恋ヶ崎はつき合えていなかった。

「小豆ちゃん……」

「だけど、もう今は違う」

「！」




「わたしは、柏田君と桃ちゃんが結婚することが、心から嬉うれしいんだ。大好きな二人が幸せになってくれることが、わたしにとっても幸せだから。きれいごとじゃなくて、今は心からそう思えるの」




　小豆ちゃんは一点の曇くもりもない澄すんだ瞳ひとみで、俺の目をまっすぐに見てそう言った。

「あ……小豆、ちゃん……」

　今日の俺は、どうかしている。

　酔っていることもあるし、結婚前夜だということもあって、異常なくらいに感傷的になっている。

　だから俺はそのとき、小豆ちゃんの言葉を聞いて……自分の目め頭がしらが熱くなるのを感じた。




「って、柏田君!?　ちょ、何泣いてんのっ!?」

　小豆ちゃんにも即そつ行こうバレるくらい、俺は思いっきり泣いていた。

「いやだって、小豆ちゃんがそんなこと言うから……」

「成人男性がこんな簡単に泣くなんてびっくりだよ!?」

「今酔ってるからさ……」

「泣き上戸なのっ!?」

　小豆ちゃんは笑いながら、泣いている俺に突つっ込む。




　小豆ちゃん、どうして君はそんなに優やさしいのだろう。

　こんなに優しくて友達思いな女の子を、俺は他ほかに知らない。

　小豆ちゃんにはまだ恋こい人びとがいない。本音を言えば俺は、将来小豆ちゃんの彼氏になる男が心から羨うらやましいし、憎にくらしくて仕方がない。

　こんなこと絶対に、当然恋ヶ崎にも、小豆ちゃん本人にも、言えないことだが……。

「小豆ちゃん……俺は、酔った勢いで今からすごく身勝手なことを言うから、聞き流して欲しい」

「え？」




「どうか小豆ちゃんには……幸せになって欲しい。俺はいつも、心から……世界で二番目に、君の幸せを祈いのってる」




　完全に酔って感傷的になって泣いている、酔っぱらいの戯ざれ言ごとだった。

　こんなこと言うなんて、本当に身勝手で、失礼で、愚おろかだと思う。小豆ちゃんに嫌きらわれても仕方がないくらい。




「か、かし……柏田くん……」

　小豆ちゃんは、まっすぐに俺を見た。暗がりでも、彼女の目が潤うるんでいることに気づいた。俺が泣いてるから、もらい泣きかもしれない。




　世界で一番幸せになって欲しいのは、幸せにしなくちゃいけないのは、言うまでもなくたった一人だ。

　だけどその次に、俺には何もできないけれど、絶対に幸せになって欲しいのは、目の前にいるこの女の子だった。




　何度も傷つけてごめん。たくさんの幸せをありがとう。




「も～～っ！　や、やめてよそういうこと言うの！」

「いてっ!?」

　小豆ちゃんにすごい力で背中を叩たたかれて、俺は前につんのめって倒たおれた。

　小豆ちゃんは俺から顔を背そむける。泣き顔を見られたくないからだ、とすぐに分かった。

「もーだめだね、酔よっぱらいは！　涙なみだ脆もろくて……わたしも、柏田君も……」

「小豆ちゃんも、泣き上戸じゃん」

「もう帰った帰った！　お互たがい明日あしたも早いんだし！」

　俺と小豆ちゃんはその場で立ち上がって、歩き出した。







「駅まで送ってくれてありがとう。じゃあ……また明日」

「うん、また明日」

　俺の地元の駅の改札の前で、俺たちは別れた。

　小豆ちゃんは俺に背中を向けて、改札の中に入っていく。どんどん離れていく背中を、俺はその場で見送った。

　突然、小豆ちゃんが振ふり返る。




「幸せになってね！　わたしもっ……絶対、幸せになるから！」




　駅にいる人たちの視線も気にせずに、小豆ちゃんは大声で俺に向かって叫さけんだ。




「あ、ああ！　約束だっ！」

　俺も負けじと大声を出して、小豆ちゃんに向かって手を振った。







「ただいま」

「ちょっと直なお輝き！　式の前日だってのにこんな遅おそく帰ってきて～！」

「……！」

　家に帰ると、いつもだったらこの時間にはとっくに寝ねているはずの両親が、珍めずらしく二人並んでソファーに座り、テレビを観ていた。

　テーブルの上にはウィスキーとグラスが並んでいる。

「明日の準備はもう完かん璧ぺきなのか？」

「え？　ああ、うん、多分……。一いつ杯ぱいくらい俺も飲もうかな」

「バカ言ってんじゃないわよ！　その様子からして既すでに酔ってんでしょ!?　明日早いんだから、もうお風ふ呂ろ入って寝なさい！」

　親からこんな風に干かん渉しようされることも、今日で最後だと思うと不思議とまた感傷的な気持ちになってくる。

　部屋に戻もどって着き替がえを取り、風呂に向かう。

「直輝……」

　リビングから出ようとしたとき親父おやじに声をかけられて、振り向いた。

「桃さんのこと、幸せにするんだぞ」

「……！　あ、ああ！」

　いつもそういう真ま面じ目めな話は一いつ切さいしてこない親父にそう言われて、俺は力強く頷うなずいた。

「何か困ったことがあったら……いつでも頼たよって来なさいね」

「……うん。ありがとう」

　オカンが今までにない優しい笑え顔がおでそう言うもんだから、またしても涙るい腺せんがやられそうになったのを必死で耐たえて、俺は風呂に向かった。







　風呂から上がると、リビングに両親の姿はもうなくなっていた。つまり、俺が帰るのを待ってたってことか……。

　歯を磨みがいて髪かみを乾かわかして、部屋へ戻る。




　ベッドの上で、明日起きる時間にスマホの目覚ましをセットしていると、部屋の扉とびらがノックされた。

「ん？」

　俺が返事をすると、扉が開く。そこには、あかりが立っていた。

「直輝、あ、あのさ……」

「おお、あかり、どうした？」

「今日……直輝の部屋で寝ていい？」

　あかりは今にも泣き出しそうな表情で俺に聞いた。

「……！　あ、ああ……いいよ」

　俺の言葉に、あかりは隣となりの自分の部屋から布ふ団とんと枕まくらを持ってきた。

　俺のベッドの隣にあかりは自分の布団を敷しいて、そこに横になった。

「なんだよ、部屋におばけでも出たのか？」

　俺の冗じよう談だんめいた質問に、あかりは黙だまっている。

　布団に入って俺に背を向けた。

「電気消すぞ」

「……うん」




「明日からもうこの家に直輝がいないなんて……信じらんない」

「……！　あかり……」

　部屋の電気が落ちてから、あかりの泣きそうな声が聞こえた。

「な、なんだよ。俺がいなくなるのが寂さびしいのか？」

「寂しいよ、バカァッ！」

「あ、あかり……」

　あかりになんて声をかけたらいいのか悩なやんでしまう。

　俺だって、長年一いつ緒しよに住んでいた妹とバラバラになるのは寂しい。

　もうあかりと家でゲームしたり、だらだらとくだらないことを語り合ったり、今まで当たり前だった日常がなくなるなんて……。

「……直輝はさ、高校に入ってから、どんどん変わっていったのに……あかりは何も変われてない。桃さんみたいな素す敵てきな女性には、一生かかってもなれないもん」

　あかり……そんな風に思ってたのか？

「俺だって、高校の時は全然だめだったけど、恋ヶ崎やいろんな人のおかげで少しずつ変わることができた。あかりにもいつか、あかりがそう望むなら、俺にとっての恋ヶ崎みたいな相手が現れるはずだよ」

「……彼氏なんて、欲ほしくないもん」

「え、そうなのか？」

「あかりに彼氏なんてできるわけないもん！」

「……そんなことない。オタクだって、変わりたいって望めば変われるんだから」
















「…………」

「……あかり、離はなれて暮らしても、兄妹きようだいだってことは何も変わらないからな。彼氏できたら、真っ先に紹しよう介かいしろよ」

「…………」

　あかりは少しの間黙っていたが、やがて。

「……うん……、いつか……直輝より素敵な彼氏紹介しに行くから……」

「ああ、その意気だ」

　正直、あかりに彼氏なんて、俺はしばらくできて欲しくないんだけどな。




　あかりが小さく洟はなをすする音を聞きながら、暗くら闇やみの中で、色んなことを思い返していた。

　親父、オカン、妹のあかり。

　高校からの友人、小豆ちゃん、長谷川、鈴木、桐きり谷たに、ムラサキさん。

　大学の友人、漫まん研けんサークルの佐さ倉くらさん、岩いわ本もとさん、二に階かい堂どうさん、先せん輩ぱい、後輩のみんな……。

　カラオケのバイトでお世話になった山やま本もとさん、編集者のバイトでお世話になった蓮はす見みさん、深ふか瀬せ愛めぐみ。

　初はつ恋こいの相手である及おい川かわ。




　そして……最愛の彼女である、恋ヶ崎。




　今まで出会った人たちに感謝したい。

　今日ほどそう思えたことはない。
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　翌日。

　俺は家族とともに車で式場に向かった。

　新しん郎ろうより身み支じ度たくに時間のかかる恋こいヶが崎さきはもう既に式場に入って準備をしている。

　挙式が始まる二時間前に、式場に到とう着ちやくした。

「今日は宜よろしくお願いします」

　今日お世話になる式場のスタッフに親ともども挨あい拶さつする。

　それから俺の親族の控ひかえ室しつに出向いて挨拶をして、その後スタッフと最終打ち合わせをした。




「ご新婦さんのご準備ができました」

「……！」




　控え室から出てきた恋ヶ崎の姿を見て、俺は思わず息を吞のんだ。

「えへ……ど、どう？」

　二人で選んだ純白のウェディングドレスに身を包んだ恋ヶ崎は、この世のものとは思えないほどに美しかった。




　こんなに綺き麗れいな子が、今日から俺の奥さんになるんだ。

　今いま更さらそんな実感が湧わいてくる。




「うん……めちゃくちゃ似合ってるよ」

「へへ、ありがと。あんたも、様になってる」




「柏かしわ田だ君」

「……！」

　声をかけられて振ふり向くと、そこには恋ヶ崎の両親が立っていた。

「あ、きょ、今日は宜しくお願いします！」

「ああ、宜しく」

「宜しくお願いしますね」

　緊きん張ちようで背筋が伸のびる俺に、両親は挨拶を返した後、




「桃ももを、宜しく頼たのむ」




　恋ヶ崎の親父さんがそう言って、俺の肩かたの上に手を置いた。

「……！　は、はい！」

　それが、今日一日のことではなく、これから先のことだと気づいて、俺は元気よく返事をして頭を下げた。




　それから互たがいの親族を紹介し、受付を担当してくれる雨あめ宮みやに笹ささ川がわ、俺の大学の男友達に挨拶をして、挙式が始まるまで俺たちは控え室で待つことになる。




「ついに、この日が来ちゃったね」

　恋ヶ崎は、いたずらっぽく笑って言う。

「あ、ああ……そうだな」

　緊張のあまり、口数が少なくなってしまう俺。

「どう？　今いま更さら後こう悔かいとかしてない？　マリッジブルーとかなってない？」

「なっ、んなわけねえだろ!?　俺が、どんなにこの日を待ったことかっ……！」

「……あたしも。あたしもずっと、この日を待ってた」

　恋ヶ崎の顔を見ると、苦しそうな笑え顔がおで俺を見ていた。




　ついに今日、恋ヶ崎と一緒になれるんだ。




「出会った頃ころは……まさかこんなことになるとは思ってなかった」

「……ああ、もちろん俺もだ」

　出会った頃は、なんだこいつ、って思った。

　勝手に自分に協力しろ、って言ってきて。協力してくれなきゃオタクだってバラす、とか脅おどしてきて。

　横暴で自分勝手なギャル。それが最初の印象。




「あんたといて楽しいことも嬉うれしいこともあったし、つらいことも悲しいこともあった」

　……俺もだ。

　たくさん傷つけたし、たくさん傷ついた。

　恋ヶ崎と出会っていなかったら、今とはまるで違ちがう人生を歩んでいただろう。

　もっと平へい凡ぼんな人生だったかもしれない。未いまだに結けつ婚こんどころか、恋れん愛あいすらできていなかったんじゃないかと思う。




「だけどあんたは、私が今まで生きてきた中で一番素敵な人だった。誰だれにでも優やさしくできる人。困った人を見たら放ほうっておけない人。いざというときはいつだってあたしのことを助けてくれた、誰よりも男らしい人」




「こ、恋ヶ崎……」

　恋ヶ崎は、俺の手をぎゅっと強く握にぎる。

「恋ヶ崎、じゃないでしょ？　今日からは……桃、って呼んで？」

　恋ヶ崎は恥ずかしそうに笑って言う。

「……！　そう、だな……桃」







「直なお輝き、今日から末永く宜しくね。絶対、あんたのこと幸せにするから」







「桃……。それは、俺のセリフだって！　俺の方こそ、絶対幸せにするから！」







「それでは、もうすぐ入場となります」

　俺たちの許に、スタッフと互いの両親がやってきた。

　やがて、挙式の司式者である牧師が最初に教会に入場する。

　続いて、合図があり新郎である俺が入場することになる。

　緊張で心臓がばくばくいうのを感じながら教会の中に入ると、列席者が一いつ斉せいに俺を見る。見覚えのある顔ぶれがあって、少し安心した。

　小豆あずきちゃん、長は谷せ川がわ、ムラサキさん、鈴すず木き……みんな、穏おだやかな表情で俺を見守ってくれていた。

　リハーサル通り、オルガンの演奏に合わせてゆっくりと祭さい壇だん前まで歩く。

「それでは皆みな様さま入り口をご覧下さい」

　再びオルガンでの演奏が始まり、扉とびらが開いて、桃と親父おやじさんが入場した。

　みんなの注目が桃と親父さんに集まる。自分の挙式だっていうのに、感動で胸がいっぱいになった。

　演奏と歌に合わせて、ゆっくりと一歩ずつ、祭壇前まで歩いてくる二人。

　俺の前までやってきたところで、俺は親父さんから桃の手を受け取った。親父さんと目を合わせる。親父さんは、少しだけ切なげな表情で、だけど笑顔だった。

　俺と桃は腕うでを組み、祭壇前に並んだ。

　全員起立したまま、一同で讃さん美び歌かを歌う。




「柏田直輝さん。あなたは恋ヶ崎桃さんと結婚し、妻としようとしています。あなたは、この結婚を神の導きによるものだと受け取り、その教えに従って、夫としての分を果たし、常に妻を愛し、敬い、慰なぐさめ、助けて、変わることなく、その健すこやかなるときも、病やめるときも、富めるときも、貧しきときも、死が二人を分かつときまで、命の灯ひの続く限り、あなたの妻に対して、堅かたく節操を守ることを約束しますか？」

「はい、誓ちかいます」

　震ふるえる声で、返事をした。

「恋ヶ崎桃さん。あなたは柏田直樹さんと結婚し、夫としようとしています。あなたは、この結婚を神の導きによるものだと受け取り、その教えに従って、妻としての分を果たし、常に夫を愛し、敬い、慰め、助けて、変わることなく、その健やかなるときも、病めるときも、富めるときも、貧しきときも、死が二人を分かつときまで、命の灯の続く限り、あなたの夫に対して、堅く節操を守ることを約束しますか？」

「はい、誓います」

　互いに誓いの言葉を述べると、指輪の交こう換かんへと移る。

「それでは、指輪の交換をします」

　まずは俺が桃の左手の薬指に指輪をはめ、次に桃が俺の左手薬指に指輪をはめた。

「それでは、誓いのキスを」

　俺は桃のベールをそっと上げる。

　ベールの下の桃と目が合った。

　その瞬しゆん間かん、今までの思い出が走そう馬ま燈とうのように頭を駆かけ巡めぐった。

　桃と出会った日のこと。突とつ然ぜん呼び出されて、脅されて始まった俺たちの協定関係。

　桃が、クラスの不良相手に、俺のことを初めて、『友達』だと言ってくれた日。あの言葉に、どれほど救われたか。

　あのスイーツ（笑）ギャルだった桃が、コスプレして、夏コミにでかけて、少しずつオタクになっていって……。

　長谷川とのデートで困っているとき、俺のことを気にかけて助けてくれたこと。

　花火大会でボッチになって、傷心して帰ろうとしたとき、桃からの電話の言葉に救われたこと。

　長谷川に振られたとき、俺を抱だきしめて慰めてくれたこと。

　いつでも桃がいたから、地味なオタクで女の子とロクに話せなかった俺が、リア充じゆうになろうなんて無む謀ぼうな夢に向かって頑がん張ばることができた。

　悪態をつきながらも、いつもそばで俺を助けて、励はげまして、背中を押してくれた。

　そんな桃に、俺はいつの間にか依い存ぞんしていて。

　桃が他ほかの男を……鈴木のことが好きだってことに、嫉しつ妬とするようになって。

　鈴木のことが好きだと思っていた桃が、俺のことが好きなんだと知ったとき、どうしようもなく愛いとしくなった。

　そこで初めて、自分の気持ちに気づくことができた。

　やっと桃と両思いになれたのに、すぐに遠えん距きよ離りになってしまって。

　何度も桃のことを不安にさせて、傷つけた。




　もう二度と、泣かせない。手放さない。

　絶対に、幸せにする。




　桃が目を瞑つぶる。

　俺も目を瞑って、ゆっくりと──その唇くちびるにキスをした。










　やがて挙式が終わり、披ひ露ろう宴えんへと移る、

　まずは司会者が俺たちのことを紹しよう介かいして、俺の会社の上司が主しゆ賓ひんを務め、祝辞を述べた。それから会社の先せん輩ぱいが乾かん杯ぱいの音おん頭どをとり、乾杯する。

　ケーキ入刀、お色直し、様々なイベントが目まぐるしく過ぎていく。

　ピンク色のドレスに着き替がえた桃は、ウェディングドレスとはまたひと味違って可か憐れんで可愛かわいらしかった。

　だけど俺は、これからあるイベントのことで頭がいっぱいで、気が気じゃない。

「直輝、全然食事もお酒も進んでないじゃん。よっぽど緊きん張ちようしてるの？」

「あ、ああ……」

　隣となりに座る桃が、心配そうに俺の顔をのぞき込む。




「それではここで、新しん郎ろうのご友人が歌と演奏を披ひ露ろうして下さいます」




　拍はく手しゆが巻き起こり、会場の扉から、鈴木がアコースティックギターを持って登場した。

　会場の客席がざわめく。鈴木がプロのミュージシャンだと知っている人も多いのだろう。




「鈴木君の歌、楽しみだな～」

　事前に恋ヶ崎には、余興は鈴木が弾ひき語りをしてくれると話してあった。




　鈴木はみんなの前に立ち、マイクで挨あい拶さつを始める。

「直輝さん、桃さん、ご結婚おめでとうございます。この度たびは素す晴ばらしい挙式にご招待頂きありがとうございます。……」

「それではここで、お二人のご結婚を祝して、僭せん越えつながらギターでの弾き語りを披露させて頂きたいのですが……実は一人では歌えない歌なので、スペシャルゲストにお手伝いをお願いしたいと思います」




　鈴木の言葉に、会場中がどよめく。

「え、スペシャルゲスト!?　何それ!?」

　桃も、驚おどろいて俺に向かって尋たずねた。

　俺は覚かく悟ごを決めて、立ち上がる。

「……えっ!?」

　桃が驚いた様子で、俺の顔を見た。




　当初、俺は鈴木に歌を歌ってもらうつもりだった。

　俺はどうしても、自分で作詞した歌を鈴木に歌って欲しかった。桃に伝えたい言葉を歌にした。

　鈴木にそれを提案すると、俺の詩に曲をつけてくれると言った。そして、それならいっそ俺が演奏するからカッシーが歌った方がいい、と言ったのだ。

　最初は俺は歌なんて上う手まくもないし、人前に出るタイプではないから、と断ったのだが、カッシーが恋ヶ崎さんのために作った歌詞なんだから、絶対にカッシーが自分の声で歌って伝えた方がいい、と鈴木に説得された。

　俺は鈴木がクソ忙いそがしい中俺たちのために曲を作ってくれること、演奏してくれることに感謝しつつ、鈴木の言葉を受けて確かにその通りだと思い、俺はその提案に乗った。







　俺にはどうしても、桃に伝えたい気持ちがあった。伝えたい歌があった。







「それでは、スペシャルゲストである新郎からまずは一言お願いします」

　司会者にマイクを渡わたされる。みんなの前に立つと、足が震えてきた。桃が驚いた表情で俺を見ているのが分かった。

「え、えっと……大変聞き苦しいかもしれないので恐きよう縮しゆくなのですが、本日は友人鈴木君の演奏で一曲歌わせて頂きたいと思います」

　俺の言葉に、会場の客席がざわめく。俺の友人たちも、さぞかし驚いていることだろう。

　自分でも、人前に出るのが苦手な俺がこんなことをするなんて思ってもみなかった。

「……桃さんが、高校の学園祭で歌を歌ったんです。その歌がきっかけで、僕は桃さんのことを意識するようになりました。だから……今日は、その歌に対してのアンサーソングを、僕が作詞して、鈴木君に曲を作ってもらったので、僭越ながら皆みなさんの前で披露させて頂きたいと思います」

　今一度、拍手が起こる。

　鈴木がギターを構えて、俺と目を合わせた。

　鈴木の演奏が始まり、練習通り歌に入る。

　どんなに下手くそでも、どうしても俺が俺の言葉で伝えたかった歌。








『いつも遠くから見守ってくれてありがとう

　僕を信じて　支えてくれてありがとう

　君がいるから　今の僕がいる

　君が僕のすべてを変えてくれた

　君のいない人生なんて　もう考えられない




　あの日君が歌った歌が　今も耳を離はなれないよ

　王子になんてなれないけれど

　一生かけて幸せにするから

　我が儘ままな願いも　全部叶かなえるから

　だからどうか　ずっと僕の側そばで笑っていてください』









　桃に全身全ぜん霊れいの思いを込こめて、精せい一いつ杯ぱい歌いきった。

　決して上手じゃない、かっこよくもない俺の歌。




　遠くで桃が、泣きながら俺を見ているのが分かった。




「恋ヶ崎桃さん……これからも宜よろしくお願いします」




　最後に挨拶で締しめると、客席から俺にはもったいないくらいの拍はく手しゆ喝かつ采さいが聞こえた。

　と同時に、桃がその場から立ち上がって……。







「ええっ、ちょっ!?」

　俺に向かって全速力で走ってきたかと思うと、思いっきり抱だきついてきた。

　あまりの勢いに、俺はその場に倒たおれ込んでしまう。




「ヒュ～ヒュ～！」

「よっ、このリア充～っ！」

「末永く爆ばく発はつしろよ～！」




　漫まん研けんのメンツが、俺たちに向かってヤジを飛ばした。

　高校の友達は、俺たちを見て腹を抱かかえて笑っている。




「もうっ……な、何これぇっ!?　全然聞いてないんだけど!?　めっちゃ恥はずかしいんですけど!?　こういうことするなら……じ、事前に言ってよ!?」
















　桃は少し身体からだを起こして、涙なみだ目めで俺に訴うつたえる。

「じ、事前に言ったらサプライズになんないだろ!?」

「そうなんだけど！　もう、こういうのズルすぎ……」

　桃は涙を拭ぬぐってから俺の顔を見る。




「ばかぁっ……。もう、愛してるよ……直輝」




　俺の奥さんは、泣きながら笑って俺にそう言った。




　この笑え顔がおを、一生かけて守っていこうと誓ちかった。







　　　あとがき







　お久しぶりです、村むら上かみ凛りんです。

　今巻で『おまえをオタクにしてやるから、俺をリア充じゆうにしてくれ』大学生編がエンディングを迎むかえました。

　そして、この十五巻をもって『オタリア』シリーズは完結いたしました。

　最後までご愛読下さった読者の皆みな様さま、誠にありがとうございました。心よりお礼申し上げます。




　私自身、まさか投とう稿こう作にしてデビュー作であるこの作品が十五巻も続くなんて、夢にも思っておりませんでした。

　賞を頂いて、『オタリア』一巻を執しつ筆ぴつしていたのがついこの間のことのように思えます。

　十巻を執筆したときは、これで最後の巻になるのだから悔くいのないようなラストにしよう、と気合いを入れて書き上げたので、正直なところ続編のお話を頂いた際は、『十巻で完全に終わらせてしまった……』と少しだけ迷う気持ちもありつつ、読者の方々が続編を望んで下さっているということが嬉うれしかったこと、そして私自身このキャラクターの物語をもっと書きたいと思ったことから、続編を執筆させて頂くことになりました。

　せっかくの大学生編なのだから、大学生にしかできないこと、そして十巻で両思いになったがゆえにあまり書けなかった、柏かしわ田だと桃もものカップルっぽいラブラブな描びよう写しやをメインに書こうと決めて、毎巻執筆させて頂きましたが、『大学生編』、いかがでしたでしょうか？




　十五巻では、柏田の就職活動、桃との同どう棲せい予行演習、そして結けつ婚こんに至るまでのエピソードがメインとなりました。

　柏田の就活エピソードを書くにあたって、自分自身の就活なんかも思い出したりしました。柏田とは状じよう況きようが違ちがいすぎてあまり参考にはなりませんでしたが（笑）。

　今までの主要キャラを結けつ婚こん式しきの前までになるべく全員出そう、ということになり、大学生編には出てこなかった懐なつかしのキャラクターなんかも登場させてみました。




　今巻でもう『オタリア』のキャラクターたちの物語が書けなくなるんだと思うと、寂さびしい気持ちもあります。

　柏田や桃といったこの作品のキャラクターは、私にとって特別でした。私の心の中だけにいた彼らが、小説家になるという私の夢を叶かなえてくれ、いつの間にか皆様に愛して頂けるようになりました。

　今は、またこの作品のキャラクターたちと同じように、皆様に愛してもらえるキャラクターを創りたい。そんな気持ちでいっぱいです。




　初めて小説らしきものを書いたのは、おそらく高校生くらいの頃ころでした。とても短い、そして大して話の起き伏ふくもないオリジナル小説（少女小説っぽいもの）や好きな作品の二次創作を、友人と二人で作ったウェブサイトに上げていました。たまーにウェブサイトの掲けい示じ板ばんやウェブ拍はく手しゆで感想を頂けたりすると、天にも昇のぼるような気持ちになりました。

　当時は漫まん画が家かになりたかったので、そんな小説未満のようなものしか書けない自分が、まさか小説家になるとは思ってもみませんでした。




　この作品を書き始めてから、本当に幸せなことばかりでした。

　初めてあなぽん様に描かき起こして頂いた『オタリア』のキャラクターイラストを見たとき、自分のキャラクターをこんなに可愛く描えがいて頂けるなんて、と感動し、暫しばらくデスクトップ壁かべ紙がみにしていました。




　読者の皆様からお手紙、リプライで作品のご感想を頂けるたびに、すごく嬉しくて、執筆の励はげみにさせて頂きました。

　各キャラクターへの愛を語って頂けた際は、このキャラクターがこんなに読者の方に愛して頂けるなんて、と幸せな気持ちになりました。

『オタリア』を読んで共感して下さったとのお言葉、読んでリア充になれました！　という報告を頂いた際は、柏田の非リア充描びよう写しや、そしてリア充になるために頑がん張ばる描写は特に書きたいエピソードの一つだったので、とても嬉しかったと同時に、そこに注目して下さってありがとうございます、という気持ちになりました（笑）。

　続刊楽しみにしています、この作品を励みにしています、というお言葉を頂けた際は、自分の作品が読者様にとってそういう存在になれたことが本当に嬉しく、小説家になって本当に良かった、と思いました。




『オタリア』がコミックになったとき、柏田や桃が漫まん画がの中で表情豊かに動き回っているのを見て感激し、また一つ自分の夢が叶ったと思いました。漫画としても素晴らしい作品にして頂け、本当に感謝しかありません。

　初めてのサイン会で実際にファンの皆様とお会いしたとき、本当にこんなに『オタリア』を愛して下さっている方がいるんだ、と改めて実感し、声をかけて頂いたり、お手紙やプレゼントまで頂いて、この作品を書いていて良かったと感激しました。強い感謝の気持ちと、これからもっと頑張ろうという気持ちを抱くことができました。




『オタリア』がドラマＣＤになったときは、レコーディングに同行させて頂き、色んな作品でよく声を聴きいていた素晴らしいキャストの方々が、目の前で自分の書いた作品のキャラクターを演じて下さっていて、それも見事に作品からそのまま出てきたかのようなキャラクターのイメージそのままの声で、魅み力りよく的な演技を披ひ露ろうして下さり、まるで夢のような時間を過ごさせて頂きました。

　そして驚おどろくべきことに海外でサイン会までさせて頂くことになって、実際に現地に行くまでは『オタリアが本当に海外で認めて頂けているのだろうか』と信じがたい気持ちだったのですが、実際に韓かん国こくへ行くと韓国の読者の方々は本当に温かくて、私の拙つたない韓国語に反応して下さったどころか、日本語で話したことにまで反応を示して下さったり、お手紙やプレゼントを下さったり、日本語で声をかけて下さったりと、『オタリア』が韓国でも愛して頂けているんだと実感して、本当に感動しました。




　日本の読者の皆様、海外の読者の皆様、今まで本作をご愛読、応おう援えんして下さりありがとうございました。皆様のおかげで『オタリア』は、こんなに長く続く作品になることができました。

　皆様が読んで下さり、ご感想を下さったり応援して下さったおかげで、本作品を最後まで執筆することができました。

　五年間、本当にありがとうございました。




　それから、歴代担当様、現担当様。

　これまでご指導ご鞭べん撻たつ頂きありがとうございました。皆様のお力があって、『オタリア』という作品をここまで執筆することができました。

　また、担当様方の日々のご指導のおかげで、少しずつライトノベルというものを書けるようになって参りました。




　イラスト担当のあなぽん様、五年間とても可愛らしく魅力的なイラストをありがとうございました。いつも表紙や挿さし絵えを見るのが楽しみでした。

『オタリア』がこんなに皆様に愛して頂けたのは、魅力的なイラストのおかげでした。




　大分前に最終刊を迎えましたが、コミカライズ担当の葵あお季きむつみ様。三年間、素晴らしいコミックをありがとうございました。『オタリア』のコミカライズが葵季先生で本当に良かったです。今後とも、ご活かつ躍やくをひっそりと応援させて頂きます。




　なるべく時間を空けずに、新しい作品を発表できるよう今後頑張っていきたいと思っています。『オタリア』のように、読者の皆様に愛して頂ける作品を作り上げられるよう頑張りたいと思っておりますので、もし宜よろしければ次回作もお手に取って頂けましたら、こんなに嬉しいことはありません。




　最後まで『オタリア』を見守って下さり、ありがとうございました！

　宜しければ、またどこかでお会いしましょう。





村上　凛



















村上凛

●むらかみりん



１月16日生まれ。Ａ型。

東京都在住。

第二回ネクストファンタジア大賞にて金賞を受賞。

『おまえをオタクにしてやるから、俺をリア充にしてくれ！』でデビュー。デビュー作となったこのシリーズも、ついにこれが最終巻です。本編だけでなく大学生編までお付き合い下さった読者の皆様、本当にありがとうございました！
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